




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　日が落ちると空気は冷え、盛せい夏かの頃ころとの違ちがいを肌はだで感じる。庭院にわでしきりに鳴く鈴すず虫むしは行く夏を惜おしむ音色。さらに低い耳鳴りに似た、地を這はう虫の音が静かに響ひびく。

　草が膝ひざ丈たけまで茂しげる荒あれた庭院を、蠟ろう燭そくの灯あかりが一つ横切っていく。灯りは、奔ほん放ぽうに伸のびた庭木の奥に隠かくされるように佇たたずむ、幾いく棟むねかが連なった廃屋へ向かう。

　蠟燭を手に廃屋の母おも屋やの前に立ったのは、崑こん国こく宰さい相しよう 周しゆう考こう仁じん。

　彼の背後には、日焼けした屈くつ強きような老人がいる。周家の密みつ探たん、柳りゆう幹かんだ。肩かたには薄うす紅べにの襦じゆ裙くんを身につけた雪せつ理り美みが、意識を失いぐったりと担かつがれていた。

　開き戸を押して中に入ると、考仁は奥へと進む。湿しめっぽい空気とかび臭くささが満ちている。

「お懐なつかしいですか？　ここは、あなた様が青春時代を過ごされた場所でしょう」

　背後に従う柳幹の問いに、考仁は黒い深しん衣いの裾すそをさばきながら歩み、失しつ笑しようした。

「生あい憎にく、そのような感傷は持ち合わせていない。ここはただ、汚きたならしい廃屋だ」

　足の下で、ぱきりと何かが砕くだけた。弱い灯りで確かく認にんすると、闘とう棋ぎと呼ばれる盤ばん上じよう遊ゆう戯ぎで使われる石造りの駒こま。馬を模した駒の首が折れていた。

　──闘棋が強いな、君。名は？

　屈くつ託たくない青せい修しゆうの声がふと耳に蘇よみがえるが、それを無視するように駒を踏ふみにじり先に進む。

　母屋を突つっ切ると建物に囲われた庭院があり、その奥に堅けん牢ろうな石造りの圖ず書しよ庫こがある。圖書庫の中は空だ。屋や敷しきの主あるじである陽よう老師が亡なくなった後、蔵書は考仁が自らの屋敷へ移した。それは陽老師の一人娘むすめ、陽英えい香かの希望でもあった。

　陽英香は考仁の妻であり、陽夫人と呼ばれる女性だ。

　この屋敷に数多あまたの秀しゆう才さいたちを寄宿させ、書生とし教育を施ほどこしていた陽老師は、考仁の師。考仁もこの屋敷に書生として寄宿し、青春時代を過ごした。

　かつての圖書庫には、樫かしの木造の重い引き戸が取りつけられている。それを開くと中はがらんどうだが、壁かべ際ぎわには圖書庫の名残なごりである作り付けの書しよ架かがあった。その柱の一本には鎖くさりが固定されている。鎖の先せん端たんには足あし枷かせ。

　考仁の目配せで、柳幹は理美を石いし床ゆかに下ろし足枷をはめた。さらに素す早ばやく、理美の笄こうがいを抜ぬき取り懐ふところに入れる。考仁がひと睨にらみすると、柳幹は首をすくめ「駄だ賃ちんです」と卑ひ屈くつに答えた。「売り払はらうときには、足が付かないようにしろ」と注意すると、柳幹は「へえ」と頷うなずき立ちあがり、手にしていた足枷の鍵かぎを出入り口の戸の内側に引っかけた。

　石床に横たえられた理美は、ぐったりしている。裳も裾すその辺りだけが、もこもこ動いていた。

　蠟燭を石床に立て、考仁は理美の足元に屈かがみ込み、裳に手をかけようとした。中で動いていたものはその気配を察し、裳の上の方へと移動する。

「五ご龍りゆう。やはり、この娘から離はなれようとしないのだな。無理をすれば飛び去るか」

　理美が、小さく呻うめいて身じろぎした。薄うす闇やみの中で鎖が鳴り、その音に驚おどろいたように彼女は体を震ふるわせ、はっと身を起こした。考仁の姿を認め、逃にげようとするかのように縮こまる。しかし足枷が足を引く。彼女は目を見開き足枷と鎖を見つめ、それから周囲を見回す。

「ここは、何処どこですか。わたしを、どうするおつもりですか」

「ここが何処かなど教える必要はない。どうするつもりかは、おまえ次し第だい。おまえが連れている五龍を説得し、わたしの手に渡わたせば解放してやっても良いが」

「珠たまちゃんは、陛下からお預かりしているんです。陛下以外には、お渡しできません」

「わたしが陛下にお渡しする」

「こんな状態では、それを信じられる根こん拠きよがありません。だから……無理です」

　理美の声が震える。考仁は鼻で笑うと立ちあがった。

「馬ば鹿か者だが、忠実なのだな。ならば策を講じ五龍を引き離すまで。在野の道士を連れてくれば、なんとかなるだろう。五龍さえ引き離してしまえば、おまえはすぐにでも始末できる」

　血の気が引き怯おびえる顔を見て、考仁は薄うつすら笑う。───いい気味だ。

（いい気味だと？　まるで私し怨えんのような）

　心の中で、もう一人の自分が考仁を嘲ちよう笑しようした。その声に顔をしかめる。

（私怨ではない。この娘が崑国にとって邪じや魔まなだけだ）

　自分は冷静だ。考仁はそう信じている。そしてきびすを返し、歩き出した。
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　内ない侍じ監かんの蔡さい伯はく礼れいと護衛の秦しん丈じよう鉄てつの二人を従え、崑国五代皇こう帝てい龍りゆう祥しよう飛ひは、苛いら々いらと早足で執しつ務む室に向かっていた。

「手がかりがないとは、どういうことだ」

「言葉通りですよ。理美は水すい祇し宮きゆうに戻もどる挨あい拶さつのため、陛下の御前に上がった後、昇しよう龍りゆう殿でんを出てから戸こ部ぶ尚しよう書しよと礼れい部ぶ尚書に会っています。しかしそれから煙けむりのように消えた。誰だれも彼女を見た者はありません」

　肩をすくめた丈鉄に、祥飛は足を止め、きっとふり返った。珠たまを連ねた朱しゆの首くび飾かざりが音を立てる。睨ねめつける目に鋭するどい色いろ香かが漂ただよい、それがかえって責められる者を萎い縮しゆくさせるだろう。

「宮城内だぞ!?　どうやって消えると。しかも理美は五龍と一いつ緒しよだ。五龍の姿も見えぬ！」

「落ち着いてください陛下。丈鉄もわたしも陛下と同様、早さつ急きゆうに彼女と五龍を見つけなければならないと重々承知しているのですから」

　薄茶の瞳ひとみの美び貌ぼうの宦かん官がんが、柔やわらかく諫いさめる。

「五龍は皇帝が国を治める力を与あたえる神しん獣じゆう。なんとしても我々で見つけ出します」

「五龍のみではない。理美も五龍と同様、余にとってなくてはならぬ」

　強く言いきると、祥飛は再び歩き出す。

（なんという気味の悪さだ。宮城内で忽こつ然ぜんと消えるとは）

　祥飛の寵ちよう姫きであり皇后候補ではあるが、理美に政治的な利用価値はさしてない。彼女を盾たてに祥飛になんらかの要求をしたところで、宰相や尚書たちが、皇帝の感情任せの決断を止めるからだ。全すべてを自らの思うとおりに押し通すには、祥飛はまだ若すぎる。彼の号令一下で臣下が同じ方向に迷いなく走るような、唯ゆい一いつ無二の英えい雄ゆうでもない。

　宰相や尚書たちの支えがなければ、何もできないのは誰しもが認めるところだろう。

　いずれ祥飛も良き皇帝になれるかもしれないし、なるべきだと強く思う。

　しかしまだ自分の成長は現状に追いついていない。残念だが現実はそうだ。

（余が泣こうが喚わめこうが、臣下の支えを頼たよりにしている限りは、理美一人のために政まつりごとはねじ曲がらぬ。それは鳳ほう家けも良く知っている。だとすれば、宮城内の誰が理美を攫さらう？）

　帝国を治める力を皇帝に与えるはずの五龍が、いなくなった。それはとてつもない不安だったが、同時に理美の身に何が起こったのかを考えると胸が重く苦しくなる。無事でいてくれればいいと願う。伯礼と丈鉄だけに捜そう索さくを任せているのは、もどかしい。自ら先頭に立ちあらゆる場所を捜さがし、あらゆる者を尋じん問もんし、一刻も早く理美と五龍を見つけたい。

　しかしそれを理美が望むとは思えない。彼女は、祥飛がより良い皇帝となることを望んでいる。言葉や態度の端はし々ばしにそれを感じる。彼女の望みを無視するような、皇帝にあるまじき感情任せの行動は慎つつしむべきだ。

（なんと不自由な身分だ。しかしこれが余の望んだもの。しかも余がこの場所にいることで、そこを居場所にする者たちもいるのだ）

　賢かしこく忠実な四し夫ふ人じんたちの居場所である自分は、不用意に動いてはならない。自らの身の安全に留意し、地位を盤ばん石じやくにするために、政をないがしろにできない。

「まだ心当たりがあります。俺は今夜、そこをあたる予定です」

　祥飛の心痛をやわらげようとしたのか、丈鉄が告げる。伯礼が不ふ審しんげに問う。

「心当たり？　なんですか、それは」

「ちょっとな。ただ……それなりに期待できるとは思う」

　龍が浮うき彫ぼりにされた執務室の戸の前に来ると立ち止まり、祥飛は一つ呼吸をして、背中越ごしに命じた。

「二人とも、理美と五龍の行方ゆくえを捜すのだ。最優先で動け。何をしても、何を使ってもかまわぬ。今すぐに行け。余の護衛は訓くん記きを寄こせば良い。行け」

　丈鉄が「承知」と答え、伯礼は頭こうべを垂れ、それぞれに別の方向へ歩み去った。

　祥飛は扉とびらを開いた。そこには既すでに宰さい相しようの周考仁、戸部尚書の登とう利り範はん、礼部尚書の迅じん景けい有ゆうがいた。彼らは室の中央にある卓たく子しに着いていたが、立ちあがると礼をとる。

　彼らが囲む卓子に近づくと、祥飛は手をついて身を乗り出す。

「余を呼んだのは吏り部ぶ尚書の件だな？　候補は定まったか」

　空席になっていた吏部尚書の人選を、考仁たちに急がせていた。

　吏部は文官の任命や異動、評定などの人事に関かかわる。六りく部ぶの組織を動かすために、最も大切な役割を負っているといっていい。権限の使い方によっては官吏たちを巧たくみに動かし、いつのまにか宮城を反皇帝派の巣そう窟くつとすることも可能だし、逆に反皇帝派をじわじわ追い散らすこともできる。

　その長官たる吏部尚書の人選は慎しん重ちようを期す。皇帝びいきの者が就つけば、鳳家ひきいる反皇帝派から大きな不満の声があがる。かといって鳳家の息がかかった者は選びたくない。

　祥飛にとって最も望ましいのは、就任に際して鳳家からの横やりが入らない中立の立場で、なおかつ、就任後に皇帝派にひきいれることが可能な人物だ。

「定まりました。工こう部ぶ侍じ郎ろうの呂りよ蓮れん佳かが最適と結論が出ました」

　考仁が答えた。

「呂蓮佳？」

　工部侍郎としてその名はもちろん知っているが、顔が思い浮かばない。なぜだろうかと訝いぶかしむ表情を見て取った景有が、にやにやした。

「陛下には、お目にかかったことがないはずです」

「そんな馬鹿なことがあるか。尚書、侍郎の任命に際しては、個々に余が任状を渡しているぞ。理美の公こう謁えつでも、各部の尚書侍郎は余の前に出ているではないか」

「呂蓮佳は、任状拝受のさいには既に地方に派は遣けんされていたので、目録上のみでの任状の拝受でした。公謁のときも宮城には戻っていません。あのときは確か、工部のもう一人の侍郎と、郎ろう中ちゆうが代理で出席していました」

　景有が礼部尚書らしくすらすら答えるが、その後に利範が苦い顔で付け加えた。

「まず、変人です」

「その変人をなぜ候補にした」

「蓮佳は、わたしと同時期に陽老師のもとで書生として過ごした旧知です」

　考仁の言葉に、祥飛は眉まゆをひそめた。

「考仁の旧知を選定して鳳家派が黙だまっているのか」

「ご安心を。その当時、陽老師のもとには書生として鳳青修も寄宿していました。蓮佳は青修とも旧知です。鳳家派にとっても悪くはない。しかも蓮佳は変わり者で有名で、中央とは距きよ離りのある地方巡めぐりの勤めがほとんどでした。就任後、蓮佳が皇帝の臣下として正しく務めるように、わたしが説得できるでしょう。蓮佳は青修とも旧知ですが、その旧知の青修はこの世にいません。わたしの方が有利かと」

「良いだろう。では呂蓮佳に吏部尚書就任の打だ診しんをせよ。考仁、頼たのめるか」

　考仁は「承知いたしました」と礼をとった。それを横目で見ていた景有が、ふっと思いついたように口を開く。

「ああ、そうだ陛下。雪理美が数日前から行方知れずとか？　手がかりはありましたか」

「ない」

　苦いものを感じ、祥飛は不ふ機き嫌げんになる。利範が右目の下の古傷を歪ゆがめた。

「雪理美をかどわかす目的が、我々には見当もつきませんが」

「余にもわからぬ。そなたにはわかるか、考仁」

　微かすかに口の端をあげ、考仁は答えた。

「いいえ。わたしにも、わかりません」
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　崑国の都安あん寧ねいの外れに、土つち壁かべを巡らせたこぢんまりした家が建っていた。周囲には薄うすい闇やみが降りている。戸を開くと中は土間の一室。出入り口の近くに竈かまどがあり、中央には、がたつく貧弱な卓子と丸椅い子す。奥に寝しん台だい。それしかない貧しい様子だ。徐じよ々じよに室内は暗くなっていた。

　鳳家当主鳳朱しゆ西せいは、湿しめっぽく蒸むし暑いその家の中にいた。椅子に腰こしかけ人を待っていたが、いよいよ暗くなってきたので竈の辺りを探し、油皿を見つけ火を灯ともす。

　ぽうっと室内が明るくなるのを見計らったように、外から呻うめき声が聞こえた。

（来たな）

　油皿を卓子に置くと、戸を開けた。

「よぉ、鳳家当主殿どの。昨夜、文ふみで注文された品を持って来たぜ」

　軽い挨あい拶さつとともに、にっと笑ったのは丈鉄だった。

「悪かった。無理を承知で頼んだ」

　朱西の言葉に、丈鉄は肩かたをすくめる。

「陛下のためだ。使えるものは、使うってだけのことさ。おまえを利用させてもらう」

「結構だ。お互たがい目的は同じ、理美の救出だ」

「事を始める前に確かく認にんさせろ」

　丈鉄は目を鋭するどく光らせ、懐ふところから文を取り出して土間に投げる。昨夜朱西が書き、秘ひ密みつ裏りに丈鉄へ届けたものだ。

　文には、理美を誘ゆう拐かいした犯人の見当はついているので、救出の協力を請こうとしたためた。それに対してすぐに返事があり、今日の夕方、柳幹の家で待てと、場所を知らせてきたのだ。

「鳳家にとっちゃ、理美がどうなろうが知ったこっちゃないだろう。しかもおまえは、理美に思いは残ってないとも言っていた。それなのに、なぜ彼女を助けようとする。おまえは、やっぱりまだ」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　丈鉄の言わんとすることを察し、遮さえぎった。

「俺が理美を助けようと考えたのは、事を起こしたのが周考仁だと察したからだ。あの人が、どういうつもりか馬鹿な真ま似ねをした。それを暴あばき、さらしてやれば、さぞ溜りゆう飲いんが下がるだろうと思ったまでだ」

「仮に本当に周考仁がやったのだとしたら、俺はその事実を陛下に知らせることは、させないぜ。もし理美を攫さらったのが周考仁だとわかったら、さすがの陛下も腹を立てて宰相を罷ひ免めんする可能性がある。それはまずい。あの人がどんな人間だろうと、陛下にとって必要な宰相だ」

　警けい戒かいの色を強くする丈鉄に、朱西は頷うなずく。

「俺は周考仁を嘲あざけることができれば、今回は充じゆう分ぶんだ。陛下に余計なことは吹ふきこまないし、理美も陛下の元へ戻もどすと約束する。俺は今回の一件で、あの人を失しつ脚きやくさせたいわけではない」

「なぜだ。鳳家にとっては、その方が都合がいいだろ」

「都合はいい。しかしそれでは物足りない。彼自身の失策で失脚しても、それは彼が自らを恥はじるだけで全すべてが終わる。呆あつ気けなさすぎる。この一件で、自らの失策を恥じいらせ、そのうえで彼を宰相の地位にあり続けさせるのが望ましい。そうすれば最終的に彼は、俺の手によって、宰相の地位から引きずり下ろされる屈くつ辱じよくを味わうことになる」

「結局、周考仁を追い落としたいか」

「いずれは、だ。今じゃない」

　淡たん々たんとした朱西の言葉に、丈鉄は眉をひそめた。

「そこまで、あの人のことが許せないのか」

「許せないのじゃない。あの人に翻ほん弄ろうされた俺が、同じようにあの人を翻弄すれば楽しめると思ったまでだ。おまえが言ったんだ。運命を楽しめと」

「言ったな、確かに」

　丈鉄は片手で引きずっていたものを勢いよく放ほうり、土間の中央へと転がした。それは荒あら縄なわで手足を縛しばられ猿さるぐつわを嚙かまされた、周家の密みつ探たん、柳幹だった。後ろ手に戸を閉めた丈鉄は、腕うで組ぐみして柳幹を見おろし、わざとらしく哀かなしそうな顔をした。

「すみませんねぇ、お師し匠しよう様。そこの鳳家当主が、お師匠様を尋じん問もんしたいらしいんで」

　朱西は土間に膝ひざをつき、柳幹を覗のぞきこむ。

「あなたのことは知っています。周家で時折見かけていました。父……周考仁の密探ですね。あなたは皇后候補の雪理美をご存知ですね？」

　数日前、理美が消えたという報を聞いた。理美の存在が邪じや魔まになれば、早晩彼女を排はい除じよする力が働くとは思っていたが、予想外に早かった。

　そのことを朱西が危あやぶむようになったのは、西さい沙さ国こくが皇女アーシャを送り込んできたことがきっかけだった。祥飛が理美を大切にすればするほど、西沙国との固い結びつきを望む官かん吏りにとって、彼女は邪魔な存在となる。

　彼女を邪魔者と考える誰だれかとは、皇こう帝てい派の人間であり、なおかつ祥飛の気持ちなど無視してしまえる者。周考仁しかいないと確信した。

　いくら国益のためとはいえ、仮にも皇帝の意志や気持ちを平然と踏ふみにじれる者は多くない。

　猿ぐつわを外すと、柳幹は掠かすれた声で答えた。

「知らん。そんな女は」

「手荒なことはしたくないのです。正直に答えてください」

　丈鉄は室内を歩き回っている。寝台の下を覗きこみ掛かけ布ふをめくり、竈へ向かう。竈の傍かたわらに幾いくつか並ぶ瓶びんの蓋ふたを取り軽く口笛を吹き、「いいもの食ってるな、お師匠」と言って、瓶の中のものをつまんで口に入れた。その瓶を抱だいて朱西の傍らに来る。

「食うか？」

　差し出された小ぶりの瓶の中には、砂さ糖とう漬づけの、龍りゆう花か果かという南方の果物が入っていた。南小三国で採れる果物で、崑国では高級品だ。

「いらない。龍花果は嫌きらいだ」

　龍花果には独特な、花に似た芳ほう香こうがある。それが芳かぐわしいと珍ちん重ちようされるのだが、朱西はその香かおりが苦手だ。「そうかい」と言って丈鉄は瓶を元の位置に戻す。彼はさらに、別の瓶の蓋を外して中を覗きこむ。そして「ははっ」と笑うと、中から何かをつまみ出した。

「お師匠様。せこい性しよう分ぶんは相変わらずですね。仕事のついでに、あれこれ金目の物をくすねて、小こ銭ぜにを稼かせぐんだからな」

　丈鉄が手にしているのは翡ひ翠すいの笄こうがいだった。朱西は思わず立ちあがった。

「朱西。これに見覚えがあるのか？」

「理美のものだ」

　差し出された翡翠の笄を手に取る。確かに覚えのある品だった。

「これで周考仁が関かかわっていることは決定だな」

「問い質たださねばならないな」

「あの人が素す直なおに答えるか？」

「答えないだろう。ただこちらの手には笄があり、柳幹もいる。これを盾たてにとってあの人を揺ゆすぶり焦あせらせることはできる」

　相手は考仁だ。直接理美の居所を聞き出せるとは思っていないが、わずかでも彼が焦り、あるいは危機感を抱いだいてくれれば、それが好機に繫つながるだろう。
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　　　二




　柱にもたれかかった理美は、深く息をつく。

「美味おいしかった。ありがとう、珠ちゃん」

　満足感とともに天てん井じよう近くの小窓を見上げる。既すでに日は暮れかけ、周囲が暗くら闇やみになるまではあと半刻といったところだった。

　珠ちゃん───、銀毛胴どう長ながの生き物、神しん龍りゆうである五龍は理美の膝の上で、ご機き嫌げんで尻しつ尾ぽをふりふりしながら蟠ばん桃とうに齧かじり付いている。

　ここに閉じこめられて既に三日。

　考仁も柳幹も、理美を閉じこめてからは一度も姿を見せず、放置されていた。

　理美が監かん禁きんされているのは、石造りの堅けん牢ろうな建物だった。足首に繫がれた鎖くさりも足あし枷かせも、絶望的に頑がん丈じようで重い。身動きする度たびに重い音を立てるのにぞっとした。どうあがいても鎖は外れそうになかったし、建物の周囲は、風が木々を揺らす音ばかりが響ひびき、人の声も気配もない。

　幸い、鎖の届く範はん囲いに掛布が丸めて置かれていた。さらに壁かべ際ぎわには水みず桶おけがあり、手洗いの場所があったりで、最低限の生活はできそうではあった。しかし食べ物がないのには困った。

　二日目には、空腹のためにぐったりしてしまった。

　しかしそのとき、珠ちゃんが動いた。珠ちゃんは毅き然ぜんと小窓を見上げると「待っていて」とばかりの頼たのもしい眼まな差ざしを理美に向け、壁を駆かけのぼり外へ飛び出したのだ。

　その様は勇ましく、まさに神しん獣じゆうらしい力強さだった。

　助けを呼びに行ってくれたのだと、理美は期待したのだが───。

　暫しばらくして珠ちゃんは、蟠桃をぱんぱんに詰つめこんだ麻あさ袋ぶくろをくわえて戻ってきた。誇ほこらしげな珠ちゃんの様子に、笑ってしまった。神龍は本来人間の都合で、お遣つかいなんてしてくれるわけがない。成せい華か城じようで珠ちゃんは神力を発揮して理美と朱西を助けてくれたが、あんなことを頻ひん繁ぱんに期待はできないらしい。

　こうやって食べ物を持ってきてくれたのですら、奇き跡せき的にありがたいことなのだろう。

　蟠桃を食べて空腹が満たされると、気力も湧わく。

　あちこちの壁をさすってみたり、引っ搔かいてみたり。足枷を外せないかと石にこすりつけたりした。大声も出したが、誰も応こたえてくれる者はいない。

　一晩寝ねて、また三日目の今日も色々と試ためした。しかし何の成果もなく日が暮れる。

　蟠桃を齧る珠ちゃんの、なめらかな背中を撫なでた。撫でていると、叫さけびだしたいような不安も収まってくれる。これは神龍の癒いやしの力だろうか。珠ちゃんの頭を指先で撫でる。両耳の間にある小さな二本の角を、ちょんちょんつつく。

（珠ちゃんと引き離はなされたら、殺されるのかな。わたし）

　石壁と石いし床ゆかの建物は、ひんやりしていた。

（在野の道士を連れてくるって周宰さい相しようは言ってたけど、きっとそんなに時間はかからない）

　どうしてこんなことになったのか、原因はぼんやり推測できる。自分の存在が崑国皇帝としての祥飛の邪魔ではないかと、自分でも危き惧ぐしていたくらいだ。考仁が目め障ざわりに感じて当然だ。

『毒の華はな』と考仁は言った。彼の目から見れば、そうかもしれない。

　理美自身にはそんなつもりがなくとも、結果的にはそうなのだろう。

（わたしは、そんな者になってしまったのかしら）

　望みもしないのに、崑国の───祥飛の邪魔をする者。けれど自覚はないし、そうなりたいわけでもなかったので、知らないうちに、自分ではない者に生まれ変わってしまったような気すらする。立場と自覚に隔へだたりが大きすぎて、自分が何者なのか不安になる。

　祥飛は心配しているだろう。抵てい抗こうのしようがなかったとはいえ、ただでさえ心配事の多い彼の負担を増やす結果になっているのは申し訳ない。

　このまま祥飛を信じ、ただ助けを待てばいいのだろうか。しかし理美を監禁したのは、彼の信しん頼らい厚い周考仁。誰も、彼が皇帝の寵ちよう姫きを監禁しているとは思わないだろう。理美が行方ゆくえ知れずになった原因を考え、考仁が怪あやしいと推測するだろう人間は、冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきし、なおかつ考仁に対して信頼や依い存そん関係のない者に限られる。

　そんな人間は一人しかいない。鳳家当主鳳朱西だ。しかし彼が、理美を救うために動いてくれるはずはない。彼には目的があり、そのために理美の敵となったのだ。そうお互たがいに確かく認にんし合ったのだから。

　だからと言って、このまま座して死を待つような真ま似ねは情けない。せめて祥飛の負担にならないために、自分の身くらいは自分でどうにかしたい。

「在野の道士って、どのくらいで見つかるんだろう？　見当がつく？　珠ちゃん」

　在野の道士が見つかれば、その者の呪じゆ力りよくで珠ちゃんと引き離され、理美は始末される。それまでどのくらいの猶ゆう予よがあるのか。それを考えると恐きよう怖ふがわきあがる。ぶるっと体が震ふるえた。

　珠ちゃんは顔をあげ、キュッと鳴いて首を傾かしげる。

「もし道士が来たら、珠ちゃんは逃にげてね。周宰相が、珠ちゃんを自分のものにするとは思いたくないけど。それよりも珠ちゃんが、自分で陛下の所へ帰った方が確実だと思うの」

　珠ちゃんが、嫌いや々いやするように首を振ふった。「絶対に離れないもんね！」と意地になっているような気配を感じ、理美は眉まゆ尻じりを下げた。

「困ったなぁ。一いつ緒しよにいてくれようとする気持ちは、嬉うれしいんだけどなぁ」

　微かすかに、雑草を踏ふみ分ける足音が聞こえた。誰かが来る。

　膝ひざを胸に引き寄せ縮こまり、珠ちゃんを抱だきしめた。小窓から入る光は弱くなり、周囲は見る間に色を失っていく。闇が迫せまる。

（周宰相？　それとも……）

　戸が開く。薄うす闇やみを背景に、ほっそりとした影かげが立っていた。身につけている深しん衣いは臙えん脂じ色いろ。ふうっと煙草たばこの香りが漂ただよってきた。顔はよく見えないが、その人の手には細長い煙管キセルが握にぎられており、周囲にもやもやと煙けむりが漂う。

「おやおや。こんなところに女の子とはね」

　気け怠だるげな艶つやのある声。理美は一層身を縮めた。珠ちゃんが裳も裾すそに潜もぐりこむ。

（誰!?）

　何度か息を吸い込むが、上手うまく吐はき出せない。恐怖のために体が呼吸の方法を忘れたようだ。

（きっと、この人が在野の道士だ）

　細い声で「珠ちゃん逃げて」と囁ささやくが、珠ちゃんはよけいに裳の上の方へと潜ってしまう。

　その人は戸口で袂たもとを探さぐり、蠟ろう燭そくを一本取り出す。芯しんを煙管の先に近づけて火を灯ともすと、ぽうっと周囲が照らされ姿が浮うかぶ。

　緩ゆるくうねった髪かみを無造作に一つに束ねた、華きや奢しやな美男だ。利範や景有と同年代だろうか。臙脂の深衣と手にした細い煙管が、退たい廃はい的な色いろ香かのある顔立ちに似合っている。

　彼は煙管を石壁に打ちつけ火種を落とすと、熱い先せん端たんを肌はだに当てないよう帯に挟はさむ。灯あかりをかざし、扉とびらの内側にかけてあった足枷の鍵かぎを手に取った。

「こんなものが、まだ残っていたとはね。懐なつかしいと思う自分が情けない。考仁などは一度も経験がないだろうに」

　理美には意味がわからない独り言を呟つぶやくが、周考仁と知り合いらしいことは察せられた。

　相手が近づいてくる一歩ごとに、喉のどの辺りに恐怖がせりあがる。道士は理美の前にしゃがむと、顔を覗のぞきこんでくる。瞳ひとみは、微かに緑色を帯びる不思議に深い黒色。

「君は、誰だ」

　彼は、理美が何者なのか考仁から聞かされていないようだ。さして信頼されていないのだろうか。彼を説得するか丸めこむかすれば、逃げ出す機会も得られるかもしれない。

（わたしは、説得するのも丸めこむのも得意じゃないのに）

　理美は、からからになった喉を絞しぼる。

「教えられません」

　道士が、理美の身元に興味があれば、名乗らないだけでいくらか延命できる。咄とつ嗟さに考えつくのはこの程度だった。

「あれ、頑かたくなだな。教えてくれないのか」

「わたしを、どうするんですか」

「そうだね。まず、ここから連れ出そうか。どうするかは、それから考える。なにしろ君が何者か教えてもらえないらしいから。わたしが君をどうするかも、まだわからないな」

　道士は理美の足あし枷かせを外しにかかる。

　監かん禁きんされて三日。その間に理美捜そう索さくの範囲は、狭せばまっている可能性がある。仮に誰かがこの場所を突つき止めてくれても、彼女がここにいなければ、捜索は振り出しに戻もどる。そうなれば助けが来る見こみは、さらに低くなる。

（せめて、わたしがいた痕こん跡せきを残せれば）

　そうすれば理美がこの場所にいて、何処どこかへ移されたと察してくれる人はいるはず。この場所を起点に捜索してもらえれば、一から捜索し直すより見こみが高くなる。

　咄嗟に自分の痕跡を残すべく、片方の耳みみ飾かざりを石床の隙すき間まに滑すべり込ませた。

　足枷を外した道士は、理美の二の腕うでを引いて立たせる。そのまま外へ出た。

　外へ出て初めて、自分が荒あれ果てた屋や敷しきの奥にある建物にいたのだと知った。丈たけの長い草が生おい茂しげる庭院にわや、それを囲む歩ほ廊ろうのある建物は、朽くちかけてはいても格式の高さが見て取れる。柱は節のない丸太が使われ、天てん井じようを支える梁はりも太い。屋や根ね瓦がわらは所々が割れ崩くずれ、瓦の隙間からは草が伸のびているが、どっしりと大きな屋根だ。

　全体的に無む駄だな彩さい色しきや意い匠しようがなく、質の良い落ち着きを重んじる造作だ。

　建物を突っ切り庭院に出ると、庭木に繫つながれた馬がのんびり草を食はんでいた。

　道士は理美の腕を摑つかんだまま、片手で器用に馬の綱つなを解く。理美を先に馬の背へ押し上げると、自分もすぐさま跨またがり、彼女を左右の腕の間に閉じこめる。

「では行こうか。名無し君」

　馬が歩み出す。上下する馬の動きに身を委ゆだねながら、自分の心臓が喉の下辺りにまでせりあがったような緊きん張ちようを感じていた。落ち着けと自らに言い聞かせながら、逃げる隙をうかがう。

　しかし気は焦あせる。道士の腕の隙間に少し余よ裕ゆうができると、馬から滑り下りて逃げ出せるのではないかと思ってしまい、その焦りが余計な身じろぎになった。相手は両の腕をすぼめ「じっとしておいで。落ちる」と厳しく告げ、動きを封ふうじた。

（どうしよう。どこに連れて行かれるんだろう）

　このまま道士の仲間が大勢いる場所へと連れて行かれれば、万ばん事じ休す。

　廃屋を後にして馬は細い畦あぜ道みちを進む。廃屋は田畑が広がる中にうち捨てられたようにぽつりと建っていて、周囲には集落の灯りすらない。黒々とした森が平へい坦たんな土地のあちこちに盛りあがっている。畦道を抜ぬけると街かい道どうらしき幅はばのある道へ出た。ゆるい下り坂で、暫しばらく行くと遠く眼下に灯りが見える。その規模と明るさから、安寧の都であると知れた。安寧から馬で四半刻程度の位置らしい。

（何かの目印になれば）

　残っていた片方の耳飾りを隙を見て外すと、地面に落とした。

　道士は馬を街道の枝道へと進める。道は急きゆう勾こう配ばいの上り坂になり、その遥はるか向こうに屋敷の屋根が現れた。軒のきが反り返った屋根が微かな星明かりの中、黒い影になって立ちあがっている。さして大きな屋敷ではないが、格式は高そうだ。門は開かれ、八角の門灯が掲かかげられている。

　ここは道士の屋敷だろうか。となると必ず仲間がいるはず。

（門を潜くぐったら終わりかもしれない。飛び下りるなら、今だ！）

　門灯の灯りが届く範はん囲いに入ると、理美は意を決し、道士の胸を突き飛ばした。その瞬しゆん間かん、何かが手に触ふれた。

（えっ!?）

　ぐらっと道士の体が揺ゆれ、その反動で理美の体も揺れた。

（今、触さわったのは!?）

　驚おどろきのため、一瞬逃げ出す動きが遅おくれた。その一瞬の差で、馬から飛び下りる前にしっかり腰こしを抱かれてしまっていた。

「危ないではないか、馬ば鹿か者」

　しまったと思ったが、遅おそかった。理美は焦りながらも道士の顔を見上げる。

（この人は）




　　　三




　宮城内には宰さい相しようの居室が準備されている。皇こう帝ていが住まう昇しよう龍りゆう殿でんの南東に位置する正せい文ぶん殿でんがそうだ。二ふた棟むね続きで部屋数は多いが、ひと気はない。通常ならば書記が二、三人、さらに雑用係が五、六人ほど常じよう駐ちゆうするのだが、周考仁は宰相になったときから、自分以外の人間が正文殿に立ち入ることを拒こばんだ。書記が必要なときは礼れい部ぶから呼びつけ、雑用係も同様。

　そのため考仁の執しつ務む室以外は、卓たく子しと椅い子すが並ぶだけの簡素さ。正文殿は常にひんやり静かで、かえってその静けさに威い圧あつされると官かん吏りたちは言う。

　考仁がそうしているのは単純に、自分一人のために無駄に多くの官吏を使うよりは、その官吏にもっと実のある仕事をさせた方がいいという合理性からだ。

　完全に日が暮れ、正文殿の執務室のみに灯あかりが灯っていた。考仁は文ふ机づくえに向かって、何枚もの文ふみを書いていた。晩夏の夜風が吹ふきこみ、筆先の影が揺らぐ。

「周宰相」

　取り次ぎの少年が現れ、室の外で礼をとる。書記も雑用係も置いていなかったが、取り次ぎだけは置いている。誰だれ彼かれかまわず勝手に、ずかずか執務室に来られては不都合だからだ。

「先さき程ほど、陽夫人の遣つかいが参りました。宰相は、いつお屋敷に戻られますかと」

　遠えん慮りよがちな伝言に、考仁はわずかに苛いら立だつ。妻の陽夫人───陽英香は、書家として知られる才女。優やさしく思いやりに満ちた女だ。しかし考仁は彼女を手に入れてから一度も、彼女の傍かたわらで安らぎを感じたことはない。彼女を手に入れるのは、勝利の証あかしの首級を手に入れるのと同様だった。ただ、いざ手に入れてみると、驚くほど満足感とはほど遠かったのだ。

　面めん倒どうな、と内心呟き、顔もあげずに答える。

「いつ帰るかわからぬと、おまえが文を書いて屋敷へ送れ」

「はい。それと、あの……今。お客様が」

　少年はもじもじ、言いにくそうに言葉を濁にごす。じれったさに、筆を止めて顔をあげた。

「はっきりと言え。誰が来た」

「俺です」

　出入り口に立ったのは、青い深しん衣いを身につけた朱西だった。落ち着いた表情でこちらを見つめる彼に、嫌けん悪おを覚えた。

（朱西。恥はじ知しらずが、何をしに来た）

　考仁は少年に厳しく告げる。

「この者を、誰が通して良いと言った」

　青ざめる少年の背に、朱西が手を添そえる。

「宰相に許可を求めるゆえ、待ってほしいと彼は言いました。けれど俺が、無理にこちらに踏ふみこみました。この少年が、押し通る鳳家当主を制止できると思いますか」

　すみませんと小声で詫わびる少年に、考仁は追い散らすように手を振ふった。

「通してしまったものは仕方がない。さがれ」

　書きかけの文を白紙の下へと滑り込ませて隠かくすと、椅子の背もたれに身をあずけた。

　少年がそそくさと去っていくのを見送った朱西は、室に入ってくると文机の前に立つ。

（忌いま忌ましいほど青修に似ている）

　こうして対たい峙じすると、改めて驚くほどに似ている。青修に見つめられているようだ。暫しばし無言で見つめ合う。

「鳳家当主が、わたしになんの用だ」

　朱西は懐ふところを探さぐり、翡ひ翠すいの笄こうがいを文机に置く。それに見覚えがあった考仁は内心「あの馬鹿者」と柳幹を罵ののしった。足が付くような真ま似ねはするなと釘くぎを刺さしたにもかかわらず、何かへまをしたのだろう。朱西がそれを持って来たことで、おのずと彼の目的も知れた。

（わたしが雪理美を攫さらったと気づいたか。しかし柳幹はへまをしても、けして口は割るまい。証しよう拠こはない。ただ朱西が、感づいたというだけだ）

　冷静に判断し無表情で問う。

「これが、どうした」

「雪理美の笄です。柳幹が持っていました。彼はあなたの密みつ探たんだ。宮城内から忽こつ然ぜんと姿を消すとなれば、誰かが手引きをしなければ無理だ。あなたなら理美を人知れず連れ出すことは可能でしょう。それに、陛下のお気持ちや意志を無視し、彼女を消し去る大だい胆たんな行動に出る可能性があるのは、あなただけだ」

「笄は証拠にならない。わたしの密探の柳幹は、どこぞでそれを拾っただけやもしれない」

「ええ、俺は証拠を欲ほつしていません。あなたがやったと確信していますから。けれど、このことは誰にも言わないと約束してあげましょう。もちろん、陛下にも。これが陛下に知られれば、あなたは陛下の寵ちよう姫きをかどわかした罪人だ。それは不都合でしょう。そのかわりに理美の居所を、今ここで俺に教えてください。それで手打ちにしてさしあげます」

　こちらを見下したような朱西の言葉に、腹立たしさがこみあげる。彼の目にあるのは、優位に立つ者の嘲あざけりだ。こうやって考仁を見おろしたいがためだけに、彼はここに来たのだろう。

「弱みでも握にぎったつもりか？　おまえの訴うつたえなど陛下は信じないだろう」

「丈鉄の言葉なら、信じるかもしれません」

　小こ賢ざかしいと、不ふ愉ゆ快かいさが胸の中を満たす。朱西は未いまだに丈鉄と通じているというのだろうか。実子ながら、ただの道具として使ってきた密探の青年が、ここに来て朱西と手をくむような真似をする。その皮肉さに眉まゆ根ねを寄せた。

「秦丈鉄は、鳳家当主と繫つながっているということか。そのことこそ、陛下にお伝えしなければならない」

「どうぞ。彼はただ、今回の理美の件に関しては利害が一いつ致ちしたから、俺に協力したに過ぎないのです。しかしそれを報告するのであれば、必然的にあなたがやったことも、陛下にご報告しなければ説明がつきませんね」

　淡たん々たんとした態度の朱西への苛立ちが頂点に達し、考仁の胸の内に怒いかりの塊かたまりがつきあがる。それに呼応し思考が反はん撃げきを命じる。

（朱西は決定的な証拠を握っているわけではない。しかも雪理美の居所を知らない）
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　となれば、彼を嬲なぶり動どう揺ようさせることも容易たやすい。人は動揺すれば冷静さを失う。冷静さを失えば、幾いくらか朱西の判断も鈍にぶり、考仁も動きやすくなるはず。

（明日の夜には、道士を陽老師の屋や敷しきへ向かわせられる。一日、二日、朱西が焦あせり慌あわてていれば良いのだ）

　今日の夕刻、柳幹から、「道士と連れん絡らくが取れた」と知らせがあったのだ。明日の夜には五ご龍りゆうを理美から引き離はなせるはずだった。

「俺は、あなたの起こした迂う闊かつな行動を黙だまっていてさしあげましょうと言ってるんです。俺の気が変わらないうちに教えていただきたい。理美はどこにいるんです」

「死んだ」

　朱西が、目を見開く。

「わたしを出し抜ぬき、嘲るつもりで来たのだったら遅かったな、朱西。あの娘むすめは死んだのだ。骸むくろはばらばらにして柳幹が山犬に食わせた。おまえと丈鉄が、陛下に何を吹きこもうとかまわない。勝手にするがいい。証拠はないのだ。わたしがあの娘を攫った証拠も、殺した証拠も。そもそも骸さえないのだ」

　沈ちん黙もくした朱西の瞳ひとみが、硬こう直ちよくしたように動かない。なるべく反応するまいと努力しているようだが無む駄だだ。勝ち誇ほこっていただけに動揺が隠せていない。考仁は笑う。

　暫しばらくの沈黙のあと、朱西は問う。

「噓うそですね」

「噓だと思うか？」

「あなたは俺に屈くつ服ぷくしたくないはずだ。だから彼女が死んだと噓をついている」

　それには答えず、考仁は目を細めて笑った。面おも白しろそうに。

「あなたがそのつもりならば、いいでしょう。俺も妥だ協きようはしません。あなたのやったことを、陛下に暴あばいてさしあげましょう。理美は見つけ出します、必ず。丈鉄も協力してくれるでしょう。彼は柳幹に仕込まれたのですから、あなたが理美を監かん禁きんしそうな場所の一つ二つは知っているはずだ。捜さがします」

　淡々とそう言う朱西の目にある動揺を、考仁は見み逃のがさなかった。

「骸を食った山犬でも捜すか」

　思わずのように朱西は、両手を文ふ机づくえに叩たたきつけて大きな音を立てた。

「黙れ！」

　身を乗り出す。その目に怒りがあった。

「黙れ、周考仁。俺がこの手で彼女を見つけ出す。生きている彼女を。血が通い、温かい手をした、彼女を」

　文机にある笄を手にすると、きびすを返した。その背中に考仁は「愚おろか者」と一言告げた。
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　室を後にした朱西は、懐に収めた笄を深衣の上から押さえる。

（生きているはずだ。彼女は）

　祈いのるように心の中で言葉にした。

　足早に正せい文ぶん殿でんを出た。すると門前の暗がりから「朱西」と呼ばれた。暗がりから姿を現したのは丈鉄。朱西の顔色を見て眉をひそめる。

「どうした。何か摑つかめたのか」

　奥歯を嚙かみしめ、朱西は呻うめくように答えた。

「理美は死んだと言われた」

「まさか」

「俺も信じてない。理美は五龍とともに連れ去られているのだから、五龍を引き離さない限り、迂闊に殺せるはずがない」

「じゃあ、理美の手がかりはなしか」

「成果はあった。俺たちが嗅かぎつけたと知った周考仁は、理美の処分を焦る。彼女の死を咄とつ嗟さに口にしたのなら、それは焦りの証拠と見ていい。焦りが出れば隙すきが生まれるだろう。丈鉄。わざとらしくない程度に隙を作って、柳幹が自力で逃にげ出すように仕向けてくれないか」

「逃がす!?　あのじいさんは、理美の居場所を知ってるんだぞ」

「だからだ。密探は簡単に口を割るものじゃない。彼の口を割らせるのには、かなりの時間と残ざん虐ぎやくさが必要になる。そんなことはしたくないし、時間もない。だから他ほかの方法をとる」

　細い月が、西の低い空に浮うかんでいた。月の鋭するどさに似た横顔で朱西は告げる。

「事が露ろ見けんすれば周考仁の進退に関かかわるのだから、あの人はこの件に関して信しん頼らいできる人間しか使わない。柳幹以外は関わらせてないはずだ。関わる人間が増えれば増えるほど、露見の危険性は高くなるからな。ということは、あの人は理美を処分しようとするとき、自分で動くか柳幹を使うしかない。柳幹が戻もどれば彼を使うだろう」

「なるほど。逃げおおせたと勘かん違ちがいさせて、俺が柳幹にはりつけってことか」

　察しのいい丈鉄が頼たのもしい。

「おまえの師し匠しようだが。気づかれずに、やれるか？」

「青は藍あいより出いでて藍より青し、ってね。俺はあのじいさんよりも、腕うでがいいぜ」

　にっと、丈鉄は笑う。
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　馬上で理美は、自分の腰こしを抱だく道士を見つめていた。

（この人）

　道士は器用に手た綱づなを操あやつり、屋敷の門の内側に入った。廏うまや番ばんらしき老人が近寄ってくる。

「お帰りなさいませ、ご主人様。どうされましたか、その娘さんは。どちらのお嬢じよう様さまですか」

「陽老師の屋敷へ立ち寄ったら、踏ふみ荒あらされた跡あとがあったのでね。何処どこかのいたずら者が屋敷を荒らしていないかと思って調べていたら、お仕置き部屋の中にこの子が繫がれているのを見つけた。何者かは、わからん。本人が名乗る気がないらしくてね」

　その受け答えを聞いて、理美は目を丸くした。

（どういうこと？　この方は偶ぐう然ぜん、わたしを見つけたの？）

　老人が馬を押さえている間に、道士は理美の腰を抱かかえて下馬させる。

「この娘さんが繫がれていたのですか？　可か哀わい相そうに。誰だれがそんな真ま似ねを？」

「誰がという点については推測できなくもないが、ただの推測になる。まあ、ゆっくりこの娘から話を聞くとする」

　馬を連れて老人が去っても、理美はただ目の前にいる人を見上げていた。

「どうした、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔をして」

「あなた……道士じゃないんですか」

「道士？　わたしが占せん術じゆつや呪じゆ術じゆつ、祭さい祀しをする者に見えたのか？　ならず者と言われたことはあるが、道士と言われたのは初めてだ」

「しかも、あなた……女の人ですよね」

　理美の問いに、目の前の彼───いや、彼女は笑う。

（この人は女性だ）

　馬上で相手の胸を突つき飛ばしたとき、理美の掌てのひらは柔やわらかな起き伏ふくに触ふれたのだ。その驚おどろきで、一いつ瞬しゆん動きが遅おくれてしまったのだ。

「わたしは、自分が男だと言ったか？」

　怒おこった様子もなく答えた。言われ慣れているのだろう。胸に触れて確かく認にんした理美でさえ、こうやって腰を抱かれている相手が、華きや奢しやな男にしか見えないのだから。

「誰なんですか、あなた」

　緊きん張ちようと恐きよう怖ふのために気がつかなかったが、理美はこのときまで相手の素す性じようを問うことを忘れていたのだ。すると相手は口の端はしをあげて笑う。

「呂蓮佳。皇こう帝てい陛下にお仕えする役人だ。工こう部ぶ侍じ郎ろうを務めている」

（官かん吏り。しかも侍郎。上級の官吏）

　道士でもなければ得体のしれない盗とう賊ぞくでもなく、宮城で働く官吏と聞いて、全身の力が抜けるような安あん堵どを覚えた。

「怪あやしい者じゃない。君が何者で、誰の手でどんな理由で繫つながれたのか教えてもらえれば、わたしは君をどうあつかうべきか判断できるのだが？　変質者に攫さらわれて閉じこめられたというなら、もちろん助けよう。しかし君が天下の大悪党で、正義の人が君を捕ほ縛ばくし官吏に突き出すために繫いでいたとしたら、簡単に逃がしてもやらないし、助けてもやらない」

　呂蓮佳は、たまたま理美を発見して自分の屋や敷しきへ連れ帰ってくれたのだ。となれば一刻も早く素性を明かし、宮城に遣つかいを出してもらえばいい。そうすればすぐに、祥飛が迎むかえを寄こしてくれるはず。

（でも待って。この人は官吏だ）

　安易な思考を、心の隅すみで何かが制止した。

　宮きゆう廷てい内には今、鳳家の息のかかった反皇帝派の官吏と、祥飛の治世を守ろうとする親皇帝派の官吏が混在している。蓮佳はどちらだろうか。

（蓮佳様が反皇帝派だとすれば、安易に名乗ってしまったら利用される可能性がある）

　さらに彼女は、考仁と知り合いらしい口ぶりだった。もし考仁の思おも惑わくに賛同する者であれば、理美はまだ考仁の手中にあるのと同じ。

「どうした？　名乗ってくれないか？」

「え……と、わたしは安寧の茶さ楼ろうの者です。悪いお客に攫われたんです。ありがとうございました。助けていただいたので帰ります。また後日、改めてお礼に参りますから」

　咄嗟にそれらしいと思える作り話をすると、なんとか笑え顔がおを見せ、やんわりと腕から逃のがれようとした。しかし蓮佳は腰を抱く手に力をこめた。

「名は？」

「虞ぐ恵けい与よです」

　小しよう翼よく宮きゆうで理美に仕えていた老侍女の名を口にした。すると、

「父の名は？」

　と問われた。男の名が思いつかず、焦あせり、うろうろと視線を泳がせる。

「父は亡なくなりました。その……、生まれたときからいないのでわかりません。母もそうです」

「身寄りがないのか？　ではどうやって育った」

「それは、茶楼のご主人が親切で」

「茶楼の主人の名は」

　これには「死んだ」とか「知らない」などと返すわけにはいかない。

　崑国宮廷人は姓せいと字あざなをもって名としているが、庶しよ民みんは字を使わないと聞いていた。しかし豪ごう商しようや地主のように、社会的地位の高い者は庶民でも字を使うらしい。茶楼の主人の場合は字を使うべきなのだろうか。それがわからない。答えられなかった。

　空いた手で、蓮佳は理美の顎あごを持ち上げて顔を近づける。

「おやおや、君。恩人の名を忘れたか？」

　脅おどしつけるような声に、駄だ目めだと観念した。

「すみません。わたしには色々事情があります。身元は明かせません。このまま何も訊きかず、放してください。お願いします」

「じゃあ、虞恵与という君の名も信じてはならないのだな。噓うそだな」

「知り合いの名です。けれど、わたしは悪いことをして、あそこに繫がれていたわけではないんです。信じてください」

「悪いことをした奴やつらは、たいがい悪いことはしていないと言う。ただもし君が悪人じゃなくても、解放するつもりはなくなった。だってね」

　蓮佳は低く囁ささやく。

「名すら教えられない事情とやら、興味深い。面おも白しろそうじゃないか」

　説得は無理だと悟さとった。素早く周囲に目を走らせる。その場には蓮佳と理美しかいない。門は理美の二、三十歩背後にある。

（逃にげ出すなら、今しかない）

　気取られないように足に力をこめ、わずかに膝ひざを曲げて飛び出せるようにした。

「さあ、おいで」

　蓮佳が軽く理美の手首を摑つかんで歩き出そうと背を見せた瞬間、その手を振ふりほどき、門へと駆かけ出した。蓮佳が小さく舌打ちし、走る。

　門が目の前に迫せまった。しかしあと一歩のところで、背後から肩かたを摑まれた。

　抵てい抗こうしてもがいたが、蓮佳は理美の両手首を強く握にぎる。その力があまりにも強くて痛みが走り、小さく悲鳴をあげると膝の力が抜ぬけてしまった。蓮佳は握った手首で理美を支えて引きずりあげるようにしてから一方の手首を離すと、空いた手で腰を強く抱き、がっちりと捕つかまえた。

「そう、つれなくしなくても良いんじゃないか？　名無し君」

　言いながら薄うつすら笑う。

「逃げるにしても、もうちょっと頭を使え。この暗くら闇やみで山中に飛び出したら、良くて狼おおかみに食われるか、悪ければ盗賊どもに捕まるしかないじゃないか」

「お願いです。とても心配をかけている方がいるんです。逃がしてください」

　手首の痛みと情けなさで、じわりと涙なみだがにじむ。しかし蓮佳はあくまで冷れい淡たんだ。

「なら、名乗れば良い」

　理美の手首を摑んだまま、蓮佳は歩き出す。彼女が何をするつもりなのか、自分を何処へ連れて行こうとしているのか見当もつかない。何もわからないことが恐こわい。

　腕うでを摑む蓮佳の力は強く、とても抵抗はできなかった。めそめそと、このまま泣き出してしまいそうだったが堪こらえた。泣いても逃げられない。
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　柳幹が朱西の手に落ちたままであれば、考仁は自ら動くべきだと考えていた。しかし朱西が正せい文ぶん殿でんに乗りこんで来た日の翌朝、柳幹はからくも逃げ出してきた。柳幹を監かん視ししていたのが丈鉄だったことが、幸いしたらしい。彼は「丈鉄は、わたしが仕込みましたから」と得意げに口にしたが、丈鉄と朱西に捕縛されたこと、笄こうがいを発見されたことは、ひととおり𠮟しつ責せきした。

　しかし今のところ、計画は予定通りに進んでいた。

　今夜、道士を連れて陽老師の屋敷跡あとの廃はい屋おくに向かえば、事は終わる。

　夕暮れどき、斜しや陽ようが石いし床ゆかに射さしこむのを見つめながら、考仁は正文殿の執しつ務む室前の歩ほ廊ろうにいた。夏の終わりを告げる小さな蟬せみが、つくつくと切なげに鳴いているのを聞きながら、取り次ぎの少年が、自分が言いつけた用事を済ませて帰ってくるのを待っていた。

　暫しばらくして、少年が帰ってきて歩廊で礼をとる。

「文ふみは全すべて、ご指示の通りに届けて参りました」

　考仁は笑顔でふり返った。

「ご苦労だった。兵へい部ぶと禁軍の友だちにも会えたか？　楽しかったか？」

「はい。楽しかったです、とても。ありがとうございます」

「それは良かった。さがりなさい」

　いつになく機き嫌げんのよい主人に安心したように、少年はその場を離れた。満足げに頰ほおを紅潮させているその後ろ姿を見送って、ほくそ笑む。

　今日、あの少年に秘密の任務を与あたえた。

　反皇帝派である兵部尚しよう書しよと禁軍将軍に、考仁の文を届けさせたのだ。文は彼らが不在の間に、文ふ机づくえの片隅や保管してある甲かつ冑ちゆうの下に滑すべり込ませろと命じた。

　実は、反皇帝派の彼らと考仁は密ひそかに繫つながっている。彼らとは秘ひ密みつ裏りに連れん絡らくを取りあっており、その文を届けて欲しいのだ───と、少年には教えた。少年は秘密の遣いを託たくされることに目を輝かがやかせた。ついでに、兵部にも禁軍にも小間使いを務める友だちがいるだろうから、その子たちと話でもして、ゆっくりしておいでと菓か子しを紙に包んで渡わたしたのだ。

（さて、この手がどこまで効くか。ゆっくりと鳳家に染しみこめば良いが）

　昨夜、考仁を真っ直すぐに睨にらみつけた朱西の瞳ひとみを思い出すと、ふつふつと闘とう志しがたぎる。自分が飼い馴ならしていたはずの者に、負けてなるものかと。

（蓮佳のことも、そろそろ動かねばならん。あの横着者め、わたしが送った就任打だ診しんの文に、返事一つ寄こさない）

　多少苛いら立だつが、呂蓮佳の性格は知っているので、「またか」とうんざりするだけだ。

（英香が、蓮佳に会いに行くつもりだと言っていたような気がする。あれが訪問するなら、あれに蓮佳をせっつかせようか。はやく返事をせよと）

　考仁にとって妻の陽夫人は、安らぎを感じる存在ではない。しかし役に立つ存在ではある。なにしろ彼女は陽老師の娘むすめだ。名だたる秀しゆう才さいと面識があり、登利範や迅景有をはじめとする陽老師の書生だった官かん吏りの多くは、彼女を粗そ略りやくにあつかえない。つらつらと、そんなことに考えを巡めぐらせていると、「周宰さい相しよう」と庭院にわの植え込みの陰かげから、押し殺した声が呼んだ。

　柳幹だ。柘つ植げの陰に隠かくれて姿は見えないが、声の調子からひどく慌あわてているのがわかった。

「どうした。行動は真夜中と伝えていただろう」

「それが……。雪理美の様子を確かく認にんするために陽老師の屋や敷しきへ行きましたところ、姿が消えていました。あの娘がいません」

　考仁は一いつ瞬しゆん絶句した。

（なんだと？）

「馬の足跡がありました。何者かが連れ去った模様です」

「朱西か」

　問う声がわずかに掠かすれた。

「いえ。朱西様と丈鉄が、あちらへ近づいた痕こん跡せきはありません。彼らは、わたしが持っている隠れ家を順次当たっているだけです」

「では、何者が連れ出したというのだ！」

　声を荒あららげると、柳幹は申し訳なさそうに押し黙だまる。

（何者だ!?　何者が連れ出した！）

　握った拳こぶしが怒いかりのために微かすかに震ふるえた。

「雪理美の行方ゆくえを捜さがせ。すぐにだ。朱西と丈鉄に先を越こされてはならん。もし何者かが雪理美を連れ出したなら、その者は殺してかまわん。雪理美の口から事の真相が漏もれれば、わたしの進退に関かかわる」

　柳幹は「承知いたしました」と答え、すぐにその場を離れたらしく気配が消えた。

　考仁は斜陽に照らされたまま暫く動かなかった。

「厄やつ介かいなことに」

　苦々しく呻うめく。影かげが長く背後に伸のびる。




　　　二




「……これは、もしかして……」

　白粉おしろい花ばなをぼうっと見つめながら、理美は気の抜けた声で一人呟つぶやく。

「至れり尽つくせり……？」

　与えられた居室の出入り口に座りこみ、膝に顎あごを乗せ、庭院を眺ながめていた。

　室の前には赤と白の鮮あざやかな白粉花が咲さき、ふんわりと優やさしく甘い香かおりを放っていた。わずかに汗あせばむ晩夏の夕暮れに馴な染じむ、嫌いや味みのない香り。

　珠ちゃんが理美の肩に乗り、目を細めて花の香りを楽しんでいる。

（昨夜は、どうなることかと思ったけど）

　解放するつもりはないと宣言した蓮佳に手を引かれて歩き出したときは、生きた心ここ地ちがしなかった。涙を堪えた理美が連れて行かれたのは屋敷内の一室。何かされるのかと思いきや、蓮佳は、「こちらで寝ね起おきしろ」と命じると、理美を残してすたすたと行ってしまったのだ。

　室には鍵かぎがついていないし見張りもいない。自由な状態に、涙目のまま呆ぼう然ぜんとした。

　室内を見回すと、黒くろ漆うるしで塗ぬられた寝しん台だいと卓たく子しと椅い子すの一ひと揃そろい。鏡台まで揃う室は客室らしく、掃そう除じが行き届き香こうも焚たかれていた。寝具も絹で、就寝用の衫さんまで揃えられている。

　戸と惑まどい、室内を無闇にうろついていると、侍じ女じよが夜食の玉子粥がゆを運んできた。鶏ズイ湯タンの出汁だしのきいた塩味で葱ねぎの風味が立つ、臓ぞう腑ふに染み渡る美味おいしさだった。

　二日ぶりに、食事らしい食事ができたのは有り難がたかった。そのうえ蓮佳の命令があったらしく、室内で湯ゆ浴あみもさせてもらえた。腹が膨ふくれ、清潔になり温まると、侍女が「お休みなさいませ」と促うながすので、追い立てられるように寝台へ潜もぐりこんだ。

　寝台の中で珠ちゃんを抱だいた理美は、呂蓮佳という人は、ちょっと変わった人かもしれないと思った。監禁されていた得体のしれない少女を怪あやしみ、簡単に解放しないのは官吏らしい用心深さ。しかしその怪しさ満点の少女を、歓かん待たいしていると言えるほどの好こう待たい遇ぐうにするのだから、変わっている。

（油断はしちゃだめかも。迷った旅人を、太らせて食べる鬼おにの話も、あることだし）

　ただ蓮佳が何を考えているにしろ、数日の間に殺される危機は脱だつしたようだった。その安あん堵ど感かんと監禁生活の疲つかれもあり、その晩はうつらうつらではあるが、なんとか眠ねむれた。

　翌朝は夜明けとともに目が覚めた。疲れているはずだが、さすがに寝ね坊ぼうするほど安心もできない。

　襦じゆ裙くんを身につけると、自由に出歩けるのをいいことに屋敷内を見て回った。早朝であればこっそり抜ぬけ出し、宮城へ帰るのも可能かもしれないという思おも惑わくがあった。

　しかし蓮佳は抜かりなかった。屋敷を囲う塀へいはかなりの高さで、梯はし子ごがなければ上れるものではない。門は裏門と表門の二箇か所しよあるが、裏門は錠じよう前まえでしっかり施せ錠じようされていたし、表門は屈くつ強きような男が番をしていた。

　やはり簡単には出してもらえそうにないと落らく胆たんしつつも、ほてほてと一日中屋敷内を歩き回った。珠ちゃんは初めての場所が面おも白しろいらしく、楽しそうに理美の足元をちょろちょろと走っていた。その間も、廏うまや番ばんや下働きや、侍女たちに出会ったが、誰だれ一人咎とがめる者はいない。

　蓮佳は室に籠こもっているのか、姿すら見えない。

　そして無む闇やみに歩き回ったあげく、夕暮れには何もすることがなくなり、白粉花を見つめることになっていた。

「お屋敷から出すつもりはないけど、自由にして良いってことなのよね、きっと」

　自由を許されても、やるべきことはない。ぼうっと庭院を眺めるのが関の山だ。

　やることがなければ、色々と考えてしまうのが困る。祥飛に心配をかけている申し訳なさや、理美がここにいることを考仁に知られる不安。逃にげられない焦あせり。そして白粉花の香りをかぐと、どうしても思い出すのは考仁の言葉。白粉花の種と根には毒がある。

（もしわたしが毒ならば、助けを求めることは陛下や崑国を毒するのかしら？）

　不安がまた胸に浮うかぶ。

（斎さい宮ぐう様。わたしは海を越えて名を変え、女によ官かんになって、さらに過去を断たち切り皇后候補となりました。そのうえ今は、何者になってしまっているんでしょうか）

　つい姉斎宮にすがるように問いかけてしまうが、懐なつかしい声は答えてくれなかった。溜ため息いきをついて膝ひざに額をつけたそのとき、甘い白粉花とは別の香りが漂ただよってきた。

　顔をあげ周囲を見回す。これは料理の煮に炊たきの香り。

「厨ちゆう房ぼうが近いんだわ」

　朝も昼も、おそらく煮炊きの香りがしていたはず。理美にも温かい食事が運ばれてきたので、屋敷内で料理がされたのは間ま違ちがいない。逃げ出すことばかり考えて歩き回っていたので、それを感じる余よ裕ゆうがなかったのだろう。

　立ちあがると、煮炊きの香りに誘さそわれて、ふわふわ歩いて厨房に辿たどり着く。

　柱の陰から中を覗のぞくと、三人の中年女性が冗じよう談だんを言い合いながら夜食の支し度たくをしていた。肩かたにしがみついていた珠ちゃんは厨房内に人がいるのを見ると、しゅるっと理美の背中を駆かけおりて裳もの中へ潜りこむ。

　厨房内では一人が菜を刻み、一人が湯タンをかき混ぜていた。残りのもう一人は、竈かまどの上にある蒸せい籠ろうの前に立っている。

（何を蒸むしてるのかな。それにあの青菜は、何を作るんだろう。湯タンは、そのまま汁しる物ものにするのかしら。それとも粥かしら）

　温かい料理の香りと蒸気を感じると、不安や緊きん張ちように引き絞しぼられていた神経がゆるむ。

（蒸し物がいい香り。青菜は、どうせなら鶏ズイ湯タンと塩で、あっさり炒いためたのを食べたい）

　無意識に数歩踏ふみ出していた。厨房の三人が理美に気がつき、「おや」という顔をする。

「どこのお嬢じようさん？」

　手前で青菜を刻んでいた赤い頰ほおの一人が問うと、奥で湯タンをかき混ぜていた背の低い一人が、「あっ」と声を出す。

「あんた、この人は蓮佳様のお客様だよ。昨夜遅おそくにお客様があったから、今朝から一人前食事を増やせって言われてるじゃないか。昨夜わたしが玉子粥を別に一人前作った、あれだ」

「昨夜の玉子粥、あなたが作ってくれたんですか？　ありがとうございます」

　頭を下げると、「あんな簡単なものに礼なんかいらないよ」と、女は照れた顔で手を振ふった。

「それにしても、蓮佳様のお友だちにしては随ずい分ぶん若いお客様ですねぇ。何か御ご用ようですか」

　蒸籠の前にいた女はふくふく太り、丸顔で、笑うと目がなくなった。彼女らの大らかな雰ふん囲い気きにつられて、理美も気安く訊きく。

「すごくいい香りがして、来てしまったんですけど。蒸籠で何を蒸してるんですか？」

「見るかい？」

　手招きされたので、理美は「いいんですか!?」と満面の笑えみで厨房に入る。自じ慢まんげに女が蒸籠の蓋ふたを開くと、大量の蒸気が噴ふき出す。もうもうと上がるそれが散ると、蒸籠の中、青葉を敷しいた上で、白くむっちりとした鶏とり肉にくが蒸されているのが見えた。香りが良いのは、表面に擦すりこまれた香こう辛しん料りようのおかげか。さらに鶏肉には、もう一ひと工く夫ふうしてあるようだ。

「このお肉は、紅ホン酒ジユウに漬つけこんであるんですか」

　問うと驚おどろいた顔をされた。

「よくわかったね」

「蒸気に紅酒の香りがしました。臭くさみが消えて香り高くなって、しかも肉が軟やわらかくなるんですよね。わたしも一度やってみたかったんです」

　以前、宮きゆう廷てい料理人の楊よう高こう晋しんから借りた書物の中に、そんな記述があったのだ。目をきらきらさせて鶏肉を見つめていると、湯タンを混ぜている女が笑う。

「良く知ってるね。あんた、まさか料理人？」

（料理人？）

　理美は何度か瞬まばたきをする。

　海を渡わたって妃ひ嬪ひんとして崑国後宮に入り、様々な運命の悪戯いたずらで、今はなぜか皇后候補になっている。しかし考えてみれば、理美はいつも料理ばかりしている。それ以外で、自分が役に立ったと実感したことはない。

　料理をして、料理によって人と関かかわり生きている。なおかつ今、煮炊きの香りに心が弾はずみ、気持ちがほぐれている。いるべき場所にいるような安堵を覚え、ここ数日、胸の中にしこりのように居座っていた不安が緩ゆるやかに解けている。

　こんな気持ちになる者は、料理人だ。

（そうだ……料理人。わたしは料理をする美味うましの宮みやだったんだから、ずっと料理人だわ）

　自分が祥飛や崑国にとっての毒ならば、自分は何者になってしまったのかと不安だった。けれど厨房に来て喜びを感じる自分は、十歳のときから変わらない。自分を取り巻く環かん境きようが変わっても、立場が変わっても、自分自身は変わらない。できることしかできないし、できないことはできない。そのなかで最善と思う方法を選び取っていくしかない。

（周宰さい相しようは毒の華はなと言った。でもわたしは、そんな大層な者じゃない）

　不安になったのは、気負っていたからだ。自分を取り巻く状じよう況きようが波立っているだけなのだから、自分自身を不安に思う必要はない。

　気持ちが凪ないでいく。

「はい。料理人なんです」

　ほわりと笑えた。

「よければ、料理を手伝わせてもらえますか」

　丸顔の女が目を見開く。

「いいのかい？　お嬢さん、お客様だろう」

「多分、お客ではないと思うので。大だい丈じよう夫ぶです」

「大丈夫なら、お願いするかね。二、三日前から手首が痛くて、菜を刻むのがきついんだ。やってくれるかい？　できる？」

　手首をぶらぶらさせて頰の赤い女が言うので、理美は「はい！」と勢いこんで頷うなずく。

　紐ひもを借りて袖そでを縛しばると、理美の気持ちはぐんと浮きたつ。

　作業台の前に立ち、よしとひと呼吸して包丁を手にした。適度な重さのある包丁は使い勝手が良い。さくさくと青菜を刻む感かん触しよくが楽しい。

　菜を刻む手つきを見ていた女たちは、これは使えると思ったらしい。菜を刻み終わると、湯タンをかき混ぜていろ、食器を取りに行け、水をくんでくれと、遠えん慮りよなく要求した。くるくると動き、要求に応こたえているのが楽しかった。久しぶりに本来の自分に戻もどれたような気がする。

「おや。こんなところで、何してるの君」

　白磁の皿に、薄うす切ぎりの胡瓜きゆうりを扇おうぎのように並べていると、厨房の出入り口から呂蓮佳の声がした。理美と女たちが同時に顔をあげてみると、煙管キセルを手にした蓮佳が大たい儀ぎそうに扉とびらに寄りかかっていた。寝ね起おきのように見える。もし今目覚めたのだとしたら、昼間ずっと寝ていたのだろう。それを裏付けるように、

「今お目覚めなんですか？　そのご様子じゃ、また朝あさ餉げも昼餉も召めし上がらず、ぐうぐう寝てたんですよね。そんなに昼間に眠ねむったら、夜眠れないのは当たり前ですよ」

　頰の赤い女が顔をしかめ、小言めいたことを言う。

（……生活、めちゃくちゃなんだなぁ……）

　ちょっと呆あきれてしまったが、料理人が主あるじに生活態度を注意する気安さにも驚く。

「いいんだよ、今は休きゆう暇か中だから。勤めが始まればまた、朝に起きる」

「それに蓮佳様、厨房に煙草たばこを持ち込むのはお止やめくださいよ」

　背の低い女が注意した。蓮佳はわざとらしく煙管を歩ほ廊ろうの方へと突つき出す。

「持ち込んでいないだろう？　ほら。ここは外だ」

「また、屁へ理り屈くつを」

　丸顔の女は呆れたようだが、蓮佳は何処どこ吹く風。小言を聞き慣れているのか、歩廊に首を突き出して煙管をふかすと、またひょいと厨房へ顔を戻す。

「しかし驚きだ。おまえたちが、その娘むすめを下働きにこき使ってるとは」

「これは、わたしがお願いして手伝わせてもらったんです。わたしは料理人なので」

　慌あわてて、理美は声をあげた。

「料理人？　まさか」

　訝いぶかしげな表情をした蓮佳に、三人の女たちが、「まさかじゃありませんよ」「この子は間違いなく料理してますよ」「手慣れてます」と口々に言う。

　蓮佳は理美を上から下までゆっくりと眺ながめ、

「ふうん。そうか。料理人ね」

　と呟つぶやく。納なつ得とくしているのかいないのか微び妙みような表情だった。しかしすぐに興味を失ったように背中を向けると、大きく伸のびをした。

「まあ、いい。はじめて自分のことを話したのだからな。やりたいなら、料理の手伝いでも何でもすれば良い」

　背中越ごしにそう言うと歩き出す。理美は嬉うれしさに目を輝かがやかせた。

（それ、料理していいってことよね!?）
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　名乗れない以上、屋や敷しきから出してもらえない。しかし屋敷内であれば自由だ。料理人として働けば屋敷内のことや蓮佳のこともわかってくる。そうすれば逃にげ出す機会も巡めぐってくるはず。

（機会を待とう）

　素す性じようさえばれなければ、当面ここにいても危険はない。気力が湧わく。

（斎さい宮ぐう様。自分を不安がる必要は、ないんですね。陛下の妨さまたげにならないために、この場を切り抜ぬけることだけを考えれば良い。そうですよね）

　また心の中で問うと、ふっと姉斎宮の声が聞こえた気がした。

　──あなたが毒の華だなんて、笑ってしまうわ。気落ちする暇ひまがあるなら、料理でもしてなさいな。

　心の中で、「はい」と答えて視線をあげる。そして「蓮佳様は、自じ堕だ落らくで困る」「あんなことをしていたら、体を壊こわす」と、ぶつぶつ言う女たちの声を耳にして、ふっとあることを思いついて口に出す。

「蓮佳様の生活態度を、改善できたら良いですよね」

「そりゃあねぇ。あの方が倒たおれたら、使用人のわたしたちは路頭に迷うしね」

　丸顔の女が困ったように眉まゆ尻じりを下げる。その返事を聞いて、こんな状況にもかかわらず、困ったことにワクワクしてきた。

「じゃあ、あの、あの！　蓮佳様に饗きようするお料理やお菓か子しを工夫することで、寝付きを良くしたり、目覚めを良くしたり、できるかもしれないんです。蓮佳様は料理の手伝いをして良いと許可をくださったので、これから一いつ緒しよにここで料理の手伝いをして、ちょっぴり蓮佳様のお役に立つかもしれない料理を作る手助けをして良いですか」

「手が増えるのは願ってもないことだよ。けど、食べるもので寝付きが良くなったり、目覚めが良くなったりするのかい？」

　訝しげな小こ柄がらな女に、理美は頷く。

「はい。食べ物が人の体や精神におよぼす影えい響きようを調べる学門で『食しき学がく』というものがあって、研究している方がいるんです。わたしはそれをお手伝いしていたので、少しなら知識があります」

「へぇ、そんなものがあるんだね！　そりゃ、わたしたちも知りたい話だね。一緒に料理しておくれよ。よろしくね、あんた」

　頰ほおの赤い女が勢いよく背をどやしつけた。

「わたしは如じよ宇う。あっちの背の低いのが蘇そ未み、まるまるしてるのが、宣せん来らいだ」

「よろしくお願いします。わたしは」

　名乗ろうとして困った。目を泳がせると、丸顔の宣来が心配そうな顔をした。

「どうしたの、あんた」

「えっ……、その。事情があって、名乗れないんです」

　如宇、蘇未、宣来は顔を見合わせたが、すぐに蘇未が肩かたをすくめた。

「まあ、蓮佳様が突とつ然ぜん連れてきたくらいだから、事情があって当然の娘さんだろうね。かまわないよ。人間、誰だれしもいろんな事情を抱かかえてるから」

「でも、名無しじゃ不便だ。名をつけてあげるよ」

　如宇が言うと、蘇未と宣来が「良い名前にしてやっておくれよ」「腕うでの見せ所だね」と茶ちや化かす。如宇は「うるさいね」と言いながら、暫しばらく天てん井じようを睨にらんでいたが、ぽんと手を打って、理美の鼻先を指さした。

「ひなたぼっこしているみたいに、ぽうっとした顔つきをしているから、照しよう。どうだい？」

「照ねぇ」

　慎しん重ちようそうに蘇未が頷くと、宣来が笑え顔がおでふり返った。

「照ね。照しよう照しようか。それでいいじゃないか、ねぇ、あんた」

「はい！　充じゆう分ぶんな名です」

　答えると、「充分な名ってなんだい」と言って、三人が一いつ斉せいに笑った。
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　理美が行方ゆくえ知れずになり、既すでに四日。

　丈鉄は宮城から出たきり帰ってくる気配がなく、伯礼は宮城内で人から人へ渡わたり歩き、理美が消息を絶った前後に不ふ穏おんな動きがなかったかを、細かく調べているらしい。

　二人が力を尽つくしていると知っていても、祥飛の焦あせりも苛いら立だちも収まらない。

　ただそれでも、皇こう帝ていとしての務めはおろそかにしなかった。

　丈鉄の代わりに訓記を護衛につけて、朝ちよう議ぎに欠かさず出て、官かん吏りたちに睨みをきかせた。

　二日前には安あん県けん県けん吏り関かん朝ちよう雲うんから、先の地方の騒そう動どうの流れで、全県吏たちと対面してほしいとの要望が出された。急なことではあったが、宮城に親皇帝派と反皇帝派の官吏が混在している現状では、地方の官吏たちが皇帝を信しん頼らいしてくれることは大きな力になり得る。そのため手続きや権けん威いばった段取りを簡略化し、県吏たちとの対面もこなした。

　吏部尚しよう書しよ就任については、逐ちく一いち進しん捗ちよくを報告させた。こちらは考仁に任せているのだが、何をぐずぐずしているのか彼からは「呂蓮佳に連れん絡らくを取っている最中」という素っ気ない伝言があるだけ。そもそも考仁は一昨日以来、祥飛の前に顔を出さない。

（あと、何をするべきだったか）

　午前には利範から、工こう部ぶが要よう請せいしている治水事業の予算についての報告があった。

　午後には景有から、秋に集中する祭礼の段取りを聞き、さらに登とう用よう試しの実じつ施しについての報告を受けた。その後には、工部から南岸の港町で大規模な港こう湾わん整備が必要になるだろうという話を聞かされた。

　それらが終わった頃ころには、既に周囲は薄うす暗ぐらくなりかけていたが、祥飛はまだ自分のやるべきことが残っている気がした。執しつ務む室から出ると早足で居室に向かう。文ふ机づくえの上に、まだ目を通すべき書面があるかもしれない。

　前だけを見て歩く祥飛の背後から、影かげのように許きよ訓記がついてくる。彼は優ゆう秀しゆうな護衛で常に祥飛の邪じや魔まにならないよう心がけている。その訓記が、早足で歩む祥飛の背に、「陛下」と遠えん慮りよがちに声をかけてきた。祥飛はふり返りもせず、「なんだ」と返した。

　訓記がさらに、意を決したように強い口調で呼びかける。

「足を止めてください、陛下」

　緊きん急きゆうの場合でもないのに、訓記が祥飛に対してこんな言い方をするのは初めてだった。驚おどろいて、歩ほ廊ろうの中なか程ほどで立ち止まり、ふり返る。育ちの良さそうな、つるつるのゆで卵みたいな訓記の顔は、緊張しながらも怒おこっているような険しさだった。

「どうしたのだ訓記」

　その場に膝ひざをついて、訓記が頭を下げた。突然のことに祥飛が目を丸くしていると、彼は自分の足元に視線を落としたまま口を開く。

「差し出がましいのは承知しておりますが、申し上げます。陛下。すこしお休みください。何かに追われるように、あまりにも気を張りすぎているようにお見受けします。陛下の心身が危あやぶまれます。今夜だけでも、ゆっくりとお休みください」

「余は皇帝だ。皇帝は皇帝らしく努めねば」

「理美様の身を案じる時間を作るまいと、陛下がわざと忙いそがしく務めておいでのように、僕には見えるのです。理美様は陛下が素す晴ばらしい皇帝として振る舞まわれることを望まれているでしょうが、無理をすることは望まれないと思います」

　ようやく顔をあげた訓記の目には、祥飛への気き遣づかいが溢あふれていた。

「本来なら、丈鉄さんや伯礼様がご忠告さしあげるべきこと。僕のような者が口出しすることではありません。しかしお二方がいないので、あえて僕が申し上げます。お休みください陛下」

　すっと冷たい風が吹ふき抜ぬけて、祥飛は既に庭院にわが闇やみに沈しずみかけていることに気がつく。庭院を挟はさんだ位置にある歩廊の柱に、衛え士じたちが灯りを灯ともして歩くのが見えた。

（そうか。心配されているのだな）

　訓記の心遣いが嬉うれしくもあり、また気を遣わせる自分が未熟だとも感じた。

（確かに余は、理美が消えた不安を忙しさで誤ご魔ま化かそうとしている。こうすることが理美の望みで、そうすれば、どこかにいる理美が喜ぶような気がしていたのかもしれない）

　訓記が言うように、理美は祥飛が無理をすることは望まない。かえって心配させる。そう考えると自然に、理美や自分を心配しているだろう四し夫ふ人じんのことも思い出した。理美がいなくなってからは、四夫人とも顔を合わせていない。理美が行方知れずと聞き、彼女たちも心配しているだろう。それなのに自分は、彼女たちを慰なぐさめる一言もかけていない。

　理美がここにいたら、なんと言うだろうか。おそらく訓記と同じように、お休みくださいと心配そうに言った後、ふわっと笑って「そうだ。四夫人のお顔でも見に行かれては如何いかがですか？」と提案しそうだ。「心が安まりますよ」と。

　祥飛は苦く笑しようした。

「わかった」

　それは訓記への返事であるのと同時に、心の中にいる理美に対して答えた言葉でもあった。

「今夜は休もう。そして明日は久しぶりに後宮へ行く。四夫人の顔を見て茶を楽しみ話をする」

　訓記の表情が明るくなり「では、寝しん室しつまでお供します」と元気に立ちあがる。頼たのむと言うと、祥飛はゆっくりと歩み出す。自分の胸の辺りに無意識に触ふれる。

（側そばにいなくとも、余は理美を近くに感ずる。不思議なことだ）

　理美がどんな状じよう況きように置かれているのか、考えると不安でたまらない。しかし自らの務めに励はげむことでその不安を宥なだめ、彼女が側にいなくとも彼女のことを思い、冷静さも取り戻もどせた。

　胸の中にある彼女の存在で宥められている。

　ほんの少し前まで、理美を側に置きたくてどうしようもなかった。側に置かないと、苛々して落ち着くどころではなかったはずなのに。

　その自分の変化に気がつくと、我がことながら驚きを禁じ得ない。いつから自分は、こんなふうに振る舞えるようになったのかと。

　おそらくこれは、理美に何があってもどんな状況にあっても、彼女が祥飛を思いやってくれているという自信が生まれたからこその落ち着きだ。傍かたわらにいなくても、抱だきしめていなくても、心の中にある信頼だけで落ち着ける。

　もし彼女が無事に戻って、後宮の片かた隅すみでせっせと料理をしていたり、安寧の何処どこかで、のほほんと茶を飲んでいたりして祥飛の側にいないとしても、きっと祥飛は、このうえなく落ち着いていられるはずだ。理美が安全に幸福に過ごしているなら充分だ、と。彼女は何処にいても何をしていても、祥飛を大切に思ってくれるのだと。

（落ち着いてはいられる。しかし）

　一いつ瞬しゆん、声に出したいほどの思いが溢れる。

（会いたい）

　こうやって理美のことを思い政まつりごとをおろそかにせず、落ち着くこともできる。しかし会いたい思いはまた別にあり、いないと思うと膨ふくれあがる。理美が帰ってきたら、無我夢中で抱きしめてしまいそうだ。
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　戸こ部ぶ尚書登利範は、戸部の回廊を大おお股またの早足で歩いていた。とにかく晩夏から初秋にかけては、聞くべき報告や判断すべきことが多く、時間が足りない。歩く利範の横について歩く、瘦やせて神経質そうな戸部侍じ郎ろうは、せかせかと書面を利範に渡わたす。

「これをご覧ください。地方と大三都と大二港と、それらから見こめる今年の税収予想が記してあります。明日の朝議にて説明いたします。今日のうちには陛下のお手元に届けます」

　歩きながら書面を確かく認にんし、利範は地方税収見こみの項こう目もくで苦々しく呟つぶやく。

「関朝雲の件があったので仕方ないが、昨年に比べ大おお幅はばな減収だな」

「はい。しかしこれはもう、陛下もご承知かと」

「問題は陛下ではない。隙すきあらば陛下に嚙かみつこうとする馬ば鹿か者どもに、また材料を与あたえるのが腹立たしいだけだ。まあ、いい。これで問題ない」

「では、これで進めます」と侍郎が去ると、利範は戸部尚書の執務室へ向かう。室の文机の上には、裁定を下すべき書類が待ち受けているはず。執務室の樫かし作りの戸には、蓄ちく財ざいの象しよう徴ちようである花を嚙む蛇へびの紋もん様ようが浮うき彫ぼりにされている。蛇の紋様を勢いよく押し開く。

「……なんだ……おまえ」

　戸を開いた途と端たんに、利範はあからさまに嫌いやな顔をした。

「そんな顔をするものじゃないよ。友だちに向かって」

　室の中央に置かれた卓たく子しに着いて、戸部の小間使いに運ばせたらしい茶を悠ゆう々ゆうと飲んでいるのは、礼れい部ぶ尚書の迅景有。右目の下に傷があり、山さん賊ぞくの親分のような風ふう貌ぼうの利範とは対照的に、軽けい薄はくな笑えみを常にたたえている優やさ男おとこ。

「秋は祭礼も多い。登とう用よう試しも近いのに、人の室で茶を飲む余よ裕ゆうなど、よくあるものだな」

　嫌味を言いつつ文机に向かい、利範は山積みにされた書類を眺ながめ、うんざりした溜ため息いきをつく。

「部下が優秀なものでね。侍郎に任せきりだ」

「礼部の侍郎は気の毒なことだな」

「なんの、生き生きしているよ。あれは仕事中毒だね。それが気の毒と言えば気の毒か」

「茶飲み話にはつきあわんぞ」

「それは困った。面おも白しろい土産みやげがあるのに」

　さっさと出て行けと言わんばかりの利範の言葉も、景有は受け流す。一口茶をすすり、足を組み替かえた。

「雪理美捜そう索さくの件だ。どうも丈鉄が妙みような動きをしているらしい」

「妙とは」

「彼は鳳家当主と頻ひん繁ぱんに会っている。いつもは用心深く、外出の度たびに馬車を乗り換かえている鳳家当主は、決まった行動をとらないことで、自らの動きを上手うまく隠かくしているらしいのだが。近ちか頃ごろはその鉄則を破り、外出の度に丈鉄と落ち合う。場所は決まった茶さ楼ろうで、そこからどこぞへと出かけていくらしい。茶楼に懇こん意いの娘むすめがいてね、教えてくれた。ただ、あからさますぎる行動には思えるがね。鳳家当主は誰だれかに自分の行動をわかりやすく見せつけている、とも思えるが。それにしても妙だろう」

　利範の目が鋭するどく光る。

「丈鉄が朱西に？　なぜだ」

「さあ。けれど理美の行方ゆくえ知れずについて、鳳家当主なら心当たりもあるかも、とは思うがね。謎なぞなのは、鳳家が理美をかどわかすうまみがないこと。そんなことを彼がするとは思えない」

「いったい、雪理美を攫さらって誰に得があるというのだ。なんの価値もない女だ」

　苦々しく言う利範に、さらりと景有は返す。

「価値はないけれど邪じや魔まになる……と、思っているお方はいるな。すぐ近くに」

「おかしな憶おく測そくを口にするな」

　利範が睨にらむ。景有はにやにやと笑って、おどけて首をすくめた。
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　寝台に横になった理美は、天てん井じようを睨みながら考え続けていた。窓を開けているので、天井に描えがかれた草模様が月明かりでぼんやり見て取れた。

　珠ちゃんは寝台の上で、くうくう寝ね息いきを立てている。明日から理美も早起きし、朝あさ餉げの準備に加わる。早く寝るべきなのだが、久しぶりに料理をした嬉うれしさが体に残っていて、なかなか寝付けない。

（できれば明日の朝餉から、蓮佳様のためになるものを饗きようしたい）

　正体がばれれば、蓮佳が理美をどうあつかうのかわからない。けれど彼女が、曰いわくありげな身元不明の少女を救ってくれたのは事実だ。外に出せないのは当然の判断。もし理美が極ごく悪あく非道の犯罪者であるとか、あるいは世に出てはならない大変な事情を抱かかえている場合、無む闇やみに放ほうり出したら災わざわいになるだろう。官かん吏りだからこそ、慎しん重ちようにならざるを得ないのかもしれない。

　しかし外に出せないぶんを補うように、屋や敷しき内では自由にさせてくれている。その事実から、蓮佳が反皇こう帝てい派であろうが、考仁の知人であろうが、冷れい酷こく非道な人間ではないと知れる。

　要するに今のところは蓮佳は、理美の恩人なのだ。一刻後には正体が知られ、どうなるかわからないとはいえ、だ。

　不安は大きい。だが自由を許されているのだから、せっかくなら好きなことがしたい。幸いというべきか、困ったことにというべきか、蓮佳の不規則な生活を料理人たちが心配している。彼女たちと協力して、蓮佳のために料理を饗してみたい。

（少しでも蓮佳様のお役に立ったら、蓮佳様の考えも少し変わるかもしれない）

　蓮佳の役に立つことで彼女の警けい戒かい心しんが緩ゆるみ、素す性じようが知れずとも理美は信しん頼らいできると感じ取ってもらえれば、解放される可能性はある。

　和わ国こくで美味うましの宮みやであった十年間で知ったのは、食によって人の気持ちが動くということ。

　美味おいしいものを食べて腹が膨れれば、気持ちが柔やわらかく温かくなる。疑念ばかりが渦うず巻まいているときでも、ふっと気持ちがほぐれて冷静になる。あるいは味によって何かを思い出したり、連想して幸福な気持ちになったり。

　食べることで人の感情が動く。何かが生まれることもあれば、変わることもある。

　誰かが美味しいと言ってくれることで居場所を見つけられたのは、食が人の気持ちを動かすからこそだった。

　如宇、蘇未、宣来から聞いたところによると、蓮佳は夜よ更ふかし体質で、朝あさ寝ね坊ぼうがちらしい。朝餉を運んでも「食欲がない」と言ってろくに食べず、昼間に絶えず菓か子しをつまむ。常に菓子をつまんでいるので、昼餉も夜食も軽く済ませる。そしてまた夜更かしだ。

（まず、朝餉をちゃんと食べてもらえるように）

　生活が乱れがちなのは、しっかり朝餉を食べず、一日中食べ物を口にしてしまうからだろう。朝餉を食べることで、だらだら菓子を食べなくなる。そうすれば体の中を支配する規則が正しく時を刻み、眠ねむるべきときに眠り、起きるべきときに起きろと命令する。

（朝に食べやすくて、なおかつ朝に食べると体の調子が整っていくものを準備しなきゃ）

　食しき学がく堂どうで朱西の助手を務めていた間、たいがい文ふ机づくえに向かい合って書き物をしていた。その間朱西は、問わず語りに様々なことを教えてくれた。沈ちん黙もくが続き、理美が気まずい思いをしないための配はい慮りよだったのだろうが、語る彼自身も楽しそうだった。

（朱西様）

　食学堂で間近に見ていた彼の微笑ほほえみを思い出し、切ない。あんな時間はもう二度と返ってこないのだろうか。

（もし……。もし朱西様が覚かく悟ごを翻ひるがえしてくださったなら。食学堂で過ごしたような時間が、また戻もどってくれるかもしれないのに）

　そう思いはしても、朱西が生半可な覚悟で敵になったのではないともわかっている。

　理美の気持ちの乱れを察したように、珠ちゃんが尻しつ尾ぽをぴくぴくさせた。人の気持ちに敏びん感かんな珠ちゃんには、気持ちの乱れは安あん眠みん妨ぼう害がいだ。慌あわてて珠ちゃんの背を撫なでて宥なだめる。

（余計なことは考えない方がいいんだわ。とにかく今は、蓮佳様の朝餉を考えよう。確か朱西様は、朝餉を食べないのが一番体には良くないと言ってたし）

　米や麦の主食ばかりを食べるのも、あまりお勧すすめできないとも言っていた気がする。米や麦は必要だが、それらと様々なものを組み合わせることで質の良い朝餉を準備できる、と。

　そこで思い出したのは、朱西が祥飛に出した『理想の朝餉』というものだった。

　玄げん米まいを炊たきあげ、その上にすりつぶした大豆を載のせて、祥飛に食えと強要していた。汁しる物ものとして、数種の果物をすりつぶし、どろどろの液状にして蜂はち蜜みつを加えたものを添そえて。

　こちこち玄米に、ねっとり無味無む臭しゆうの大豆のどろどろが覆おおい被かぶさり、三口食べただけで胃が重くなるしろもの。そして本来美味しいはずの果物を、無む惨ざんにすりつぶして甘くしたものを、祥飛は呻うめきながら食べていた。そして完食した後、二度と欲しくないと宣言した。

（確か、白米よりも随ずい分ぶん固いけど、玄米の方が体には良いと。それに組み合わせるべきなのが、豆類と、果物類と。朝の目覚めを良くする甘みは、砂糖ではなく蜂蜜がいいと）

　それらの食材を駆く使しして朱西の朝餉はできあがっていたが、調理方法に工く夫ふうが必要なのは明らかだった。それらの食材をうまく調理し、食べやすく美味しい朝餉にすればいい。

（でも、玄米は普ふ通つうに炊きあげても固い。しかもうまく炊けたとしても、白米を玄米に替かえるだけでは、粥かゆにしようが握にぎりにしようが、今までの朝餉と変わらないし。ただやっぱり粥が食べやすいわよね。玄米の粥？　豆類は、どうすれば？　果物もそう。別々の料理にすれば簡単に美味しい料理になるけど、それでは朝から品数が多くなりすぎる。食欲のない人には、できればひと碗わんで……）

　ぱっと閃ひらめく。

「そうだ！」

　小さく声をあげて飛び起きる。珠ちゃんを起こさないように寝しん台だいを降りた。衫さんの上に衣ころもを引っかけて室を出る。

　真っ直すぐ厨ちゆう房ぼうに向かうと玄米と果物を探す。食材が保管してある石いし室むろを教えてもらっていたので、それらはすぐに見つかった。

　玄米はひと鍋なべ分を持ち出し、軽く洗って水に浸ひたした。

　石室にあった果物は、李すもも、無花果いちじく、蜜み柑かんによく似た、名前のわからない柑かん橘きつの実。それらを厨房へ持ち出し、せっせとむいて薄うす切ぎりにし、笊ざるに並べた。その笊を、火種が落ちてじんわりと温かい程度になった竈かまどの上に置く。

「よし」

　これで良いと、にんまりした。明日の朝が楽しみだった。







　翌朝は日の出前に起きた。珠ちゃんも理美と一いつ緒しよに目覚め、うんと伸のびをすると、「お散歩してくる」と告げるように理美に目配せしてから庭院にわへ出て行った。

　一人で厨房へ行くと、ちょうど如宇、蘇未、宣来の三人も欠伸あくびをしながらやってきたので、今朝の朝餉について提案した。料理が仕事の彼女たちは、常に献こん立だてには苦労しているらしく、提案した新しい献立を面おも白しろがった。そして簡単な説明だけで、提案した料理を理解し、各自で仕事を割り振ふって取りかかった。もちろん理美にも役割が振られた。

　日ひ頃ごろ、料理を仕事とする彼女たちの動きは無む駄だがなく、手て際ぎわが良い。一緒に作業をしていると、気持ちよいほどに作業の間合いがぴたりと合う。

　できあがった料理を四人で味見したが、全員で顔を見合わせ、初めての試みにしては上出来だと頷うなずきあった。

　朝餉を蓮佳の室の前まで届けるのは料理人の役割だが、如宇たちの提案で、今日は理美が運ぶことになった。料理を運ぶついでに一言「厨房で働き始めました」と蓮佳に伝え、礼を言うべきだとも助言された。

　理美は朝餉を載せた盆ぼんを手に、蓮佳の室へと向かった。

　簡単な道順を教えられ、行けばすぐわかると言われていたが、確かにすぐにわかった。蓮佳の室の方から強い煙草たばこの匂においがするから、香かおりの強い方へ向かって行けば良かったのだ。

　室の戸は閉まっていた。ぴたりと閉められた戸を前に戸と惑まどう。

（寝ていらっしゃるの？　どうすれば良いんだろう）

　きょろきょろと回かい廊ろうの左右を見回していると、侍じ女じよがのんびりと歩いてくるのが見えた。

「あの、すみません。朝あさ餉げを蓮佳様の室にお持ちしたんですけれど」

　侍女は「ああ。ご苦労様」と言いながら近づき、すこし驚おどろいた顔をした。

「あら、あなた様。蓮佳様がお連れになったお嬢じようさんが、何をしていらっしゃるんですか」

「蓮佳様にお許しをいただいて、厨房のお手伝いに立ったんです。それで朝餉を作ってお持ちしたんですが、どうすれば」

「そうなんですか？　珍めずらしいお客様ですね、朝餉を作るなんて。朝餉はいつも、わたしがこの場で受け取って室へ入れておくんです。お目覚めになったら食べられますから。でもせっかくお客様がお持ちになったんですから、あなた様が室へお持ちください」

「いいんですか？　蓮佳様の室に、家人でもないわたしが入って」

「蓮佳様は気にされません。逆にお客様がお持ちになったと聞けば、珍しがって喜ばれますよ」

「そうなんですか？」

　やはり変わっているなと、首を傾かしげる。普通は室に、家人以外を入れたがらないものなのだが。随分と、おおらかな性格なのだろう。どうぞと侍女に促うながされ、室が開かれた。

　中からむわっと煙草の匂いが溢あふれてくるので顔をしかめた。窓が閉めきられているため、出入り口からの光だけでは不ふ充じゆう分ぶんで、室内はかなり薄暗い。

　足元に気をつけながら、そろそろと入るが、いきなりぐにゃりと何かを踏ふんだ。

　びっくりして足を上げると、足元に狸たぬきだか狐きつねだかが丸まっていた。

（狸!?　狸踏んじゃった!?）

　足元の獣けものがぴくりとも動かないので、まさか踏み殺したかと青くなった。が、よくよく見るとそれは、ただの毛皮の襟えり巻まきのようだった。

（毛皮？　床ゆかになんで毛皮？　しかも夏に？）

　晩夏とはいえ、昼間は汗あせばむ暑さだ。閉めきられていた室内も、かなり蒸むし暑い。薄うす闇やみの中にぼんやり見える卓たく子しの方へ歩を進めると、一歩ごとに何かを蹴け飛とばし、何かを踏んだ。どうなっているのだろうかと思いながら進み、卓子に辿たどり着いて、ようやく薄闇に慣れた目で卓子の上が見えると肩かたが落ちた。

　卓子の上に圖ず書しよや計測器、定規、岩石、煙草盆、煙管キセル、何かの動物の髑どく髏ろまで、ありとあらゆるものがごちゃごちゃと積まれ、朝餉の器うつわを置く場所すらない有様だ。

　卓子を片づけなければ食事もできない。理美は持っていた盆を一いつ旦たん椅い子すの座面に置き、庭院に面した折り戸を開ける。

　朝の光が室内に射さしこむと、きらきらと埃ほこりが舞まった。

「うわぁ……」

　と思わず声が出た。日射しにさらされた室内は、文字通り足の踏み場がない。

　床には、春夏秋冬問わず衣類が散らばり、圖書が散らばり、測量器具らしきものが散らばっている。卓子も同様で、驚いたことに、寝台の上にも煙管、煙草盆、書類や圖書、岩石が載っている。その中央に掛かけ布ふにくるまったものがでんと鎮ちん座ざしているが、それが蓮佳だろう。

　室内は煙草の匂いが、かなりきつい。

（これじゃあ、朝餉も美味おいしくないわね）

　煙草の匂いの中で食べると繊せん細さいな香りが消える。開いた折り戸の外へ視線を向けると、軒のき下したに、石造りの卓子と椅子が据すえ付けてあるのが見えた。庭院を楽しむための趣しゆ向こうだが、これは使えそうだった。朝餉の盆を石の卓子へと移し、折り戸を全部開くと寝台へ近づく。

（侍女は朝餉を室に入れておけば、蓮佳様が目覚めたときに食べると言ってたけど、今食べてほしい。温かいうちに食べてこそ美味しいから）

　丸まっている掛布を、軽く揺ゆする。

「蓮佳様。蓮佳様」

　ううっと、掛布が呻く。

「朝餉です。温かいうちに召めし上がってください」

「……後で食べる」

　掠かすれた声が返ってきた。

（食べてすらもらえない）

　室内の様子を見るにつけ、おそらく蓮佳は様々なことに無む頓とん着ちやくな質たちなのだろうと思う。それが食にも影えい響きようし、食べたり食べなかったり、だらだらと食べたり。そんな習慣になっているのだ。習慣が染しみついた人には頭ごなしに命じても無む駄だだし、気弱に懇こん願がんしても駄目だ。

（どうしよう）

　今の理美は微び妙みような立場だ。蓮佳を怒おこらせても不ふ機き嫌げんにさせてもまずい。下手へたなことはせずに、このまま料理を置いて帰れば良いのかもしれない。そして料理は冷えていき、手をつけられないまま厨房に戻もどってくるのを待てば良いのかもしれない。

　しかし───このまま立ち去りたくなかった。

　生きるか死ぬかと怯おびえながらも祥飛と伯礼に饗きようし、彼らの心を解きほぐしたいと願った顕シエン湯タン。四し夫ふ人じんたちの美しさを彼女たち自身に知ってほしくて饗した、真ジエン宝バオ珠ヂユ。グルザリ・シャーに饗した二アー国グオ包パオ子ズ。それから花はな菓が子し、蜊リー酒ジユウ麵ミイエン、百パイ品ピン一イー皿ミン、自ズー在ザイ包パオ。それら全すべて誰だれかや何かのために作っていたが、結局は自分の居場所を得るために作っていたようなものだ。さらに作ることが誇ほこりであり、自分の存在意義だと思えたからだ。

　作ることによって何かの道が見えた。作ったものは食べてもらいたい。料理人なら当たり前の思いだ。

　──あなたは誰？

　ふっと、姉斎さい宮ぐうの声が耳に聞こえた気がした。

（斎宮様）

　皇后候補だとか毒の華はなだとかは、後から自分にくっついてきた立場だ。だから、誰と問われれば、理美の答えは一つだ。

（わたしは美味うましの宮みやです）

　蓮佳を怒らせ不機嫌にさせるかもしれないという怖こわさが、すっと引く。

　怒らせたならば、そのときに考えればいい。びくびく怯えて、せっかく工く夫ふうし、料理人たちも手をかけてくれた料理を無駄にしたくない。

　──あなたは和国の、聖せい餐さんを饗する仙せんらしいですから、あなたのやり方に興味があります。

　かつて、優やさしい食しき学がく博はか士せが口にした言葉も、ふっと心の中に浮うかぶ。その声を聞いたのが随ずい分ぶん昔のことのように思える。からかうような、励はげますようなその声こわ音ねを思い出すと、自分の務めがはっきりわかる。

　目を閉じ、心を落ち着ける。

（食べてほしい。ただ、それだけ。それがわたしの務め）




　　　二




　深くひと呼吸してから覚かく悟ごを決めて、目を開くと声をかける。

「蓮佳様。召し上がってください」

「後でと、言った」

　声に苛いら立だちが滲にじむが、かまわずさらに声をかける。

「今が一番美味しいときです。食べてください。食べた後まだ眠ねむければ、寝しん台だいに帰ってもかまいません。けれどまず、朝餉は召し上がってください」

「しつこい」

「如宇さんも蘇未さんも宣来さんも、皆みんな早起きして作ってくれたんです。今、食べてください」

「しつこい！」

　腕うでを摑つかまれ寝台に引き倒たおされ、上から押さえこまれた。蓮佳はこちらを見おろし、自分が押さえつけているにもかかわらず、仰ぎよう天てんしたように目を丸くした。

「歌か輪りんかと思えば、なぜ君だ!?」

　歌輪とは、先さき程ほどの侍女の名だろうか。しかし押さえこまれた理美はただ驚おどろいて、目をぱちくりさせ、蓮佳を見上げるしかない。

　色気のある男性に押さえこまれたように思えるのだが、相手が女と知っているので、緊きん張ちよう感かんも恐きよう怖ふもない。ただ「女にしておくのは勿もつ体たいない男ぶりだ」と思うだけ。

　落ち着いた様子の理美に、ふと蓮佳は眉まゆをひそめた。

「君は……どうした？」

　理美の雰ふん囲い気きの違ちがいに蓮佳は戸と惑まどっているようで、ゆっくりと手を離はなすと、警けい戒かいするように寝台の上で距きよ離りをとる。理美は寝台から降り、深く礼をとる。

「蓮佳様のお許しをいただいたので、今朝から厨ちゆう房ぼうで働き始めました。ありがとうございます。わたしは料理人なので、厨房に立たせてもらえることに感謝します。その感謝の気持ちもあり、朝あさ餉げをお持ちしたので食べてほしいんです」

　蓮佳は訝いぶかしげに理美を見つめていたが、ふんと小さく鼻を鳴らす。

「ああ、そうか。わかった。言いたいことがそれだけなら、さがれ。朝餉は後で食べる」

　掛布を引き寄せる蓮佳の手を、軽く押さえた。

「お待ちください。今食べてほしいんです」

　蓮佳は動きを止めた。その目が不機嫌そうな色を見せる。

「わたしに命令か？　なかなか度胸のある娘むすめだな」

「命令ではありません。お願いです。今朝の朝餉は温かいうちに食べるのが一番美味しいんです。せっかく皆が作ってくれた料理なので、美味しいうちに召し上がっていただきたいんです」

　眉をひそめた蓮佳を見て、まずいと思った。機嫌を損そこなったかもしれない。しかし引く気はなかった。

「わたしを工こう部ぶ侍じ郎ろうと知って、萎い縮しゆくもせずそんな口をきくとはな。官かん吏りを見慣れているか？」

　鋭するどい言葉にどきりとするが、手を引っ込めることなく首を横に振ふる。

「偉えらい官吏の方であろうと、ただ人であろうと神であろうと、関係ありません。わたしは、ただ食を饗する者です。そのように振る舞うだけです。それが務めです」

　視線が絡からみ合う。理美は目をそらさなかった。

　見つめ合う二人の間に、微かすかな緊張の糸が張る。

　ふと、薄うすく蓮佳が笑った。

「食を饗する者か。妙なことを言う」

　寝台から足を下ろし、立ちあがる。

「いいよ。わかった。食べようじゃないか、君の運んできた朝餉」

　衫さんの上に臙えん脂じ色いろの衣ころもを引っかけ、立ちあがった蓮佳は理美をふり返る。

「しかし叩たたき起こされて、わたし一人で朝餉を食べるのもつまらない。同席しろ、君……名がないのは、不便だな」

「名なら厨房でもらいました。照です。皆、照照と呼んでくれます」

　蓮佳は噴ふき出す。

「厨房で名を拾ったか。なかなか面おも白しろいな。では照照、来い。食べるぞ」

　そう言ってさっさと庭院にわへと出て行くので、彼女について外へ出た。

　石の卓たく子しには、理美が運んできた湯タンを入れる蓋ふた付つきの大きな器うつわが置かれている。蓮佳は椅い子すに座ると同時に蓋を開き、中を覗のぞきこんで首を傾かしげる。

「粥かゆか？　にしては、米がさほどふやけてないな」

　蓮佳が匙さじを手にする。大きな器を抱かかえ込んで食べるつもりらしいと察し、理美は慌あわててとりわけ用の碗わんと杓しやくを引き寄せた。

「とりわけいたします」

　蓋付きの器から杓ですくったのは、すこし強い粥。米の形がさほど崩くずれておらず、なおかつ刻まれた豆類、小さな珠たまのような、とりどりの鮮あざやかな色の小さな粒つぶが混じっていた。

　すくうと、甘い蜂はち蜜みつの香かおりが立つ。

　碗を前にして蓮佳は首を傾げた。

「これは粥なのか。甘い香りがする」

「甘いお粥にしました。蓮佳様はお菓か子しをよく召めし上がると聞いたので、如宇さんたちと相談して、甘い方が食が進むかと思って」

「ふぅん。まあね。甘いのは好きだけれど」

　蓮佳は粥を口に運ぶ。一口食べて眉根を寄せる。さらに二口、三口と食べて、卓子を挟はさんで正面に立つ理美を見た。

「この米は何だ？　何か香こうばしい。米の他ほかにも豆類が刻んで混ぜてあるのはわかる。しかしこの鮮やかな色のものは何だ？　香りが良い。酸味もあるが、ほの甘い」

「玄げん米まいを長時間水に浸ひたして柔やわらかくして、その後に鉄てつ鍋なべで煎いりました。それを粥のように煮にて、蜂蜜で味をつけています。豆類は二種。これも煎って香りを良くして刻んで混ぜました。色鮮やかなのは果物です。薄切りにして竈かまどの上で一晩乾かん燥そうさせて、半生になったものを刻んで混ぜています。果物は李すもも、無花果いちじく、蜜み柑かんに似た南方の果物三種類です」

　普ふ通つうに炊たきあげれば固い玄米を、加熱の工程を増やすことで柔らかくした。しかもそれによって香ばしさが加わる。それを蜂蜜で煮て、刻んだ半乾燥の果物を混ぜて甘みと酸味と香りを加え、さらに食感と香ばしさを増すために、煎った豆類を刻んで混ぜた。

　かつて朱西が、祥飛のために考えた完かん璧ぺきな朝餉の材料と、ほぼ同じ。しかもひと碗で食べられる形にまとめ、朝は食欲のない蓮佳でも食べやすくしたのだ。

　甘い粥だが、玄米のほどよい弾だん力りよくと豆類の食感で、口の中にまとわりつかない。甘さも蜂蜜の甘さで、なおかつ一晩乾燥させた果物の、まろやかになった酸味と香りが加わるのでくどくはない。

　もう一匙口に運び、蓮佳は頷うなずく。

「うん。美味おいしい」

　ほわっと笑えた。

（嬉うれしい）

　生活習慣が、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで変わるはずはない。毎日の積み重ねで朝餉を食べる習慣に変えていく必要はあるのだが、まず今朝はその一歩。

　一歩目を踏ふみ外したら、二歩目は踏み出せない。

　しかし一歩目が上手うまく踏み出せたら、それは良い記き憶おくになる。朝起きて朝餉を口にするのが素す敵てきなことだと、心がわずかでも感じ取ってくれれば良いのだ。それが、二歩目三歩目に繫つながり、習慣を変えるための根幹になるのだから。

「これはなんという料理だ？」

「醒シン甘ガン粥チユウです」

　朝に目覚めるための甘いお粥であると同時に、蓮佳の習慣を変えるための目覚めたることを願って名をつけた。

　蓮佳は顔をあげて、自分の前を指さす。

「君も座って食べろ。照照」

　固辞するのもどうかと思い、言われるがままに座って碗に醒甘粥を注ぐ。口に入れると、爽さわやかな甘さと豆と玄米の香ばしさが混じりあい、良い出来だ。

（如宇さんが、玄米を煎るのをすごく丹たん念ねんにしてくれたおかげで、この香ばしさが出たんだ。豆の刻みの具合が、絶ぜつ妙みよう。蘇未さんが、豆の種類によって刻む大きさを変えてくれたから食感が楽しい。宣来さんが、蓮佳様は甘めがお好きだって教えてくれたから、ちょっと甘めにして良かった。きっと好みに合ったんだ）

　蓮佳はひと碗を平らげると、理美に空の碗を突つき出す。

「もう半分ほど、食べたい」

「あ、はい！」

　喜んで碗に醒甘粥を注ぐと、蓮佳は今度は、ゆっくりと味わうように口に運びつつ、庭院の木々に目を向ける。髪かみもまとめず、衫の上に衣を羽織っただけという起き抜ぬけのだらしない姿でも、彼女は背筋が伸のびていて凜り々りしさが漂ただよう。

「久しぶりに、朝餉を食べている気がするな。君はなかなか、良い料理人のようだ。いっそこのまま君を料理人照照として、雇やとってやってもかまわない」

　咄とつ嗟さに「それは困る」と思ったが、同時に「それもいいかも」とも思った。

　理美の存在が考仁や崑国にとって不都合な場合は、ここで料理人として生しよう涯がい過ごせば八方丸くおさまるのではないか。しかも蓮佳は、理美を良い料理人だと言ってくれた。そう認めてもらえることが嬉しかったし、雇ってやると言われたことも嬉しい。

　料理人として生きる方が、皇后になるよりも性しように合っているはず。

「わたしは、生まれも育ちも良い人間ではないからな。人それぞれ、隠かくしておきたい事情があるだろうと、わかっているつもりだ」

　蓮佳は理美に視線を戻もどす。

「どうだ？　君にとってそれが都合が良いなら、そうしては」

　脳のう裏りに浮うかんだのは、祥飛のことだった。

（この提案を受ける方が良いかもしれない。けれどせめて陛下には無事を知らせなければ。陛下はお優やさしい。わたしがどうなってしまったかを、ずっと気に病やんでしまうから）

　文ふみを書いて、「わたしは、ある場所で幸せに生きることにしました」と知らせれば、とりあえず無事を知らせることはできる。しかし文を受け取った祥飛は酷ひどく哀かなしむはず。見捨てられたように感じるかもしれない。彼は愛情に対して、常に不安を抱いだいて怖こわがっている。そんな彼と文一つで決別するのは、崑国のためだとしても酷すぎる。

「お申し出はとても嬉しいです。できるならばここで料理人照照として仕事をしたいです。名も照に変えても全然かまいません。そもそもわたしの名なんて一度変わったものだから、二度変わっても同じだと思うので。でもやっぱり……帰らなければいけないんです。一いつ旦たん帰ってしまえば、料理人として働くことは、できなくなるかもしれないです。でも帰らないと」

「君が、帰らなければならない理由はなんだ？　それこそが君が名乗れない理由だろう」

「はい。とても大切な理由なんです。理由そのものが、わたしの居場所なんです。だから、何も訊きかずにここから解放してほしいんです」

　真っ正面から蓮佳を見つめた、そのときだった。

「相変わらず、だらしないのですね。蓮佳」

　落ち着いた女の声が、表門の方へと続く小こ路みちから聞こえた。理美も蓮佳も同時にそちらへ目を向けると、小路を辿たどり、背後に侍じ女じよを従えた女性がやってくる。四十歳に手が届くか届かないか。やわらかな面おも差ざしの女性だ。侍女を従えていることから、身分ある人だとわかる。

　彼女は、優しく微笑ほほえみながら近づいてくる。

　蓮佳は席を立って礼をとった。理美も蓮佳に倣ならう。女性は二人の近くへ来ると、

「おはよう。お久しぶりね蓮佳。連れん絡らくもなく迷めい惑わくでした？」

　と、にこやかに告げた。

「迷惑ではありません。しかし、どうしましたか。あなたが来られるなんて。珍めずらしい」

「あなたがずっと地方巡めぐりで留守だから、訪ねようとしても会えなかったんじゃないですか？　休きゆう暇かでお屋や敷しきにいると聞いたから来たのよ。しかもあなた、吏り部ぶ尚しよう書しよの候補者として名が挙がっていると夫から聞いたわ。打だ診しんが来ているのじゃない？」

「ええ、来てますよ」

　事もなげに答えたが、理美はかなり驚おどろいた。吏部尚書といえば利範や景有が、皇こう帝てい派と鳳家派どちらかに傾かたむいた極きよく端たんな人選はできないと、候補者選定に頭を悩なやませていた件だ。その候補が蓮佳に決まったということらしい。

「でも、それにお返事をしていないのね。夫が気を揉もんでいるようで、わたしがあなたに会いに行くと言ったら、どうするつもりか訊いてこいと言われたわ」

　多少迷惑そうな女性に、蓮佳は肩かたをすくめた。

「ご苦労なことですね。そのために、わたしの顔なんか見に来たのですか？」

「夫に頼たのまれたことは、ついでです。今日は……、以前から、蓮佳に話しておくべきだったことを話そうと思って来たんです。座って二人とも。わたしも座らせてもらいますから」

　促うながされた蓮佳と理美は席に着く。女性も空いた席に座ると、連れて来た侍女に「さがりなさい」と命じた。侍女が去ると、彼女はくつろいだ表情になった。

「こんな遅おそい時間に朝あさ餉げ？　しかもそんな格好で。だらしないのは昔から変わらないですね。父君が嘆なげいたわけね。蓮佳は、あのだらしなささえなければ、もっと尊敬されるだろうって」

「では、良かった。わたしは尊敬してもらおうなんて、これっぽっちも考えていないから。別に問題にはならないわけだ」

「あら、言うのね。どう思いますか？　この人の屁へ理り屈くつ」

　突とつ然ぜん話を振ふられ、理美は緊きん張ちようした。

「え、いえ。その……まあ。立派な屁理屈を、おコネになっていらっしゃるとは」

「おコネ？」

　言い回しがおかしかったのか、女性はひとしきり笑って理美に微笑みかける。

「ごめんなさい、突然にお邪じや魔まして。この方はどなた？　紹しよう介かいして頂ちよう戴だい、蓮佳」

「ああ。この娘むすめは、料理人の照照です」

「料理人？」

　女性は「そうは見えない」と言いたげに、理美の上から下まで眺ながめた。蓮佳は堂々と「ええ。料理人です」と言いきった。

（どなただろう、この方）

　目をぱちくりさせて、理美は突然の訪問者と向き合うしかない。その戸と惑まどった様子に、蓮佳がようやく気がついてくれる。

「照照。この方は陽英香様と仰おつしやる。陽夫人とお呼びすればいい」

　陽夫人。どこかで聞いた名だ。すると笑えみを深くし、彼女は名乗った。

「陽英香です。宰さい相しようを務める周考仁の妻です」

　理美は息を吞のむ。

（陽夫人！　周宰相の奥方で、朱西様の育てのお母様！）
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　朱西の口から聞いたことのある、育ての母の陽夫人というのがこの人なのだ。

（書を丁てい寧ねいに教えてもらったと、朱西様は話していらした）

　優しげな瞳ひとみと落ち着きが、食しき学がく博はか士せだった頃ころの朱西に似ている。血は繫つながらないはずなのに雰ふん囲い気きが似ていると思うのは、朱西が育ての母に強い影えい響きようを受けたためだろう。それは陽夫人が朱西を心から慈いつくしみ、育てたからに違ちがいない。

　しかし彼女は、朱西の育ての母であると同時に考仁の妻だ。理美は我知らず緊張した。もし理美の正体が彼女に知られれば、大変なことになる。

　そもそもどうして、蓮佳の屋敷に考仁の妻が訪ねてくるのか。

「あ、あの。蓮佳様とはどういったご関係ですか」

　怯おびえを気取られないようにさりげなく問う。

「わたしの父は陽司し備びといってね、陽老師と呼ばれた人だったのです。優ゆう秀しゆうな若者がうちの屋敷に書生として寄宿して、父は書生たちに学問を教えて登とう用よう試しに挑いどませていたの。夫の考仁もその中にいたし、蓮佳も夫と同時期に書生としてお屋敷にいたので」

「え？　同時期ですか？」

　蓮佳は考仁よりも十歳ほど若く見える。同時期に書生となるには、無理がある。登用試に挑むなら十代後半だ。蓮佳が同時期に書生をしていたとなると、十歳前後だろうか。

　粥かゆを口に運びながら蓮佳が口を開く。

「わたしは特とく殊しゆだ。父母が亡なくなり身寄りもなく、飢うえて死にかけていたところを陽老師に拾われたんだ。たまたま学問ができたから、そのまま書生になっただけだ」

「蓮佳は当時十歳くらいだったかしら？　にもかかわらず、書生の中でも優秀だった夫の考仁や青修様に学問では引けをとらなかったから、特殊な人ですよ。学問のみならず闘とう棋ぎも強くて、並みいる書生たちを次々に負かしていたのよ」

　十歳前後で、登用試に挑む書生たちと肩を並べていたのなら、とんでもない子どもだ。しかも驚いたことに蓮佳は、考仁と青修、さらに陽夫人とも旧知なのだ。理美は、考仁とあまりにも深い関かかわりのある人物に保護されているのだ。その事実にぞっとした。

　料理人照照などと騙かたっていても、はたしていつまで素す性じようを知られずに済むだろうか。

「闘棋は、考仁が一番強かったけれどね。青修も、あれだけは考仁に敵かなわないとこぼしてた」

　蓮佳の言葉に、陽夫人の表情が暗くなる。それに気がついたらしい蓮佳は片かた眉まゆをあげた。

「どうしました、英香」

「昔は、あんなに幸せだったのに。どうしてなのかしら」

　陽夫人は声を落とす。

「さっきも言いましたが、聞いてほしいことがあって来ました。あなたが吏部尚書の候補になったのなら、就任すれば様々なことに巻きこまれるでしょう。その前に、急ぐべきだと」

　そこでちらりと、陽夫人は理美を見やった。話を聞かれるのを躊躇ためらう様子だったので、理美は席を立とうと腰こしを浮かしかけた。すると、

「かまわないだろう。照照、ここにおいで。いいでしょう英香」

　と蓮佳が押しとどめた。「でも」と、理美の方が遠えん慮りよして陽夫人に目を向けると、彼女は小さく溜ため息いきをつく。

「かまいません。彼のことは、もう周知でしょうから」

　許しを得て、理美は再び腰を下ろす。なんの話が始まるのかわからないが、彼女は考仁の妻だ。考仁から逃にげ隠かくれしている理美には、妻からもたらされる情報は役に立つかもしれない。

「蓮佳は、わたしと考仁の間に息むす子こがいるのは知っていましたね」

（朱西様のことだ）

　どきりとした。緊張しながら陽夫人と蓮佳を見比べた。

「お目にかかったことはないが、今きん上じようが皇太子であった頃から、遊び相手として宮城に出入りしていた優秀な子と。侍中として陛下に仕えていたと記き憶おくしてましたが」

　言葉を切り、蓮佳は冷めた目を陽夫人に向ける。

「今は鳳家当主になったと聞いています。彼は青修の実子だったと。どうしてそんなことになっているのか、わたしは何も知らされていなかったから驚きました。その辺りのことを教えてくれるおつもりで来たんですか」

　言葉は丁寧だったが、蓮佳の声こわ音ねには責める響ひびきがあった。それを感じたのか、陽夫人は蓮佳から目をそらす。

「十六年前。考仁が外で作った子を突然周家に連れてきて、その子を育てよと命じられました。ただわたしは子どもができなかったから、なさぬ仲だとしても、子どもを持てたことが嬉うれしかったのよ。その子はとても賢かしこくて可愛かわいらしかったから、本当に良い子が持てたと思いました。だから、考仁の言うとおりに実子として育てた。でも」

　ふいに、陽夫人は声を詰つまらせた。呼吸がままならないような苦しい顔をする。

「でも、彼が十二、三歳を過ぎた頃から、どんどんそっくりになってきたのよ……青修様に。そこでやっと考仁が、噓うそをついたのだと気がついた」

　青修は先代皇こう帝ていと帝位を争ったが、結局は出しゆつ奔ぽんして行方ゆくえ知れずになったと聞いていた。

　育てていた子が、当時の皇帝の政敵だった人物の子と気がつき、陽夫人はどれほど驚おどろいただろうか。しかもその子を連れて来たのが、皇帝の最も近くに仕える宰相なのだから。

（この方は、どれほど混乱したかしら。きっと恐こわかったはず、とても）

　素性が知られればその子の身が危あやうい。その子を育てていた自分も考仁も、糾きゆう弾だんされかねない。

「彼は青修様の子に違いなかった。十七歳を過ぎると、もう言い訳もつかないほど似てきた」

　蓮佳の目が冷ややかになる。

「以前わたしは考仁に、出奔した青修の行方を尋たずねたことがあります。考仁なら知っているかもしれないと思ってね。しかし彼は、青修の居所はわからないと言った。しかし実は知っていたということだ。しかも青修の子を実子として引き取った。そういうことですね」

　言葉に押しつけられたように、陽夫人は俯うつむく。

「なぜもっと早く、教えてくれなかったんです」

「皇帝が代だい替がわりした。鳳家の勢力も衰おとろえている。このまま誰だれも、彼と青修様が似ていることに気がつかず、何事もなく、時が過ぎる可能性もあったからよ」

「鳳寧ねい孫そんはまだ生きている。寧孫が気づかないはずはない。わたしだって会えば気づいたはず」

　決めつけられた陽夫人は、首を左右に振ふる。

「あなたが真相を知っても、問題はありませんでした。問題は鳳寧孫だけ。けれど寧孫は官職を退き、宮城に来ることはなかった。仮に寧孫から出生を知らされたとしても、彼は周家の嫡ちやく子しとして振る舞まってくれると思っていました。陛下への忠誠心は疑いないと」

「なぜ、それほど信じられたんですか」

「考仁は、彼が官かん吏りになるための教育は怠おこたらなかったし、幼い頃から将来陛下の手足となって活かつ躍やくするための道を拓ひらいた。陛下の遊び相手にさせたのも、そのためだった。考仁は彼を慈しんでいました。それは彼も感じていたはずです。その父と敵対する道を取るはずはない。そう信じました」

　ようやく陽夫人は顔をあげ、訴うつたえる目で蓮佳を見つめる。

「けれど彼は自分が考仁の実子と信じていたから、出生を知って動どう揺ようしたのは間違いない。わたしも教えなかった。それを後こう悔かいしています。動揺のあまりに鳳家の主あるじとなる道を選んだように思います。考仁とわたしを信じられなくなったのです、きっと」

　おもむろに立ちあがると、蓮佳は考えを巡めぐらすように腕うで組ぐみして庭木の方へ視線を向ける。

「英香は今、彼も感じていたと言ったが。はたして彼が何を感じていたのかが問題だ。彼の決断は、動揺だけでは片づけられない。考仁が何を思って青修の子を育てたのかわからないが、わたしには……親友の子を慈しみ育てるような、美しい話には思えない」

　意外なことを言われたかのように、陽夫人は目を見開く。

「青修は一点の曇くもりもなく、考仁を親友として敬愛していた。しかし考仁はどうだったか。あなたのこともある」

　告げられた陽夫人は、きつく目を閉じた。

「わたしは、考仁の妻になったのです」

「ええ。結果的に」

　卓たく子しに重ねて置かれていた陽夫人の手が小刻みに震ふるえ出す。冷ややかな視線を向ける蓮佳と陽夫人を見比べて、理美は咄とつ嗟さに陽夫人の手に自分の手を重ねた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　お茶を」

　彼女は小さく首を横に振り、無理に微笑ほほえんで「ありがとう」と言ってくれた。その無む理り矢や理りの微笑みを見て、この人は優やさしい人だと思った。この場に居合わせてしまった理美の気き遣づかいに感謝し、理美が不快にならないために必死に対応してくれた。ずきんと、胸が痛む。

「朱西様を愛していらっしゃるんですね」

　小さく「ええ」と、陽夫人は答えた。

「夫の考仁も、わたしと同じです。親友の子ですもの。なぜ、わたしにまで事実を教えてくれなかったのか、わからない。けれど考仁も彼を愛していたはず。ただ愛情らしい愛情を見せたことはなかったけれど……。一度だけ幼かったあの子に、菓か子しを与あたえたことがあるの。南小三国の土産みやげ物という焼き菓子で。あの子はそれを本当に嬉しそうに受け取って、喜んで……。もうおよしなさいと言ったのに、たくさん食べて……夜食が食べられないと……」

　声は先細りして、空に散るように消えてしまう。自信を失ったように。

　なぜ陽夫人が蓮佳を訪ねて来たのか、その思いが理美にはわかった。彼女は考仁とも青修とも親しかった蓮佳に、助けを求めに来たに違ちがいない。慈いつくしみ育てた朱西と自分の夫が敵対している現状が苦しくて、どうにかできないのかと悩なやみ、やってきたのだ。

　蓮佳は淡たん々たんと答える。

「慈しみですか？　しかし考仁が本当のところ、青修に対してどんな思いを抱いだいていたか、ひいては何を思って青修の子を育てたか、わかりません。しかし子どもは敏びん感かんに、大人の心を察するものだ。子どもだった彼は、考仁の中に何を感じていたか」

（陽夫人が言うように、周宰相には朱西様に対する愛があったの？　それともそんなものは欠片かけらもなくて、だから朱西様があんなふうに決断を？）

　儀ぎ山さん郷ごうの天てん神じん廟びようで、朱西が口にした言葉が思い出された。

『二十年の間周考仁に謀はかられ続け、陛下に仕えることが自分の役目だと信じていました。けれど自分の出生を知り、自分がどれほど間ま抜ぬけに操あやつられていたかを悟さとると、全すべてが虚むなしくなりました』

　雨音が続く中で、彼はそう言ったのだ。そして、

『周考仁に握にぎりつぶされてきた別の人生を手に入れることこそ、己おのれに与えられた運命を楽しむことだと気がつきました。そうすれば俺は、この虚しさを消せるかもしれません』

　とも言った。

（朱西様が鳳家の主となる決断をしたのは、単純な理由からじゃない。幾いくつもの理由が重なって、決断したに違いない。けれどその中の大きな理由の一つは、間違いなく周宰さい相しようとの関係）

　それは疑いようがない。

　いつのまにか陽夫人の瞳ひとみは潤うるんでいたが、冷静さを取り戻もどそうとするように何度か深呼吸し、両手を膝ひざの上に揃そろえると静かに口を開く。

「そうね、蓮佳。考仁の中に青修様と……その子に対するなんらかの思いは、あり続けたかもしれない。きっとそれが、彼と考仁の間で大きなわだかまりになった。けれど考仁が、彼を大切に育てたことに違いはない。そこに慈しみがなかったとは、わたしには思えない。もし考仁との間にあるわだかまりがとければ、彼の心も変わるかもしれない」

　つと、陽夫人の頰ほおに涙なみだが一筋流れた。それに彼女自身気がついていないのか、硬かたい表情で蓮佳を見つめている。長い溜息をつくと蓮佳は再び腰こしを下ろし、身を乗り出して陽夫人の頰に流れる涙を指で軽く拭ぬぐう。はっとしたように、陽夫人は頰に手を当て顔を背けた。

「あなたは、わたしに聞いてほしいことがあると言った。それは要するに、失った子どもを取り戻したいんだな、英香」

　陽夫人は苦しげに顔を歪ゆがめた。

「まったく愚おろかです。子を取り戻したいなどと、子に依い存ぞんする愚かな母の見本のようです」

　自分を嫌けん悪おするように、自ら糾弾する。

「彼の決断は、彼のもの。育ての親と子とて、それを承知で敵対するなら致いたし方なし。そう割り切って彼を敵とするのが正しいのです。理解しています。けれど愚かにも、わたしは……彼と夫が争う姿を見たくないと思うのです。苦しいのです」

　取り戻したいという陽夫人の願いが、理美の胸に響ひびく。

（わたしも……取り戻したい）

　食しき学がく堂どうの中で朱西と向かい合い、静かに書き物をしていた時間や、朱西が祥飛に妙みような料理を振る舞い、祥飛が苦情を言い丈鉄が茶ちや化かす様子を、傍かたわらで見ている時間。

（もし取り戻せるなら）

　朱西が鳳家当主になることを決断した要因の一つは、間違いなく考仁との関係だ。だとしたら陽夫人の言葉通り、朱西と考仁の間にあるわだかまりさえとけてなくなれば、朱西が鳳家当主であり続ける信念を、ぐらつかせることができるかもしれない。

　ただしそれの絶対条件は、考仁の中に朱西に対する愛情があることだ。憎ぞう悪おだけならば、どうしようもない。ただ陽夫人は、考仁に慈しみの心があったと信じている様子だ。

（けれど、本当にそんな慈しみの心が周宰相にあったの？）

　理美は素す直なおに、陽夫人のようには考えられなかった。考仁に慈しみがあったとしたら、朱西は自らの出生がどうあれ、自分の人生に虚しさを感じなかっただろうと思える。しかし。

（陽夫人は、周宰相と朱西様とで家族として過ごしてきた。その十数年間で感じ取れることはあるはず。陽夫人が信じているなら、可能性はあるのかもしれない。取り戻せる可能性がわずかでもあるなら、わたしは）

　蓮佳は陽夫人を冷ややかに見つめる。その目には同情とも軽けい蔑べつともつかない、複雑な色が浮うかんでいた。

「書生たちの憧あこがれの華はなだったのにな、あなた。なんでこんなところで泣いているんだろうな」

　憂ゆう鬱うつげに呟つぶやいた後、声の調子を改めた。

「しかし英香。考仁と鳳家当主のことは、わたしには何もできないことだ」

　陽夫人は頷うなずき、暫しばらくしてから平淡な落ち着いた声で答える。

「ええ。きっと、そうなのでしょう。そう言われることも、わかっていました。ただあなたには、伝えておかなければならないと思っていたのです。あなたは書生たちの中では唯ゆい一いつ、考仁と青修様と対等でいられる、二人の親友であったから」

「言っておきますが、かつてわたしは考仁と青修を親友と言えた。しかし今は、そうとは言えない。陽老師のもとを離はなれてから、それぞれ歩む道があり、そしてその歩みの中で皆みなそれぞれに変わっていったのだから」
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　表情を変えない蓮佳の横顔を、理美は複雑な思いで見つめた。

　考仁はなぜ、凡ぼん庸ようと言われていた先代皇こう帝ていの宰相となったのだろうか。しかも出しゆつ奔ぽんした青修の居所を知りながら隠かくし続けていた。親友であった青修を、考仁は何かのきっかけで見限ったのだろうか。だとしてもなぜ、その子であった朱西を官かん吏りとするべく育てたのか。

（蓮佳様にはその理由が、わかるんだろうか）

　横顔からは何の感情も読み取れない。風が吹ふき庭木を揺ゆらすと、木の葉の隙すき間まを通る陽ひの光が乱れて、ちらちらと庭院にわ全体が揺らめくような錯さつ覚かくを覚えた。

「お話は聞いた。今も言ったように、わたしには何もできないし、するつもりもないが、お屋や敷しきに帰ったら考仁に伝言をお願いします。吏部尚しよう書しよ就任の件は、直接会って話したいと。宰相として参られよ、と。わたしも工こう部ぶ侍じ郎ろうとしてお目にかかる」

　蓮佳の言葉に、淡々と陽夫人は応こたえた。

「わかりました。考仁に申し伝えましょう。呂蓮佳」
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　野の駆がけ用の丈たけの短い衣ころもと、膝まで覆おおう長い革かわ沓ぐつを身につけて、朱西は私室から歩ほ廊ろうに出た。そこで笑いを刻んだ白い仮面の男と鉢はち合あわせた。数年にわたり鳳家に協力しているものの、未いまだ素す性じようの知れぬ男、熒けい惑こくだ。朱西は足を止めた。

「ちょうど良かった。鳳家ご当主。あなたを訪ねようと思っていたのですよ。見せたいものがありましてね」

「見せたいもの？　なんですか」

「これです」

　熒惑が袂たもとを探さぐって取り出したのは一枚の文ふみだ。それを受け取り広げた朱西は、文面に目を通した。それは考仁から兵へい部ぶ尚書にあてられた文だ。『例の計画の進しん捗ちよくはどうか。また至急の連れん絡らくを求む』といった内容だった。朱西は無表情に文を読みながら問う。

「これを何処どこで手に入れましたか。誰だれが見つけました？」

「兵部尚書の執しつ務む室から出た屑くず物ものの中に、あったようです。働いてくれる者の身の安全のために、誰が見つけたとは教えられませんが。周考仁の取り次ぎ係をしている少年が秘密の使いを頼たのまれたと、話していたらしいですよ」

　ふざけた笑いがはりついた仮面の奥から、熒惑がくぐもった声で問う。

「これは兵部尚書が密ひそかに周考仁と繫つながり、皇帝派へ鞍くら替がえしようとしているのですかね？　兵部尚書を問い詰つめる必要がありませんか？　ご当主」

　くすっと朱西は笑った。

「どうされた？　何がおかしいのですか」

「いえ、あの人らしいやり方だと思って。これに関しては、何もする必要はありません」

　皮肉げに言うと、文をたたんで懐ふところに入れた。熒惑が不ふ審しんげに首を揺らす。

「どういう意味ですか。何もする必要がない？　兵部尚書の裏切りの可能性を知りながら」

　すると朱西は笑え顔がおのまま、目に冷たい色を見せた。

「あなたは、俺を愚か者だと思っていますか？　それとも本気で言っているのですか？　あなたがもし気がついていないなら、あなたが愚か者ということだ。いくら宮城内の情報を早く的確に摑つかむことができる者でも、鳳家の協力者に愚か者は必要ありません」

　笑顔のままで朱西は熒惑を見つめる。

（さあ、どちらだ？）

　鳳寧孫は数年来、熒惑の助言を受け策を巡めぐらしていたので、彼を信しん頼らいしているらしい。しかし朱西は、この得体のしれない男に危険なものを感じ取っていた。仮面が象しよう徴ちようする真意の見えなさが不ふ穏おんだ。真意を隠したがる者は、何かしらやましいのだ。

　仮面の下で、熒惑がくすくす笑い出す。

「手厳しいですね。ご当主」

「当然のことです。用はそれだけですか？　俺はこれから外出します」

「おや、どなたとご一いつ緒しよに？　良からぬ者と遊んでいませんか？」

　含ふくみのある言葉だ。朱西は警けい戒かいしながら問う。

「どういう意味ですか？」

「役に立つ者はなんでも利用すれば良いだけのことです。どうぞ。行ってらっしゃいませ」

　深々と優ゆう雅がに礼をとる熒惑の傍らを抜ぬけ、左右にざわざわと鳴る竹林の音を聞きながら歩廊を歩み出す。

（熒惑。いったい、何が目的だ）

　今は大切なときだ。地方官吏を庇かばった皇帝への不満が燻くすぶっているうちに、鳳家に帝位をと望む官吏たちをまとめ、次の一手───最後の手を打つ。

　しかしそれには、あと一押しが必要。あと一押しがあれば、それが手を打つ機だ。

（その一押しが来るまでは焦あせってはならない。一押しが来るときこそが機が熟すとき。その一押しの前に理美を見つけられるか？　そもそも理美の発見がそこまで遅おくれれば、今生きていたとしても結局手遅れになりかねないが）

　丈鉄は柳幹を監かん視ししながらも彼を油断させるため、柳幹の隠れ家を何なん軒げんも朱西とともに巡った。見けん当とう違ちがいな場所を捜さがしていると踏ふんだ柳幹は、動いた。安寧近きん郊こうの甫ほ牧ぼくという邑むらへと向かったという。追つい跡せきが露ろ見けんする恐おそれから、丈鉄はそこまでしか突つき止められなかった。

　しかしそれは重要な手がかりだった。

　甫牧邑は周家の所領ではないが、朱西には、甫牧という邑の名に覚えがあったのだ。

　甫牧は陽夫人の父で、考仁の師でもあった、陽老師が住んでいた場所。

　朱西が幼かった頃ころ、陽夫人の口から甫牧という名を何度か聞いたことがある。甫牧邑に何かがあるはずだと、丈鉄に調査を頼んだ。

　丈鉄は甫牧邑で廃はい屋おくとなった陽老師の屋敷を探し当てたが、そこに理美の姿はなかった。

　その後の柳幹は、何かを探す仕事を命じられたらしい。監禁している理美を世話する、あるいは始末するために、決まった場所へ頻ひん繁ぱんに通うような様子がない。

（何かがおかしい）

　そもそも甫牧邑に何もなかったのが、おかしい。考仁に縁ゆかりの場所であり、なおかつ人に忘れられた廃屋があるとなれば監禁にはもってこいだ。

　もう一度、朱西自身が陽老師の屋敷跡あとを調べる必要があった。

　今日の朝、丈鉄とともに甫牧邑へ向かう手はずになっていた。廏うまやへ行くと「気分転てん換かんに野駆けに出る」と廏番に告げ、青毛の俊しゆん敏びんな馬を借り受けて、甫牧邑まで駆けた。

　安寧を出て山道へ上る入り口辺りには、丈鉄が待っていた。彼も馬に乗っており、駆けてくる朱西を認めると馬の腹を蹴けり、先駆けて陽老師の屋敷へと案内してくれた。

「言っておくが、理美はいないぜ！」

　青々とした穂ほを揺らす麦畑が、二人が駆ける畦あぜ道みちの左右に広がっていた。先駆けながらふり向いて、丈鉄が叫さけぶ。朱西も大声で答えた。

「承知している」

「じゃあ、なんで行く」

「そこにいないはずは、ないからだ」

　暫しばらく走ると前方に森が現れた。森に取り込まれるように、屋敷の塀へいと屋根が見える。門前まで来ると二人は馬を下り、手た綱づなを引いて門を潜くぐり庭院へと入り込んだ。

「何者かが出入りした痕こん跡せきはないのか？」

　伸のび放題の庭木や足元の雑草を見回しながら問うと、丈鉄は少し離れた場所の地面を指さす。

「草が邪じや魔まして見えにくいが、馬の足跡と人の足跡が複数、草の根もとには残っていた。ただ理美はいなかった。屋敷の中をくまなく捜して、隠し部屋や地下室がないかも探ったがな」

　馬を庭木の幹に繫ぐと、二人は廃屋の中へ入った。

　調度品はほとんど残されていない。いくつかの室内に、簡素な寝しん台だいと卓たく子しが埃ほこりを被かぶって置いてけぼりにされているくらいだ。所々屋根に穴が空き、そこから真っ直すぐ光が落ちて、石いし床ゆかを丸く照らしている。静かなものだ。石床の一部の埃が踏み荒あらされた痕跡はあった。痕跡は、建物に囲まれた中央の庭院にわへ向かっている。そこには石造りの圖ず書しよ庫こらしき建物があった。

「あの中は？」

　指さすと、丈鉄は眉まゆ尻じりを下げた。

「監禁にはぴったりの場所だから俺も期待したんだが。鎖くさりと足あし枷かせはあったが、理美の姿はない」

「足枷？」

　そんなものがあるのは普ふ通つうではない。急ぎ足で石造りの圖書庫へ向かう。

　戸を引き開けると、甘く熟した果物の香かおりが強く香った。確かに圖書庫だったらしく、作り付けの書しよ架かが残っている。その柱の一本に鎖が巻きつけられ、先せん端たんに足枷があった。周囲には掛かけ布ふが一枚落ちている。よく見ると書架の棚たなに、なぜか蟠ばん桃とうが並んでいる。

　石床に跪ひざまずき、鎖と足枷を手に取った。鎖が固定されている柱にも目をやる。

「随ずい分ぶん古いな。これは一、二年のうちにつけられたんじゃない。柱に固定された部分に錆さびが浮ういて固まっているのを見ると、三十年以上経たっていそうだ。この屋や敷しきにまだ人がいた頃に設置されたみたいだな」

「ここは、陽老師の屋敷だったんだろう？　なんで鎖が必要なんだ、朱西」

「大勢の書生がいたらしいからな。目に余る行いがあると、罰ばつを与あたえられたのかもしれないが」

　鎖の近くに食べかけの蟠桃が転がっていた。齧かじった跡が残っているが、とても小さい。鼠ねずみの歯形よりは多少大きいが、犬いぬ猫ねこほどではない。朱西は石床の上の蟠桃を指さす。

「あの歯形をつける獣けものに見当がつくか？　丈鉄」

　朱西の隣となりに腰こしを落とした丈鉄は、蟠桃を拾い上げた。

「鼠より大きいな。犬猫でもない。貂てんにしては小さい。なんだ？」

「五ご龍りゆうの歯形に思えないか？　理美は五龍を連れて行方ゆくえ知れずになったんだ。もしそれが五龍の歯形なら、理美はここにいた可能性がある。しかもつい数日前まで」

　蟠桃の歯形は、五日以上経っているとは思えない。ということは、朱西が正せい文ぶん殿でんに考仁を訪ねたあのとき、理美は未いまだここにいて生きていた可能性がある。

（生きている）

　希望が大きくなる。あと少し、何か、理美がここにいた痕跡が見つかれば、彼女が今も生きている可能性は高くなる。

　鎖を放ほうり立ちあがり、鎖が届く範はん囲いの書架の棚を探さぐる。何も見つけられないとわかると、また跪き、石床を撫なでる。ゆっくりと鎖の届く範囲の石床を撫でながら進むと、石と石の隙すき間まに紅色の何かが挟はさまっているのが見えた。

「丈鉄、剣けんを貸せ！　ここに、何かある。剣の先で引っかけられないか」

「やってみよう」

　丈鉄は石の隙間を覗のぞくと「こっちがいいぜ」と言って、手てつ甲こうの中から小さな薄うすい刃は物ものを取り出した。それを石の隙間にこじ入れ、引っ搔かき出す。引っ搔き出されて、ころりと石床の上に転がったのは耳みみ飾かざり。朱西は拾って握にぎりしめた。

「理美のものだ。彼女は、ここにいた」

「それを、よく見せてくれ」

　険しい表情で、丈鉄は朱西の掌てのひらを覗きこむ。

「緋ひ色いろの石が連なった耳飾りか。俺が最初に甫牧邑を調べに来たとき、邑の餓が鬼きどもに『変わったものを見なかったか』と訊きいたら、赤い石の耳飾りを拾ったという子がいた。それを拾ったのは邑ではなく、街かい道どうを外れた石せき山ざんへ続く道の途と中ちゆうだったらしいが」

「石山!?　あそこには一軒、屋敷がある」

「あんな寂さびしいところに屋敷を構える変わり者がいるのか？」

「変わり者で有名な、呂蓮佳の屋敷だ。そして呂蓮佳は陽老師が養育した人だ。この廃屋にも縁がある。周考仁とも旧知だ」

　理美の誘ゆう拐かいに、蓮佳も荷か担たんしているのだろうか。

（呂蓮佳は、鳳家派とも皇こう帝てい派とも距きよ離りをとっていると考えていたが……違ったのか？）

　見こみ違いは意外だったが、そのことはさして問題ない。

　掌の耳飾りを懐ふところにしまうと、立ちあがる。

「呂蓮佳に対面を申し込もう。彼女は吏り部ぶ尚しよう書しよ候補で、おそらく既すでに周宰さい相しようから打だ診しんを受けているはずだ。彼女が吏部尚書となると、鳳家当主として挨あい拶さつもしなくてはならないしな」

　自らに言い聞かせるように、心の中で言葉にする。

（大だい丈じよう夫ぶだ。理美は生きている）




　　　二




　後宮への訪問の意を伝えると、古参の内ない侍じが祥飛を迎むかえに来た。いつもなら伯礼が迎えに来るが、理美の捜そう索さくのため不在らしい。

　古参の内侍に連れられ後宮に入り、皇后の宮殿である北ほく嶺れい宮きゆうへと向かった。

　北嶺宮の庭院には、赤い太たい鼓こ橋ばしの架かった池がある。池を彩いろどる蓮はすの花は咲さき終わっていたが、青々とした葉が水みな面もに映り揺ゆれていた。池を望む広間には円卓があり、四し夫ふ人じんたちはそれを囲んで祥飛を待っていた。彼が現れると立ちあがり、礼をとる。

「時候の挨拶は不要だ。今日は、無ぶ沙さ汰たの詫わびに来たのだから。そなたたちも座るが良い」

　椅い子すに座ると、四夫人たちもめいめいに、「おそれいります」と座に着く。

　華はなやかな美び貌ぼうの宋そう貴き妃ひは、相変わらず髪かみに生花を飾り装よそおいに余念がなく、表情も落ち着いているが、わざとらしいほどに落ち着いている。余よ淑しゆく妃ひは、わかりやすい心配顔で祥飛を見ていた。彼女は目がまん丸で大きいので、余計に感情が出やすい。温おん賢けん妃ひは感情が表に出やすい方ではないが、気弱なところが災わざわいしてか目には不安の色が濃こい。鳳ほう徳とく妃ひは、相変わらず隙のない美しさだが、あきらかに不ふ機き嫌げんだ。心配のあまりの不機嫌だろうが、それさえも色いろ香かに感じられる。

　四人とも理美を心配しているのだと、様子をひと目見ただけでわかった。それを数日間放置していたのだから、悪いことをした。

「皆みな、理美のことは聞いているのだろう。今、丈鉄と伯礼が手を尽つくして捜さがしている。いずれ見つかるはずだと、余は信じて待っている。四夫人も待つが良い」

　極力感情を抑おさえて告げると、鳳徳妃が険しい顔のまま口を開く。

「陛下は、『見つかるはずだ』と信じて待っていると仰おつしやいましたね？　ということは、陛下は『見つかる』と信じていらっしゃるわけではありませんね」

　鋭するどい指し摘てきに祥飛が眉をひそめると、余淑妃が目を潤うるませる。

「それほどに、お姉様の行方は見当がつかないんですか」

　その通りだが、彼女らの不安を煽あおっては可か哀わい相そうだった。首を横に振ふる。

「丈鉄と伯礼が動いている。余は二人を信用している。心配はするな」

「わたしたちは、陛下のご心痛を心配しているのです」

　温賢妃が祥飛の瞳ひとみを見つめる。さらに宋貴妃が、いつもの気取った声で告げた。

「わたしたちも、理美のことが心配でたまりません。けれどわたしたち以上に、陛下は心を痛めていらっしゃると当然わかっています」

　その言葉を継つぐように、鳳徳妃が口を開く。

「わたしたちは陛下の臣下。友の身を案じて不安が募つのっても、まず陛下のご心痛が一番気になります」

　四夫人を順じゆん繰ぐりに見ると、それだけで心強さを感じた。今この場で彼女たちに何ができるわけでもないが、こうやって臣下として祥飛を気き遣づかう存在でいてくれることが頼たのもしい。

（余は、良い臣下を得られた）

　それも思い返せば、理美の謀はかりごとがきっかけだった。彼女は様々な者を祥飛へと引き寄せた。

（会いたい）

　静かに心の中で思う。取り乱しはしないし、ある程度冷静に政まつりごとにも挑いどめる。しかし会いたい。

　その思いは日に日に膨ふくれ、爆ばく発はつしそうだ。

　庭院に視線を向けて唇くちびるを嚙かむ。四夫人が、そろりと立って祥飛の椅子の周りに集まると、心痛を分けあおうとするように黙だまって同じ方向を見つめてくれた。暫しばらくそうしていると、庭院の方からゆらゆら体を左右に揺らす独特の優ゆう雅がな歩みで、細身の人ひと影かげが近づいてきた。伯礼だ。彼は歩ほ廊ろうから広間へ上がり、礼をとる。

「おくつろぎのところ、申し訳ありません陛下。ただいま後宮に戻もどって参りました。お耳に入れたいことがあります」

　鳳徳妃が険のある声で問う。

「それは今必要なことなの？　伯礼」

　不機嫌そうな鳳徳妃を、祥飛は軽く手で制す。

「よい、聞こう。何なのだ伯礼。理美のことか」

　四夫人に一いつ瞬しゆん緊きん張ちようが走るが、伯礼は首を横に振る。

「理美のことについては未だはっきりしませんが、その件に関して動いている中で、気になることがありました。丈鉄です。彼は、理美の行方を調べるあてがある、という意味のことを言っていましたが。そのあてが何なのか、わかりました。わたしとしては見過ごせません」

「見過ごせないと？　そのあてとやらは結局なんだったのだ」

「鳳家当主、鳳朱西です。丈鉄は彼と行動をともにして、協力しているようです」

　四夫人が顔を見合わせた。

「丈鉄と朱西が協力？　確かなのか」

「わたしは金で雇やとう者たちを、理美の件では使っていますが。彼らは、丈鉄と朱西が決まった茶さ楼ろうで落ち合うのを度たび々たび目もく撃げきしています。二人はそこから数すう軒けんの廃はい屋おくや民家を調べていたようです。協力しているのは間ま違ちがいありません。目的は理美の捜索でしょうが」

　驚おどろきに目を見開いた祥飛だったが、その驚きはけして不ふ愉ゆ快かいなものではなかった。

（丈鉄と朱西が、ともに理美を捜している）

　丈鉄はけして裏切らないと、祥飛は確信している。彼はいつでも、祥飛を裏切ろうと思えば裏切れる立場にいながら仕えてくれた。祥飛が愛する理美を命がけで救ってくれた。彼は何があろうと裏切らない。疑うことは馬ば鹿か馬ば鹿かしい。その丈鉄と朱西がともに動いている。

　理美の捜索で協力し合っているのだ。

　──陛下。

　困ったように、呆あきれたように、優やさしく自分を呼ぶ朱西の声を思い出す。

　幼い頃ころから、祥飛の左右にあった丈鉄と朱西。

（二人が同じ目的のために動いているとしたら、それは───）

　祥飛の頭には、ある可能性が浮うかんでいた。

「丈鉄は、鳳家と通じているやもしれません」

　伯礼が口にしたのは、祥飛が思い当たった可能性と真逆のことだった。

「それはない。裏切るつもりであれば、丈鉄はとっくの昔に余を裏切っているはずだ。余のために命をかけて働き、理美を救った者を、疑うのは愚おろかだ」

「ならばなぜ丈鉄は、朱西と行動をともにしているのですか？」

「余は、逆かもしれぬと思う」

「逆？」

「朱西が突とつ如じよ鳳家当主になったことこそ、彼の謀だとしたらどうだ。朱西は鳳家に入り込み内情を探さぐり、弱体化を図はかろうとして鳳家当主となった。だからこそ秘ひ密みつ裏りに丈鉄と通じているとは考えられぬか」

　理り屈くつを口にすることで、それに確信が与あたえられたように錯さつ覚かくし、胸が熱くなる。

（そうだ。長年あれほど誠心誠意仕えていた朱西が突然鳳家当主になった理由も、そこにあるのではないか）

　朱西が祥飛を裏切ったことこそ、彼の大おお芝しば居いかもしれない。芝居であってほしいと、祥飛はずっと心の何処どこかで無意識に願っていたようだ。その無意識を引きずり出す事実に、喜びが膨れあがる。

（それが、丈鉄と朱西が行動をともにしている理由であれば！）

　しかし弟皇こう帝ていを見守る伯礼の表情は険しい。

「そのような都合の良いことが、ありますか？　朱西のやりようは、策を巡めぐらすとしても」

「そうだと断言しているわけではない。あくまで、可能性があると言っているだけだ」

　祥飛は伯礼の反論を断たち切った。伯礼は押し黙ったが、その目には強い不安が揺ゆれた。

　二人の会話を聞いていた宋貴妃、余淑妃、温賢妃は、祥飛の嬉うれしそうな表情につられるように微笑ほほえみを交かわすが、鳳徳妃だけは気遣わしげに祥飛の横顔を見つめていた。
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　祥飛が後宮を去り、四し夫ふ人じんたちはめいめいの宮きゆう殿でんに戻った。鳳徳妃も自分の宮殿である太たい白はく宮きゆうに戻ったが、居てもたってもいられず、侍じ女じよを内侍省に遣つかいにやった。内ない侍じ監かんの蔡伯礼に、太白宮に来るよう命じるためだった。

（あんな顔は、見たくもないけれど）

　伯礼と対面することを考えるだけで、苛いら々いらして嫌いやな気分になる。しかしどうしても会う必要があるのだ。伯礼を居室に入れるのは嫌で、鳳徳妃は庭院にわの四阿あずまやで待っていた。

　晩夏の庭院には薄うす紅べにの芙ふ蓉ようが咲さき、微かすかな風に小さく頷うなずくように揺れていた。

　暫く待っていると、侍女に案内されて伯礼が四阿にやってきた。憎にくらしいことに、悪びれた様子もなくすました顔で、「何か御ご用ようでしょうか」と恭うやうやしく礼をとる。

　侍女にさがるように命じると、鳳徳妃は声を落とし、憎しみをこめて言った。

「おまえなど、呼びたくもなかった」

　顔をあげた伯礼は、薄茶の瞳に面おも白しろそうな光を宿して微かに笑う。魅み惑わく的な微び笑しようは、鳳徳妃以外の者が目にすれば心が溶とけるだろう。

「おや。では、さがりましょうか」

「待ちなさい。おまえに確かめたいことがあるの、陛下に関かかわることよ」

　陛下という一言に、伯礼の表情が変わった。

「なんでしょうか」

「さっき、おまえの報告を聞いた陛下は、食しき学がく博はか士せは陛下のために鳳家当主になったかもしれないと期待するようなことを口になさった。おまえは、どう思うの」

「あなた様は、どうお考えです」

「ありえないわ。食学博士のやり方を、冷静に考えてごらんなさい。陛下のためと言える範はん囲いを超こえている」

　問い返された鳳徳とく妃ひは断言した。自信があった。

　祥飛はまだ朱西に期待しているようだが、鳳徳妃に言わせれば、それは願望が現実を歪ゆがめて見せているだけだ。鳳家当主になってからの朱西のやり方は容よう赦しやがない。とても祥飛のために動いているようには思えない。

「わたしも、鳳徳妃様と同じように思います」

　静かに伯礼が口を開く。

「もし仮に、朱西が鳳家当主となったのが鳳家を自じ滅めつさせるためだったとしても、朱西の行いは度を越こしています。仰おつしやるとおり、許される範囲を超えています。鳳家を弱体化させるにしても別の方法があるでしょう。あのように策を弄ろうし、陛下を追い詰つめる必要はない。もしこの瞬間彼が、『全すべては陛下のためでした』と膝ひざを折っても、あれほど数々のことをしかけ、家臣たちを走らせ、陛下を翻ほん弄ろうした後では許されません。陛下は寛かん容ようです。陛下はお許しになるかもしれない。しかし陛下の周囲にいる臣たちは朱西を許さないはず。それを朱西がわからないとは思えない。彼は完全に、陛下の敵となることを選び、行動している」

「でも、食学博士は丈鉄とともに行動している。丈鉄の存在も、わたしには不安だ。我が実家ながら鳳家は、どこまで何を謀はかって動いているのかわからない。陛下が食学博士の行動に期待し、油断するのさえ計算のうちかとも思える。陛下の身が心配だ」

　先刻の北ほく嶺れい宮きゆうで、祥飛の期待に不安を覚えた様子が見えたのは伯礼だけだった。だからこそ嫌けん悪お感かんを押し殺し彼を呼びつけた。全ては祥飛のためだ。朱西を慕したう心を捨てきれない皇帝の優しさを、鳳徳妃は危あやぶんだのだ。

　目を伏ふせ、伯礼は沈ちん黙もくして考える様子だったが、暫しばらくして微かに頷く。

「鳳徳妃様のご心配は、わかりました。必要な場所に探りを入れましょう。確実な方法で」

「どうするつもり？」

「わたしは一度、鳳寧孫に『皇帝になりたくないか』と、声をかけられたことがあります」

　驚き、鳳徳妃は伯礼を見た。伯礼は薄く微笑む。

「ご安心を。わたしの身で、玉座に座れないことはよくわかっています。しかし身の程ほど知らずのふりをして、再び鳳寧孫に連れん絡らくを取ってみましょう。鳳家の当主が策を巡らせているのに触しよく発はつされ、眠ねむっていた野心が揺り起こされた、とでも言って」

「なんですって？」

「鳳家に取り入れば確実な情報が入ります。彼らの思おも惑わくも見えやすくなるでしょう。少々時間をいただくかもしれませんが……。何かわかればご報告いたしましょう。失礼します」

　礼をとり、きびすを返す伯礼の背に、思わず鳳徳妃は呼びかけた。

「待ちなさい伯礼！　おまえは自分が何をすると言ったか、わかっている!?　それは密みつ探たんの真ま似ねをするということよ。一いつ旦たん鳳家の懐ふところに入ったおまえが、実は陛下のために働いていると知られれば、鳳家は容赦なくおまえを殺すでしょう」

　立ち止まりふり返った伯礼は微笑むと、事もなげに答える。

「ええ、そうですね」

「それは内侍監の務めの範囲を超えている。わたしは、そこまで要求したわけではない。ただ、陛下が判断を誤らないように、近くにいるおまえが気をつけていれば充じゆう分ぶんと」

　目を細め、冷ややかに伯礼は答えた。

「鳳徳妃様がご心配されているからといって、あなた様の意に添そうために我が身を危険にさらそうとは思いません。事は陛下のお立場や身の安全に関わること。だからこそです」

「だから、それは内侍監の職分を超えている！」

　ふっと伯礼が笑った。

「畏おそれおおいことですが。陛下は、わたしの弟なんですよ。お忘れ？」

　冗じよう談だんめかして言うと再び歩き出す。その一いつ瞬しゆんに見せた笑え顔がおに気負いはなく、清すが々すがしささえ感じた。幼かった日の伯礼を思い出し、鳳徳妃ははっと胸をつかれる。

　ゆらゆらと揺れるような後ろ姿を見送りながら、呆ぼう然ぜんとした。

（どうして？　なぜ、わたしをあれほど辱はずかしめた卑いやしい者が、陛下のために？）

　いや、と理性が否定する。卑しい者が、自らの地位を奪うばったのに等しい弟皇帝のために命の危険も顧かえりみずに動くだろうか、と。卑しい者が突然の高潔さを見せたのではなく、高潔な者が卑しさを演じていたとしたら───。

　成せい華か城じようで、なぜ伯礼は鳳徳妃にあれほどの無礼を働いたのか。その理由があるとしたら？

　そのとき、芙蓉の植え込みの方からガサガサと音がした。ぎょっとしてそちらを見ると、宋貴き妃ひの飼っている犬が迷いこんできたらしく、尻しつ尾ぽを振りながらちょこまかと出てきた。

「よかった。犬ね。てっきり」

　誰だれかが鳳徳妃と伯礼の会話を立ち聞きしていたのかもしれないと思い、肝きもが冷えた。伯礼が鳳家に入り込み、情報を得るつもりであることが知られれば、伯礼は寧孫と接触すらできなくなるだろう。そこまで考えたとき。

「……あっ」

　思わず立ちあがった鳳徳妃は、両手で口を覆おおう。

（成華城であのとき、まさか。……伯礼！）




　　　三




　朝あさ餉げをとった効果か、蓮佳は昼餉にも手をつけ、朝に引き続き厨ちゆう房ぼうの三人の女たちを喜ばせた。そのおかげで理美も料理人の仲間と認めてもらえたのか、昼餉と夜食の準備でも役割を与あたえてもらえ、一日中厨房にいた。

「疲つかれた」

　翌朝の仕込みも厨房の片づけも終わり、竈かまどの火を落としてから室に帰ると、寝しん台だいに俯うつぶせに倒たおれこんだ。心ここ地ちよい疲れだ。待ちかねていたように珠ちゃんが梁はりの上から降りてきて、理美の頰ほおに、ふんふんと鼻を擦すりつけてくる。

「一人ぼっちで待たせてごめんね、珠ちゃん。そのかわり珠ちゃんの食べるものは、持ってきたからね。卓たく子しの上に置いてある」

　教えると珠ちゃんは、ぴょんと嬉しげに飛びあがって卓子の方へと駆かけて行った。ふーっと息をついて枕まくらに顔を埋うずめ、目を閉じる。すると今朝会った、陽夫人の顔が浮うかぶ。

（泣いていらした。取り戻もどしたいって）

　その気持ちが痛いほどわかるので、理美の胸もそれに共鳴して軋きしむ。

　痛みに馴な染じむかのように、白粉おしろい花ばなの香かおりが濃こく香る。

（朱西様の虚むなしさを消す方法は、周宰さい相しようの実子として育てられた時間を虚しいものではないと思えるようになることだわ。もし陽夫人が言うように、周宰相に慈いつくしみや愛情があったとして、それを朱西様が信じられれば……朱西様を取り戻せるかもしれない）

　カチャンと、卓子の方から器うつわをひっくり返す音がした。はっとして飛び起きて見ると、器をひっくり返したらしい珠ちゃんが卓子を飛び下り、梁の上へと逃にげていくのが見えた。珠ちゃんが逃げるのは、理美以外の人の気配を感じたときだ。

　煙草たばこの香りが流れてきた。開きっぱなしで風を入れていた出入り口の前に、煙管キセルを手にした蓮佳が姿を現す。

「おや、夜食の後の夜食？　随ずい分ぶんよく食べる子だな」

　断りもなく室に入ってくると、寝台に躊躇ためらいなく腰こしを下ろす。

「蓮佳様。どうしたんですか、こんな夜よ更ふけに。夜更かししないで眠ってください」

「寝ねるよ。その前に、照照にこれを見せてあげようと思ってね」

　懐から取り出した文ふみを寝台の上へ放ほうる。寝台の脇わきに置かれていた蠟ろう燭そくの灯あかりで、文面が読めた。それは対面を願い出る内容らしかったが、内容よりもその手しゆ蹟せきに覚えがあり、思わず手に取ってしまった。美しい手蹟は朱西のもの。その反応を見ていた蓮佳が、問う。

「見覚えのある手蹟だったか？」

　はっとして、文を寝台へ戻す。

「え、いえ。綺き麗れいな文字だったので」

　なぜ蓮佳が朱西の手による文を持っているのかと思ったが、彼女は工こう部ぶ侍じ郎ろうである。朱西は食しき学がく博はか士せ兼けん侍中として仕えていたのだから、仕事で、文のやりとりくらいはしたことがあるだろう。しかしなぜ、この文を理美に見せたのか。不安を覚える。

「君は鳳家当主と親しいのか。鳳家ゆかりの姫ひめ君ぎみか？　もしくは宮きゆう廷ていに関かかわりのある者か」

「存じ上げません。わたしは宮廷とも鳳家とも無む縁えんです」

「ではなぜ、名を知っていた」

　何を問われたのかわからず、「え？」と首を傾かしげた。

「今朝、英香が来たときだ。彼女は自分が育て、今は鳳家当主となった者と極力距きよ離りをとろうと苦心して、『彼』『あの子』としか呼んでいなかった。わたしも彼女に倣ならっていたが、君は『朱西様』と呼んだぞ。知りもしない者の名を」

（しまった！）

　なんて馬ば鹿かなのだと、内心で理美は自分自身を罵ののしった。自分が宮廷と関わりのある者だと告白したも同然だ。しかも今、朱西の手蹟に反応してしまった。蓮佳は理美が朱西を知っているのを確かく認にんするために、わざわざ彼の書いた文字を見せたのだ。

　これでは遅おそかれ早かれ、蓮佳は考仁や他ほかの官かん吏りたちに、理美の存在を明かし相談するかもしれない。もう言い訳は通じない。己おのれの迂う闊かつさを悔くいつつも、覚かく悟ごして問う。

「わたしを、どうなさいますか？」

「どうしてほしい？」

「何も訊きかず、解放してほしいです」

　煙管を吸い、煙けむりを吐はき出すと苦く笑しようしながら首を横に振る。

「また言うか。それは、ますますできないな。君は朱西のことを『鳳家当主』でも『食学博士』でもなく、『朱西様』とうっかり口に出すほど宮廷と深い関わりがある。ということは誰かにとって、良い手て駒ごまかもしれない。君を帰すと、わたしが得をするか損をするか、わからない」

（得をするか損をするか、わからないと仰おつしやった？）

　ぴくりと、理美は肩かたを揺ゆらす。

「わたしが望むのは、君が自分の素す性じようを話してくれることだが。そうする気はないのだろう。では、その他にどうしてほしい」

　さらに続いた蓮佳の言葉を、理美は慎しん重ちように聞いた。

（素性を話してほしいと希望されている。とすると蓮佳様は、わたしの素性を知るために、宮廷の知人にわたしの存在を明かすつもりはないんだ。それは蓮佳様の損になる可能性があるから。わたしが素性を語らなければ、蓮佳様は独自に素性を調べようとするはず）

　自分の屋や敷しきでは理美を自由にさせる剛ごう胆たんさがありながらも、蓮佳はかなり慎重な人らしい。迂闊に誰かに、「こういう者を保護している」と言うつもりはない。それならばまだ、時間は稼かせげる。逃げ出せる機会はあるはず。蓮佳の言葉を聞いて、理美は咄とつ嗟さに判断した。

「でしたら何も訊かず、ここに置いてください。料理人の照照として」

「わかったよ。なかなか強ごう情じようだな。照照」

　寝台の上の文を懐ふところに戻すと、蓮佳は腰を上げかける。理美は思わずその袖そでを握にぎった。

「あの、蓮佳様！　青修様とは、どんなお方だったんでしょうか」

　蓮佳は不ふ審しんげな顔をして動きを止め、再び腰を落とす。

「なぜそんなことを訊く」

「よく、わからないからです。周宰相と青修様の関係が」

　言いながら、握っていた袖を離はなして寝台を覆う掛かけ布ふに目を落とす。

　青修の親友でありながら、考仁は祥飛の父であった先せん帝ていに仕えた。いわば青修の政敵になるのも同然の道を歩んでいる。何かのきっかけで考仁と青修の友情に亀き裂れつが入ったなら、それも頷うなずける。しかしそうだとすると、なぜ考仁は政敵の子である朱西を育てたのか。考仁ほど冷れい酷こくな人間であれば、友情を失った友の子なら、人知れず殺してしまうことを選びそうなもの。

　考仁たちの青春時代の過去と、青修の子である朱西とを含ふくめた現在が、絡からみ合ってこんがらがってしまっている。そんな気がする。

　こんがらがってしまったその原因がなんなのか、知りたかった。

「周宰相と青修様は、本当に親友だったんですか？　同じ時に同じ場所で過ごした蓮佳様なら、ご存知ですよね。過去に、何があったんですか」

　薄うす暗ぐらい宙を見み据すえ、蓮佳は暫しばらく煙管をふかしていたが、細い煙を吐くとともに口を開く。

「彼らは親友だった。それは皆みなが認めていた」

　自分で訊いておきながら、蓮佳が口を開いたことに驚おどろいてしまった。蓮佳は煙管の先を見つめながら、憂ゆう鬱うつそうに続ける。

「これはただの昔話だ。英香に会ったせいかな。色々と思い出して懐なつかしくなった。彼女は幸せだったと言ったが、思い返してみればわたしも、陽老師の屋敷で書生をしていた頃ころが一番幸せだった。ああ、だから」

　くすっと、蓮佳は自じ嘲ちようするように笑う。

「だから時々、陽老師の屋敷に行ってみたくなるのかもな。君を見つけたのも、そのおかげだ。考仁たちと出会ったとき、わたしはまだ十一歳だった。年が離れすぎていて他の書生たちと馴染めなかったわたしに、声をかけ、親しくしてくれたのは青修。青修と考仁は二人で一つのように常に一いつ緒しよにいたから、必然的にわたしは考仁とも親しくなった」

　ゆらゆらと、蓮佳の頰ほおに火ほ影かげが揺れる。

「青修は、次期皇帝になると目されていた程ほどの家いえ柄がらと人望の持ち主だ。明朗快活で、知性に富み誰だれにでも優やさしい、非の打ち所のない男だった。考仁の両親は南小三国で商売をしていた商人だったらしいが、南小三国の内乱で財産を失い、崑国に戻ってきたと言っていたな。財をなくして苦しい生活を強しいられたが、考仁の頭の出来が良かったものだから、地方官吏の周家の養子となって陽老師の書生になったらしい。育った環かん境きようは随分違ちがうのに、二人はいつも一緒にいた。至し極ごく大人しくて人ひと馴なれしない考仁を、なぜか青修が気に入って側そばにいるようだった」

「青修様が周宰相を慕したってたんですか」

　意外な気がして問い返す。

「そうだよ。ただ考仁がそれをどう受けとめていたかは、わからない。考仁は英香に好意を抱いだいているようだったが、英香は明らかに青修に恋こいしていた。はたから見ているわたしでも、わかった。それに気がつかなかったのは青修本人だけだろう。彼は英香の気持ちにも考仁の気持ちにも気づかず、自分は燭しよく国こく皇帝の血筋の姫ひめと恋に落ち、駆かけ落ちし、行方ゆくえ知れずだ」

　燭国皇帝の血筋と聞き、理美は眉まゆをひそめた。燭国は崑国に滅ほろぼされた国。その後こう裔えいとなると、崑国宮廷にとっては望ましくない存在。根絶やしにしないまでも、二度と野心を抱かない場所に追いやっておかなければならない一族だ。

（次期皇帝候補とも言われていた青修様がその姫を娶めとることを、周囲は絶対認めない。だから駆け落ちを）

　それによって陽夫人は青修を諦あきらめ、考仁の妻となったのだろう。

「それだけですか？」

「ああ、それだけ。ただ」

　蓮佳は言葉を切り、深い井い戸どを覗のぞきこむような、真っ直すぐで遠い目を闇やみへと向ける。

「青修が去ってから、考仁は変わった」

「どんなふうにですか？」

「笑え顔がおを見せなくなった」

（笑顔？）

　人間なのだから当然、笑顔くらいできるのだろう。しかし今、考仁の笑顔など想像できない。彼は幸福そうに微笑ほほえむ力を、何処どこかに落としてしまったのかと思えるほどに。

「もともと、そう笑う男でもなかったが。青修が去ってからは、一度も笑顔を見たことがない。そして毛け嫌ぎらいしていたはずの先帝……そのときはまだ公子だったが。その公子と親しく付きあうようになった。ぼんくらで有名な公子だった。陽老師門下指折りの秀しゆう才さいの考仁が宮城に会いに行くと、みっともないほど有う頂ちよう天てんになっていたらしい。考仁が登とう用よう試しに合格すると、すぐに側に置いた。さらに皇帝に即そく位いすると同時に宰さい相しようにした。その後に考仁は密ひそかに青修の居所を見つけ、青修の子を自分の子と偽いつわって育てた。わたしが知っている事実は、それだけ」

　事実だけを聞くと、考仁と朱西の間に決定的な亀裂が入る出来事は見いだせない。

　唯ゆい一いつ気になるのは、青修が姿を消した後、考仁が笑顔を見せなくなり、急に先帝に近づいたということ。

　考仁の心が変わったのは、そのときか。

　青修が消え、考仁の中で青修との友情はどんなふうに変化し、ねじれたのだろうか。

「考仁が何を考えていたかはわからないが、青修といるときの考仁は楽しそうに見えた。書生の頃が楽しかったのは、間違いない。室シー鍋グウオというのがあってね、二人がそれを作る度たびに、わたしは彼らの室に招かれた。立派な料理人の作る料理に比べれば、大したことのないしろものだったろうけれど、美味おいしかったよ。彼らが作る鍋なべは独特で」

「室鍋？」

「書生たちは食い盛ざかりだ。夜食の後にも腹が空すいて、真夜中に厨ちゆう房ぼうから食材をくすねて、同室の者たちと、何でもかんでも一緒くたに鍋で煮にこんで食うのだよ。どんな食材もそれなりに美味うまく食えるようにするのが、各人の腕うでの見せ所で。室によって味付けも好みも違う。わたしは陽老師のお嬢じようさんの英香と同室だったから、室鍋は作れなかったが。そのかわりに青修と考仁に呼ばれて、彼らの室に行って食べていた。彼らの鍋は生しよう姜がと大蒜にんにくがきいていて、辛から味み噌そをたっぷり入れるんだ。唐とう辛がら子しをまるのまま何本か入れて、随ずい分ぶん辛いのだが。隠かくし味に、甘ガン醬ジヤンが使ってある。鍋の最初にまず、砂糖と甘醬を炒いためて、そのあとに生姜や大蒜を炒めて、それは良い香かおりがする。そこにありあわせの具材を入れて、煮こむんだ」

　厨房から食材をくすねるとは、厨房に立つ理美にとっては迷めい惑わくな話だ。しかしそれは書生たちにとって、大変な楽しみだったのだろう。蓮佳の懐かしそうな横顔が、どれほどその時間が楽しかったかを語っていた。

「何があったかと問われれば、これが全部だ」

　蓮佳は煙管キセルをくわえて立ちあがった。室を出て行く直前にふり返り、

「明日はわたしの室に来るな。客があるのでね。一日、料理人らしく厨房にいるんだ」

　と言った。「はい」と返事して礼をとると、蓮佳は煙草たばこの煙けむりを残して去って行った。

　理美は、どっと疲つかれて寝しん台だいにへたり込む。

（周宰相と青修様は親友だった。けれど青修様が駆け落ちして姿を消したときから、周宰相の中で何かが変わった。何かがねじれた。それによってきっと、その後の色々なことがねじれたんだ。朱西様との関係もねじれた）

　しかし青修が姿を消したことが、考仁にとってどんな意味があったのかはわからない。おそらく考仁本人にしか、わからないことなのだろう。

　理美に何ができるのかは、事実を知っただけでは見当もつかない。しかし知らないよりは、何かができるはずと信じたい。

（けれど、今は自分の身をなんとかしないと）

　蓮佳は極悪非道な人には思えないが、状じよう況きよう次し第だいではわからない。彼女は考仁とも鳳家とも近すぎる。理美が宮きゆう廷ていと関係の深い人間であることが知られてしまった今、いつ何時、考仁に理美のことが知られるかわからない。もう一度彼の手に落ちれば、もう逃にげられない。

　今のうちだ。一刻も早く、ここから逃げるべきだ。

　蓮佳の生活習慣の改善に取り組み始めたばかりで、それを全まつとうできないのは残念だが、致いたし方ない。

「逃げる算段をしなくちゃ」

　日が落ちると、屋や敷しきは完全に門を閉じる。逆に門が開いている昼間の方が、隙すきがあるのかもしれない。人の出入りがある昼間ならば、門番が何かの拍ひよう子しにその場を離れることもあるはず。

（蓮佳様は明日、客人があると仰おつしやった。お客様の出入りがあるなら、隙ができるかもしれない）

　梁はりの上に隠れていた珠ちゃんが寝台の上に降りてきて、残った煙草の香りに、くしゃんくしゃんと、くしゃみを連発した。理美は珠ちゃんを抱だいて歩ほ廊ろうへ出ると、囁ささやく。

「珠ちゃん、明日の朝から一日、わたしの裳もの中にいてくれる？　窮きゆう屈くつだろうけど。ごめんね」

「どうして？」と問うように、珠ちゃんが青い綺き麗れいな瞳ひとみで見上げてくる。

「隙を見て逃げ出すの。せっかく、照という名をくれて、料理人と認めてくれた如宇さんたちには、申し訳ないけれど……」

　明日に望みをかけ、その夜は眠ねむった。
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　街かい道どうから石山へ向かう道の入り口で一いつ旦たん馬車を止めさせた朱西は、その場所で待っていた丈鉄と合流した。馬車の踏ふみ台に足をかけ、丈鉄は心配顔で窓を覗きこむ。

「一人で乗りこんで大だい丈じよう夫ぶか？　俺が行ってもいいんだぜ」

「それで？　理美が監かん禁きんされているのを確かく認にんして、彼女を伴ともなって呂家の使用人たちを斬きり殺し救出するか？　それとも陛下の手勢を連れてくるか？」

　朱西の問いに舌打ちする。

「知ってて言いやがる。嫌いや味みになったもんだな、朱西」

　昨夕のこと、朱西は鳳家当主として蓮佳に対面を申し込んだ。『吏り部ぶ尚しよう書しよの候補に挙がっていると聞きおよんだので、鳳家としてもぜひお目にかかって挨あい拶さつしたい。お屋敷を訪問したい』と。するとすぐに返事があり、今日の午後に訪問することとなった。さすがに鳳家当主からの文ふみには礼を尽つくし、蓮佳は迅じん速そくに返事をしたらしい。

「俺が鳳家の威いをふりかざす方が、理美を連れ出しやすいのはわかっているはずだ。ただ、さじ加減は必要。強きよう硬こうすぎず、弱よわ腰ごしすぎず。脅おどしたりすかしたりで、連れ出せる可能性がある」

　丈鉄の能力であれば、蓮佳の屋敷に忍しのびこみ、理美が監禁されている場所を見つけるのは容易たやすい。しかし屋敷の塀へいは異様なほどに高く、門も強固だった。石山という、安寧から離はなれた場所に建つ屋敷だけに盗とう賊ぞくへの対策なのだろうが、これが難物。理美を発見しても、彼女を担かついで塀を上るのは至難の業わざ。

　屋敷の人間を数人斬り殺すのを覚かく悟ごで、門を突とつ破ぱすることは可能だ。しかし無闇な殺せつ生しようは丈鉄とて好まない。

　皇こう帝ていの威を借りて正面から入る方法もある。しかし問題は、祥飛の治世の安定を望む者は、考仁が犯人だと表おもて沙ざ汰たにできないことだ。理美本人は、祥飛のためだと説得されれば、自分を攫さらった犯人について口を閉とざすはず。しかし救出に関かかわる者が多くなれば、必然的に彼女が何処どこで誰だれに監禁されていたかは知られ、祥飛の耳に入る。それは避さけたい。皇帝の威を借りるのはもってのほか。

　要するに丈鉄が動くということは、誘ゆう拐かい犯を庇かばいながら穏おん便びんに被ひ害がい者しやを救出するという、おかしな芸当をしなくてはならないということ。

（結局丈鉄は、俺が行くのを認めるしかない）

　丈鉄はいささか不安らしく、念を押してくる。

「理美を助けたら、本当に俺に引き渡わたすんだろうな。彼女を誘拐した犯人についても口を噤つぐむ。その約束は違たがえないな」

「大丈夫だ。言ったはずだ、俺の望みは」

　丈鉄がふと切なそうな目をした。

「鳳家当主になったのが運命を楽しむためだというなら、あの人を心の底から笑って見下してやれば、もう充じゆう分ぶんじゃないか？　そこから先は本当に必要なのか？」

「充分か、必要か、それは俺が決めることだ。それよりも、目先のことに集中してくれ」

「わかってるさ」

　請うけ合うと、丈鉄は馬車から離れて岩いわ陰かげへと消えた。彼は朱西が屋敷に入った後、屋敷の周囲で様子をうかがい、頃ころ合あいを見計らって、朱西が理美を捜そう索さくする手助けをすることになっていた。

（呂蓮佳か）

　再び馬車を出させて腰を落ち着ける。窓の外には、湿しつ気けが少なく乾かわいた岩いわ肌はだが左右に迫せまる道が続いている。もの寂さびしいこんな場所に屋敷を構えるのも変わっているが、常に男装し、好んで地方の仕事ばかりに出向いて宮廷に寄りつきたがらないというのも変わっている。

　蓮佳は、考仁と青修と親しく、十一歳で陽老師の書生となった稀き代たいの神童。ただし、長じてからはさしたる活かつ躍やくもなく、後こう輩はいにあたる利範や景有たちが着実に出世する中、侍じ郎ろう止まり。

　考仁と青修、陽夫人と青春時代をともにしたその人がどんな人物か、昔から興味はあった。

　蓮佳はいったい、どこまで考仁と繫つながっているのだろうか。

（周考仁の口から、呂蓮佳の名を聞いたことはなかった。陽夫人は、時々口にしていたが）

　考仁と深い繫がりを保っているとすれば、考仁本人と対たい峙じするのと同様に警けい戒かいを要する。

　屋敷に入ると、東側の庭院にわに面した広い室に通された。

　堅けん牢ろうな塀に守られているせいか、敷しき地ちがさして広くないのは理美を捜さがすのに都合が良い。しかし逆に、隠密の行動には不向き。理美を発見しても、密ひそかに連れ出すような芸当は無理そうだ。建物の造作は簡素と言える。派手な色しき彩さいはなく、戸や高こう欄らんに浮うき彫ぼりの意い匠しようはあるが、上薬を塗ぬって艶つやを出している程度だ。

　屋敷裏の庭院に面した歩廊へ出てみる。庭院の様子と、通り抜ぬけた建物構造を照らし合わせ、屋敷の全体像を推測する。

「わざわざのお運び恐おそれ入ります、鳳家ご当主。工こう部ぶ侍郎、呂蓮佳です」

　背に声があたる。ふり返ると室の出入り口で、臙えん脂じ色いろの深しん衣いを身につけた蓮佳が礼をとっていた。朱西と目が合うと無表情で、どうぞお席へと促うながした。青修とうり二つと言われる朱西を見たにもかかかわらず、その反応の薄うすさが意外な気もした。

（考仁と通じているとしたら、俺が青修様にうり二つなのは百も承知か）

　警戒しながら席に着くと、蓮佳も着席する。

　侍女が茶器と煙草たばこ盆ぼんを運んできた。香かおりの良い茶を朱西の前に置くと、侍女はさがる。

「こちらこそ、突然の訪問を承知してもらい感謝します、呂蓮佳。鳳家当主、鳳朱西です」

「お名だけは、かねがね。こうやって訪問いただいた目的は、ご挨拶と文にはありましたが……、と、その前に。煙草を良いですか？　わたしはこれが手放せない悪あく癖へきがあります」

「かまいません」と言うと、蓮佳は帯に挟はさんでいた煙管キセルに、煙草盆の火種で火をつけ、うまそうに一口吸った。蓮佳は立場をわきまえた礼をとっているが、鳳家に対してさして畏おそれも尊敬も抱いだいていないのが見て取れた。鳳家当主を前に煙草を吸えるのは、余よ裕ゆうがあるからだ。

「さて、鳳家ご当主。わたしはあなたにご挨拶いただくほど、大層な役人ではないのですが」

「ご謙けん遜そんですね。吏部尚書候補として名が挙がっていると聞きおよんでいます。吏部尚書となられるとすれば、鳳家としてもぜひあなたの力になり、あなたが政治的手しゆ腕わんを振ふるわれることを期待します。そのためのご挨拶です」

「わたしはまだ、吏部尚書を受けると決めていません」

　朱西は目を見開く。官吏なら誰でも飛びつく大出世を躊躇ためらっているというのか。

「決めていない？　陛下から要よう請せいされているのに」

「確かに周考仁から打だ診しんは受けました。しかし、それだけだ。わたしは吏部尚書になって、自分に何ができるかわからない。逆に立場をもてあまし、混乱する恐れもある。わたしは自分が混乱するような無様な真ま似ねを、さらすつもりはないのですよ」

　煙草の煙けむりを身に纏まといながら、気け怠だるげに蓮佳は答えた。

（これは本心だろうか。本心だとすると呂蓮佳は、考仁と密に繫がっているわけではないのか？　考仁の意に添そって動こうとしているなら、必ず吏部尚書という地位を得ようとする）

　蓮佳はさほど、考仁と強い繫がりはない。だとすると鳳家のつけいる隙すきもある。

（考仁と通じていないとすると、なぜ理美を監禁している？　もしや、ここに理美はいないのか）

　不安がよぎったそのとき、急ぎ足で侍女がやってきた。彼女は「失礼します」と断ると、蓮佳の耳に何事か囁ささやく。蓮佳が渋しぶい顔をした。

「申し訳ありません、鳳家ご当主。少々お待ちいただけますか？」

　断りつつ席を立つ蓮佳を見上げ、朱西は茶器に口をつけながら「どうぞ」と微笑ほほえむ。

（来た）

　侍女とともに出て行く蓮佳の後ろ姿を見送り、席を立つ。

（丈鉄、うまくやったな）

　丈鉄と謀はかり、対面の途と中ちゆうに蓮佳を離り席せきさせる策を立ててあった。

　頃合いを見計らい、丈鉄は考仁の遣つかいを名乗って蓮佳を門前に呼び出す。彼女が門前に到とう着ちやくする前に丈鉄は消える。その隙に、朱西も席を立ち屋や敷しきの中を探さぐるのだ。蓮佳は程ほどなく帰ってくるだろうが、一いつ旦たん席を立てばこちらのもの。無む闇やみに動くなと制止されるまでの間に、理美がこの場所にいる痕こん跡せきを見つけられれば良い。

　屋敷がさして広くないので、それは可能だ。

　目立つ場所に監かん禁きんするはずはないので、屋敷の裏手を重点的に捜すべきだ。予測した屋敷の構造から当たりをつけ、東の庭院から屋敷裏手の庭院へ続く竹林の中へ踏ふみこむ。

　午後遅おそい時間だ。太陽の位置は低い。

（理美を助け出す目的は周考仁の目もく論ろ見みを妨ぼう害がいし、嘲あざ笑わらい、溜りゆう飲いんを下げるため。それだけだ）

　朱西は自らに言い聞かせた。

　理美への思いは消し去らなければならない。しかしそれがうまくできていないことは、自覚している。消しきれない思いが心の中に燻くすぶっている。それに流されてはならない。感情を抑よく制せいすることが重要だ。実際朱西は理美を突つき放せた。儀山郷の天てん神じん廟びようで意図して彼女を傷つけもした。今回も彼女を助けに来たのは間ま違ちがいないが、あくまで彼女自身は突き放すのだ。そのためには会話は極力避けるべきだ。

　もし彼女を見つけたら冷ややかに、「ここから連れ出すので従ってください。このままここで、むざむざ死にたくはないでしょう」と告げ、質問は一いつ切さい封ふうじ馬車に乗りこむ。そして強硬に馬車を出す。無事に馬車を出せれば良し。そうできない場合は、蓮佳を脅してすかして、駆かけ引きが必要になるだろう。

（ただもし、ここに彼女がいなかったら）

　それが恐こわい。また一から捜索していては、本当に彼女の命が尽つきかねない。いや、そもそも。

（そもそも、生きているのか）

　不安が胸をよぎり、それを払はらうように竹の葉をかき分ける。

（生きているはずだ。必ず生きている）

　見つけたときのことだけを、考えるべきだ。見つけたら、助けに来たと告げながら突き放す。彼女は考仁を嘲ちよう笑しようするための、ただの要素だ。彼女を助け出せば考仁を笑える、それだけの価値しかないのだと理性は言っている。彼女がここにいなくても、よしんば既すでに死んでいたとしても、ただ考仁を笑えないというだけだ。それだけのことだ。しかし。

（生きていてください）

　胸にわきあがる何かが必死に祈いのっている。理性と感情がない交ぜになり、乱れている。

　空気に馴な染じむような香りがした。竹林の向こう、裏手の庭院に白粉おしろい花ばなが群れ咲さいている。そしてそこに人ひと影かげがあった。息を吞のむ。
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　朝あさ陽ひが昇のぼる前に起きだした理美は、珠ちゃんを裳もの中へ隠かくして厨ちゆう房ぼうに向かった。如宇、蘇未、宣来の三人と一いつ緒しよに、昨日と同様に朝あさ餉げを作り、昼餉の仕込みをした。

　合間を見つけては、開かれた門の方へと度たび々たび足を運び様子をうかがった。

　夜と違って門は開かれっぱなしになっていたが、相変わらず門番は立っていた。廏うまや番ばんの老人もうろついているので隙はない。

（いっそ、お遣いを頼たのまれましたと言って、堂々と出て行くなんて……駄だ目めか）

　さすがに使用人たち全員に、理美を外に出すなと言い含ふくめてあるだろう。

　昼餉が終わり、夕暮れ近く。それでも未練がましく門へ行ってみた。

　前庭には、黒い塗りの一頭立ての馬車が停とめられていた。客人が来たのだろう。

　蓮佳が客人の相手をしている今、逃にげ出す絶好の機会。しかし客人の馬車が、精せい緻ちな浮き彫りの上に黒くろ漆うるしを重ねた見事な仕立てだったので、廏番や馬の世話係の少年や、果ては下働きの男たちまで見物に出ていた。門前に人が集まっているようでは、諦あきらめるしかなさそうだ。

　客の馬車が貧相だったら良かったのにと、がっかりしながら裏の庭院へと回る。

　空には薄い雲が流れ、晩夏から初秋へと季節が移りはじめたのを感じさせた。薄い雲の縁ふちが、夕陽に照らされ明るく輝かがやく。庭院に群れる白粉花が開きつつあるらしく、花が香る。

　香りに吸い寄せられるように、白粉花の群れ咲く方へと歩を進めた。

　ぼんやりと見つめていると、白粉花の背後に広がる竹林の中で人影が動いたのを認めた。眩まぶしい逆光で顔は見えないが、細身で長身の人影だ。

（蓮佳様？　違う？）

　目をこらしていると人影は一いつ瞬しゆん立ち止まったが、急ぎ足で近づいてくる。竹をかき分けしならせ、竹林から出てきたその人と、白粉花の群れを挟んで向き合った。

　信じられなかった。

　呆ぼう然ぜんとした。

「……朱西様」

　白粉花には毒がある。あまりに香かおりが強いせいで、香りに花の毒が溶とけ出し、夢でも見せているような気がした。無言で朱西は白粉花をかき分け近づいてくる。怒おこっているようにも見える無表情で近づいてきた彼は、突とつ然ぜん理美を抱だきしめた。苦しいほど力ちから一いつ杯ぱい。

「やはり生きていた……理美……！」

　朱西の声は震ふるえていた。

（信じられない……、まさか。信じられない。朱西様……朱西様）

　抱きしめられた力強さと温ぬくもりで、現実だと実感した。悪お寒かんのように全身が震え、喜びがわきあがった。

「朱西様！」

　思わず、朱西の背中に腕うでを回して抱きついた。

（朱西様、朱西様！）

　無我夢中で抱きつき、心の中は朱西を呼ぶ自分の声で埋うめつくされた。この一瞬は、何も考えられなかった。ただ嬉うれしかった。
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（生きていた）

　抱きしめた存在を朱西は全身で感じる。理美の腕が自分の背に回ると、その感かん触しよくに喜びが溢あふれる。片手で彼女の髪かみを探り、そのなめらかさを感じて口づける。

（生きている。ここにいる）

　こんなことは、するべきではないとわかっていた。彼女を見つけたら冷静に、突き放すように、死にたくなければ自分に従えと告げ、質問を許さず脱だつ出しゆつしなければならないのに。

　しかし無事な姿を見た瞬間、理性が消し飛んだ。どうしようもなく嬉しくて安あん堵どして、愛いとしさが溢れて、抱きしめてしまった。こんなことをしては、今まで彼女を突き放したのが無駄になりかねない。こんな自分を見せてしまったら、言い訳ができない。

（駄目だ）

　そう思うが、抱きしめる力を緩ゆるめられない。

「……理美……」

　言い訳しようがないほど、声が震える。

「ここから……連れ出します。俺に……従ってください」

　抱きしめたままこんなふうに命じても、冷静さも突き放した感じもない。ただ朱西の喜びが伝わるだけだ。滑こつ稽けいだ。しかしどうすることもできなかった。理美がこの世にいない可能性を自分がどれほど恐おそれていたか、ようやく今気がついた。
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（助けに来てくださった）

　互たがいを敵と確かく認にんしあったのだから、朱西が動くことはないと思っていた。

「どうしてですか？　どうして朱西様が助けに」

　しっかりと抱きついていると、朱西の深しん衣いに薫かおる沈じん香こうに包まれる。

「ここを出れば、丈鉄に引き渡わたします。外で彼が待機しています」

「答えてください、朱西様」

「質問は受け付けません。従ってください」

　問いには答えず、朱西は頑かたくなに繰くり返す。

「なぜ……」

　どうして、朱西はこんな真ま似ねをしているのだろう。助けに来て、こうやって抱きしめてくれている。問う声が掠かすれるのは、驚おどろきと嬉しさに理美も混乱しているからだ。白粉花の香りが強く目め眩まいを誘さそう。

「なぜ、朱西様」

　白粉花の香りに煙草たばこの香かが混じる。朱西も気づいたらしく、はっと顔をあげた。視線は二人の右側を見ていた。理美もそちらに視線を向け、ぎくりとした。

　煙管キセルを手にした呂蓮佳が、口元に薄うす笑わらいを浮うかべて立っていた。笑ってはいるがその目は鋭するどく、怒いかりを含んでいる。

「何をしているのですか、鳳朱西殿どの」

　びくりと身を縮めた理美の体を、朱西は思わずのように強く胸に抱く。

「わたしの屋や敷しきで勝手に、何をしておいでだ。鳳家ご当主だとしても許せませんね」

　蓮佳は朱西を睨にらみつけながら近寄ってきた。

（どうしよう。見つかった）

　自分が何をどうすれば良いか、理美には一向にわからない。蓮佳が近づいてくると、朱西は、怯おびえる理美を自分の背後に庇かばうようにした。

「勝手にお屋敷の中を歩き回ったことは、詫わびましょう。都を離はなれた静かなお屋敷の風ふ情ぜいに惹ひかれ、断りもなく室から出歩きましたが。偶ぐう然ぜんこの人と会ってしまいました。この人を連れて帰らせてもらいます」

「ほぉ、その娘むすめは鳳家ご当主の知り合いですか？　何者ですか、その娘」

　問われた朱西は沈ちん黙もくした。蓮佳が、理美を何者か知らずに保護していたことが意外だったのだろう。蓮佳は考仁と旧知。理美がこの場所にいると推測した朱西は、当然蓮佳が考仁と結けつ託たくしていると考えていたはず。そうではないと知り戸と惑まどい、迂う闊かつに言葉を使わないために黙だまったのだ。しかし、すぐに口を開く。

「知り合いではありません。この人が目にとまり、心惹かれたまでです。連れ帰り、愛人にしたいのですが」

（愛人？）

　方法を変えたらしいと悟さとり、朱西の芝しば居いにあわせようとして、理美は彼の顔を見つめて慎しん重ちように言葉を聞く。

「知り合いではないと？　そうですか。しかしその娘はうちの料理人。照照という者で、彼女がいなければ食べ物に困ってしまう。お断りする」

「彼女には相応の生活をさせ、無下にあつかわないと約束しましょう。料理人が必要ならば、鳳家から料理人を遣つかわします」

「お断りする。わたしはその娘が気に入っている。もし欲しければ鳳家当主の権力で、力ちから尽ずくで連れて行かれよ。しかしわたしとて、指をくわえて見送りはしませんが」

　挑ちよう発はつ的な蓮佳の台詞せりふに、朱西は溜ため息いきをつき首を横に振ふる。

「鳳家はあなたと対立する気は、毛頭ありません。正しく安定した治世を目指すために、あなたとは協力したい。その証あかしとして、こうやって当主たる俺がご挨あい拶さつに伺うかがったのです。あなたと鳳家が対立するのは、今の段階ではまだ望ましくない。この人を連れて行くのは諦あきらめましょう」

　ぴくりと理美の体が震えると、背後に伸のばした朱西の手が、さりげなく手の甲こうに触ふれる。安心しろ、任せろと、無言で告げるように。

「では、お引き取りいただきましょうか、鳳家ご当主」

　朱西は、にこりと笑った。突然の笑え顔がおに蓮佳は眉まゆをひそめる。

「せっかくご挨拶に伺ったのにもう帰るのは、いかにも名残なごり惜おしい。俺はあなたから、実の父の話を聞きたいと思っていたのですけれど」

　白粉おしろい花ばなの香りをかぐように、朱西は目を細める。

「もう、白粉花が香っている。すぐに暗くなります。これから安寧へ馬車を走らせるのは無ぶ粋すいです。どうでしょう、今夜はこちらに泊とめていただけませんか？　あなたからゆっくりと、父の話を聞きたい。そして、できるなら」

　朱西は理美の腰こしを抱き、引き寄せる。

「連れ帰るのが無理ならば、一夜のみ大目に見ていただけませんか」

　腰を抱き寄せられて恥はずかしさに赤面したが、朱西の手つきはどこか遠えん慮りよがちで、声に滲にじむ色情はない。慣れない言動だと理美にはすぐにわかってしまったが、蓮佳はどう見たか。彼女は、さも珍めずらしい生き物でも発見したような顔をしていた。その表情は徐じよ々じよに緩み、口の端はしを思いきりつり上げた。笑ったらしい。

「なるほど、面おも白しろいお方ですね、鳳家ご当主……いや、あなたが自ら青修の子と名乗るなら、朱西と呼ばせてもらおうか？　彼は友人だった。友人の子を敬い奉たてまつる趣しゆ味みはない。親友の子としてならば喜んで泊めよう。それでいいか？　朱西」

「かまいません」

　理美は思わず、朱西の深衣を摑つかむ。何を考えて彼が留とどまろうとするのか理解できず、不安だけが大きい。安心させるように、朱西は無言のまま腰を抱だく腕うでに力をこめる。

「では、今夜は夜食をともに楽しもうか？　朱西。そして望み通り、一夜楽しめば良いよ。ただしその娘に、寝しん台だいから叩たたき出されなければの話だがね。照照。嫌いやならば、遠慮なく叩き出せ。加勢はしてやる」

　煙管をくわえて大きく吸い込むと、蓮佳はふーっと煙けむりを吐はき出す。

「楽しい夜になりそうだな」

　楽しいどころか、理美は不安と緊きん張ちようの頂点だった。突とつ然ぜん朱西が現れたことに驚き、喜びが溢あふれ、それだけでも感情の揺ゆれ幅はばが大きすぎて、目眩を起こしそうだ。

（朱西様も、蓮佳様も、どうなさるつもり？　何が起こるの!?）










　蓮佳は朱西を伴ともなって客室へと向かった。

　夜食の準備をしろと命じられたので、理美は混乱したまま厨ちゆう房ぼうへ行く羽目になった。

　珠ちゃんは、裳もの中に隠かくれていたのが息苦しかったらしい。朱西と蓮佳が去ると、うんざりしたような顔をし裳から出てきて肩かたに座ったので、室で留守番をしてもらうことにした。

　厨房に入ると、如宇、蘇未、宣来は夜食の準備に取りかかっていた。客人があるので、いつもの夜食よりも品数を多く作るようだった。松の実を煎いる役割を与あたえられ、鉄てつ鍋なべを振って黙々と作業していると、混乱して煮にえたぎっていた頭の中が冷えてくる。

（朱西様が来てくれた）

　祥飛も理美を捜さがしているはずだが、考仁に疑いをかけることができる朱西が、最も早く理美の居所を突つき止められたのだろう。

　朱西が理美を助けに来たのは、なぜか。

（望みを抱いだき信念を貫つらぬこうとしていても、朱西様は、かつて親しかった人間を見捨てられなかったのかもしれない。だとすると、朱西様が鳳家当主となって叶かなえようとしている望みを、ここで止めることができるかもしれない）

　助けに来てくれた事実よりも、彼の中にまだ冷れい酷こくに徹てつしきれないものが残っていることが、理美にとっては希望だ。取り戻もどしたいと陽夫人が言ったものを、取り戻す縁よすがが消えていないと思えた。

　──取り戻したい。

　陽夫人の言葉を思い出すと、心が揺すぶられる。今、こうやって理美を助けに来てくれた朱西の心を揺らすものがあれば、何かが変わるかもしれない。

（陽夫人は、朱西様が周宰さい相しようからもらったお菓か子しを喜んだと言っていた）

　それは朱西にとって、陽夫人に見守られて考仁から与えられた菓子を口にした、幼い頃ころの幸福な時間を思い出す縁にならないだろうか。幸福な時間を思い出すことで、彼の中にある何かを動かせないだろうか。

　松の実を煎りながら、隣となりに立って餅もち米ごめの準備をしている宣来に問う。

「南小三国の土産みやげ物の焼き菓子って、どんなものがあるかご存知ですか？」

　突然菓子のことを問われた宣来は、

「え？　土産の菓子？　さあ。何かねぇ」

　と首を傾かしげたが、彼女に代わり蘇未が弾はずむ声を出す。

「焼き菓子なら午ウー睡シエイ餅ピンだよ。うちの子の好物だ」

　すると如宇が、驚おどろいた顔をする。

「えっ!?　午睡餅って南小三国の菓子なのかい？　その辺の店でも、よく見かけるじゃないか」

「知らないのかい。午睡餅が作られだしたのは、十五年ほど前じゃないか」

「そうだったかね。あんた、よく覚えてたね。ずっと昔からあるような気がして、南小三国土産と言われても、ぴんとこなかった」

　宣来が感心したように言うと、蘇未はかかかっと笑う。

「子どもに、さんざんせがまれて買ってたからさ」

「子どもが好むお菓子なんですか？」

　理美が問うと、蘇未は不思議そうな顔をした。

「甘くて、香かおりが良いからね。午睡餅を知らないの？　どんな田舎いなかで育ったんだい」

「ものすごく、ここから遠い場所で生まれ育ったので。それで、あの。どんな材料で作るんですか？　ここで作れますか？」

「だいたい厨房にあるもので間に合うんだけど、南小三国から輸入した果物が必要だ。それがなけりゃ、午睡餅の香りは出ないよ。残念だけど今ここにはないね。そこそこ高級品だから」

「そうなんですね……」

　残念だったが仕方ない。大人しく夜食の準備を進めた。支し度たくが調ととのうのを見計らい、侍じ女じよがやってきて料理を運ぶ。

　今、朱西と蓮佳は何を語り合って向き合っているのか、そして朱西はこれからどうするつもりか。知りたいこと、訊ききたいこと、不安なことが多すぎる。けれど今はどうしようもない。

　朝あさ餉げの仕込みが終わり調理場の片づけを終えて室に帰ると、中の様子が変わっていた。朱しゆ色いろの蠟ろう燭そくを立てた燭しよく台だいがあちこちに置かれ、寝台にも、芙ふ蓉ようの刺し繡しゆうを施ほどこした高級そうな上うわ掛がけが掛かっている。梁はりの上を見ると珠ちゃんが警けい戒かいした目で下を覗のぞいている。誰だれかが入ってきて、室内を勝手に整えたのだろう。

（何、これ？）

　歌輪という侍女が、紅酒を満たした徳とつく利りと酒しゆ杯はいを載のせた盆ぼんを持って入ってきた。彼女は「あら、仕事は済んだんですね」と言うと、盆を卓たく子しに置く。

「これは何事ですか」

　歌輪はうふふと笑う。

「何って、あなた。伽とぎの準備でしょう」

「ああ、なんだ。伽の準備ですか………………伽!?」

　青ざめた。歌輪は寝台の上に置かれていた薄うすい絹の深しん衣いを、理美に突きつける。

「これを着なさいな」

「いえ、あのっ！　これは、ちょっと無理です」

　薄紅の衣ころもはとても薄く、肌はだが透すけて見えそうだ。

「鳳家ご当主に望まれたんだから、きちんと準備をさせなさいと蓮佳様からきつく命じられているのよ。着てもらいます」

「い、いやです」

「着てもらいます！」

（恐こわいっ！）

　凄すごまれて、おののく。
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　周家の庭院にわに建つ離はなれは考仁の私室だ。壁へき面めんの二面を潰つぶして書しよ架かが並べられ、圖ず書しよがぎっしり詰つまっている。窓の大半がふさがっている格好だが、残った唯ゆい一いつの窓からなんとか明かりは採れる。その明かりが届く場所に文ふ机づくえがある。その上にはあらゆる書き付けが山になっていた。部屋の隅すみの長なが椅い子すには掛かけ布ふが丸めて置かれている。考仁はたいがい、その長椅子で眠ねむる。陽夫人と同じ寝室で眠ることは滅めつ多たにない。

　そもそも周家にいるほとんどの時間を、考仁はこの私室で過ごす。

　早めに帰宅した考仁は文ふみを書いていた。

　出入り口の戸の向こうから「あなた」と呼ぶ陽夫人の声がして、戸が開かれる。考仁はふり向きもせずに筆を走らせ続けた。彼女は考仁の傍かたわらに立つと、いつものように淡たん々たんと告げる。

「昨日、蓮佳と会いました」

　考仁は筆先に視線をすえたまま、「そうか」とだけ返した。陽夫人は暫しばし沈ちん黙もくし何かを待つ様子だったが、相手がそれ以上反応しないと悟さとると口を開く。

「あなたが気にしていらした、吏り部ぶ尚しよう書しよの件を訊きいてみました」

　ようやく考仁は手を止め、顔をあげた。

「なんと言っていた」

　その反応に陽夫人は、切なげな表情になる。

「政まつりごとにしか興味がありませんのね、あなた」

「蓮佳はなんと言っていた、と訊いたのだ」

　苛いら々いらして促うながすと、陽夫人は小さく溜ため息いきをつく。

「吏部尚書就任の件は、直接会って話したいと言っていました。宰相として参られよ、と」

「参られよ？　わたしを呼びつける気か。生意気な。まあ、良いだろう」

　吏部尚書に就任させた後は、蓮佳を考仁の思おも惑わくに添そうように動かす必要がある。そのためにはまず、彼女がへそを曲げないことが肝かん要ようだ。

　蓮佳とは長い付き合いだが、何を考えているのか摑つかみにくいところがある。昔からそうで、青修の方がよほど心の動きを摑みやすく、なおかつ操あやつりやすかった。素す直なおだったのだ。それは育ちの良さからくる素直さだったのだろう。

　早くに父母を亡なくした蓮佳は苦労が多く、出会った頃には既すでに、素直さはすっかり抜ぬけ落ちていた。考仁や青修に比べれば幼いと言ってよい年ねん齢れいでありながら、二人を出し抜くこともあった。本心を隠かくし、適当に振ふる舞まう様子を見せながら、抜け目なく動く。そんな印象が強い。

　新しい紙を文机に出し、蓮佳に訪問の意を伝える文を書き始めた。陽夫人はそこに立ち、滑すべっていく筆先を目で追っている。

「蓮佳に朱西のことを話しました。驚いていました」

　考仁は鼻で笑う。

「わたしが事実を隠していたと、機き嫌げんを損そこねただろう。なるほどそれで、わたしを呼びつけたか。しかしその程度のこと特に問題ない。それなりに理り屈くつもつけられる」

「その程度？　朱西のことはその程度ですか」

　陽夫人は目を見開くが、考仁は取りあわず筆を走らせる。朱西を育てたために、感情的にならざるを得ないだろう彼女の言葉など聞くに値あたいしない。

「あなたは、朱西が好きだった菓子のことを覚えていますか？」

　何を言い出すのかと、うんざりした。

　朱西が五つ六つの頃だった。南小三国から来た特使から土産物として、考仁は菓子をもらったことがある。菓子など口にする習慣がなかったので屋や敷しきに持ち帰り始末に困り、朱西に渡わたした。朱西はその菓子を気に入ったらしく、陽夫人が心配するほど食べたらしい。その後、時にそれを与あたえてやると朱西は大喜びしていた。

　それだけのことだ。それがなんなのだと苛々する。

「あの者のことは口にするな。わたしには仕事がある。出て行け」

　横目で睨にらむと、陽夫人は哀かなしげな目をした。そして静かに室を出て行った。彼女はいつもあんな目をしている。いつからあんな目をするようになったのかは、わからなかったが。

（わたしの妻になった日からかもしれない）

　彼女が密ひそかに恋こいしていた青修を諦あきらめ、考仁の妻になることを選んだときから、彼女はずっとあんな目をしていたかもしれない。




　　　三




「煙草たばこは？　朱西」

　室に戻もどると、蓮佳はいきなり態度が悪くなった。椅子に片かた膝ひざを立て肘ひじを置き、ぷかりと煙管キセルをふかす。

（なるほど。変人と言われるわけだ。俺を鳳家当主としてあつかわないと宣言した途と端たんに、この豹ひよう変へんぶり。こうも割り切れる者は多くない）

　苦く笑しようしながら結構ですと断る。蓮佳は夜食の準備を急がせているので、すぐに食べられるだろうと言いながら立て続けに煙草をふかす。朱西は沈しずむ太陽の位置を横目で確かく認にんした。

（日が沈んでも俺が屋敷から出なければ、丈鉄が動くだろう）

　それまでは待つしかない。

　日が沈み、屋敷内の至る所に下働きが灯りを灯ともす。程ほどなく夜食が運ばれてきた。崑国での夜食は軽く済ませるのが基本だが、客人がある場合はそこそこ品数を出す。

　運ばれたのは紅ホン酒ジユウの酒器。酒しゆ肴こうとなる海かい鮮せんの塩しお漬づけと瓜うりをあわせた小皿。香こうばしく煎いった松の実と鶏とり肉にくを餅もち米ごめに混ぜて蒸むした、掌てのひらの窪くぼみに載る程度の小さな粽ちまき。とろみをつけた鶏ズイ湯タンに、すり下ろした芋いもを溶とかした汁しる物もの。乾かん燥そうした果物を刻んで混ぜ込んだ、甘い蒸し菓が子し。

　宴うたげというには質素だが、夜食にしては豪ごう華かだ。

　侍じ女じよがさがると、蓮佳は朱西の盃さかずきに紅酒を満たし、自分も手て酌じやくで注ぐ。

「さあ、乾かん杯ぱいするか」

「何を祝しますか？」

　探さぐるような朱西の問いに、蓮佳は笑う。

「親友の子と会えたことを」

　注意深く蓮佳の様子を窺う。彼女は盃を上げて一気に飲み干したので、朱西も盃を空にする。

　朱西は箸はしを手にしたが、蓮佳は続けざまに盃をあおる。酔よう様子はなく顔色も変わらない。

「君は青修とうり二つだ。その君と照照が抱だき合っているのを見ると、思い出してしまったな。青修が燭国の姫ひめ君ぎみと逢あい引きしている様子を、考仁と一いつ緒しよに見てしまったときのことを」

　五、六杯も飲んだとき、蓮佳が苦い笑いを浮うかべながら口を開く。朱西は箸を置く。

「俺は、周考仁が実の父だと信じていました。物心つく頃ころには既に父はおらず、母と二人で暮らしていたので、俺は、母は考仁の愛人だと思い込んでいました。母が父のことを『死んだ』と言うのも、考仁の愛人であることを隠してのことかと。母は、田舎いなか町の貧しい場所に住むには、ひ弱すぎるようには思っていました。そのひ弱な人が生きるために、愛人となったのかと。ひ弱でしたが美しい人でしたから」

「わたしは君の母君のことは、よく知らない。青修と一緒にいる姿を何度か見た程度だからな。ただ君も言うように、見るからにか弱そうで、可か憐れんな女性だった」

「鳳青修……父はどんな人でしたか」

　知りたいと思うのは純じゆん粋すいな欲求だった。朱西は考仁に憎にくまれている。それは考仁が青修を憎んでいたからに違ちがいない。親友でありながら、それほど憎まれる実父の姿を知りたかった。

「考仁と並ぶほどの秀しゆう才さいで次期皇こう帝ていと目されていたが、政が嫌きらいだったな。彼は人が好きで、誰だれとでも仲良くなりたがった。だからこそ燭国後こう裔えいの姫君と、恋に落ちるようなことにもなったのだろう。それを鳳家が認めないとなると出しゆつ奔ぽんした。彼は政にも贅ぜい沢たくな暮らしにも、価値を見いださなかった。君と顔はよく似ているが」

　蓮佳は、朱西を見つめる。

「雰ふん囲い気きはまるで違う。似ても似つかない」

　何が言いたいのかと訝いぶかる。蓮佳はふっと笑うと立ちあがった。

「つまらん。君は青修じゃない。わたしは引きあげさせてもらう。君が休めるように室は整えさせているから、ゆっくり休め。すぐに案内させる」

　再び煙管を手にしてふらりと室を出て行く蓮佳を、朱西は困こん惑わくして見送るしかない。

（何が言いたい。そして俺の動きを怪あやしんだからこそ、理美を連れ出すことを阻そ止ししたのだろうが。すぐに俺を自由にするとは）

　自由にさせて、朱西が下手へたな動きをするのを待っている可能性もある。行動は逐ちく一いち、密かに監かん視しされていると思っていた方がいい。迂う闊かつに動くまいと判断すると、案内にやってきた侍女に従って室へと向かった。

　屋敷裏の庭院にわに面した室の前に来ると、侍女が立ち止まる。ここが自分に与えられる室らしいとわかると、朱西は歩ほ廊ろうの外へ、懐ふところから取り出した手しゆ巾きんを密かに落とす。

「こちらでございます」

　侍女が戸を開き、中へ入るように促される。礼を言いつつ一歩中に入り、ぎょっとした。

　室には朱しゆ色いろの蠟ろう燭そくが灯され、奥の寝しん台だいには情けない顔をした理美がちょこんと座っていたのだ。慌あわてて侍女をふり返ると、

「どうぞ、ごゆっくりとお楽しみくださいませ」

　と、含ふくみのある笑え顔がおで戸を閉めた。

（そうだった。自分で咄とつ嗟さに言ったことだ）

　今夜一晩、理美と過ごさなくてはならないのだ。彼女を見つけた瞬しゆん間かんは抱きしめてしまったが、それを帳消しにするためには、この場で徹てつ底てい的に突つき放す必要がある。しかし彼女が朱西に不ふ審しんを抱いだき、ともに逃にげ出すのを拒きよ否ひされても困る。彼女を突き放しつつ、朱西に従わせる離はなれ業わざをやってのける必要がある。うんざりするほど骨が折れるはずだ。

　そう思って理美の姿を改めて眺ながめて、ぎくりとした。

（なんという衣い装しようを着ているんだ!?）

　彼女が身につけている深しん衣いの絹は薄うす紅べにで驚くほど薄く、肩かたの線や脚あしの線が透すけていた。口元を押さえ目をそらしたが、耳が熱くなった。
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　朱西がやってくると、理美は寝台の上で小さくなった。できるなら豆まめ粒つぶになって彼の視線から逃げたいほどに、どうすればいいのか困った。身につけている深衣は、下手に動くと灯あかりの加減で肌はだが透けてしまう。理美の衣装に驚いたらしい朱西だったが、見たくないものを見てしまったように視線をそらすと、背を向けて卓たく子しの席に着く。

「すみません、あの。こんな格好で」

　謝ると、朱西が背中越ごしに厳しい声を出す。

「謝る前にまともな衣類を身につけてください。俺はこちらを向いていますから、その間に」

「それが……今まで着ていた襦じゆ裙くんは、持って行かれてしまいました。わたしがこれを着るときに抵てい抗こうしたので、置いて行くと着き替がえてしまうと思われたみたいで」

　朱西は卓子の上の紅酒の徳とつく利りに手を伸のばし、盃に注ぐとあおった。立て続けに二杯はいほどあおると、やっと落ち着いたように深く息をつく。

「寝台にお入りなさい」

「え、なんで」

「はやくお入りなさい」

　命じられて寝台に入り、掛かけ布ふを肩まで引きあげた。朱西は席を立ちこちらへやってくると、寝台に腰こしかけ、理美の耳元に屈かがみ込み囁ささやく。

「そのままでいてください。俺たちの行動は監視され、会話も聞かれている可能性がある。まずこの状態では、俺たちは迂闊に動けません。しかし夜中には必ず丈鉄が動くはずです。彼ならば監視の目を盗ぬすみ、なんらかの接せつ触しよくを図はかってくれます。それを待ちます。そしてそれ次し第だいで、あなたをここから連れ出す算段をします」

　耳をくすぐる吐と息いきに体が強こわ張ばる。

　梁はりの上から珠ちゃんがトンと、寝台に飛び下りてきた。朱西は珠ちゃんを認めて微笑ほほえむ。

「五ご龍りゆう。あなたも無事でしたか」

　珠ちゃんは朱西に近づくと髭ひげをそよがせ、青い瞳ひとみで彼を見つめて、ゆっくりと膝ひざの辺りへ寄ってくる。朱西は片手をあげ、それを押しとどめた。

「俺には必要ないと言いましたよ、五龍」

　珠ちゃんは悩なやむように首をひねると、その場にぺたりと伏ふせて尻しつ尾ぽを立てて揺ゆらす。わずかに不満そうだが、強しいて近寄ろうとはしない。

「あなたは丈鉄の動きがあるまでは、そうしていてください。目のやり場に困ります」

　立ちあがろうとする朱西の袖そでを、咄嗟に摑つかむ。

「待ってください、朱西様。教えてください」

　朱西の綺き麗れいなひとさし指が、理美の唇くちびるの前に突き出される。声を落とせということだ。慌てて声を落とす。

「教えてください。どうして、わたしを捜さがしてくれたんですか」

「周考仁の愚おろかな行動を嘲ちよう笑しようするためです。理由があったにしろ、彼は皇帝の寵ちよう姫きをかどわかすという暴挙に出てしまった。それを暴あばきあの人につきつけ、俺の慈じ悲ひであなたの失敗は伏せておきましょうと言って見下すためです」

　冷たい言葉だった。目的は本当にそうなのかもしれない。しかし出会った瞬間、彼は理美の無事を喜ぶように抱きしめてくれた。それは彼が理美に対して抱く恋こい心ごころが消えても、旧知の者を見捨てられない優やさしさの表れに違いなかった。抱きしめられた喜びが体に残っていて、わずかな勇気を与あたえてくれた。真っ直すぐに問う。

「でも、わたしの無事を喜んでくださいました。朱西様がわたしのことを、ただの旧知の者としか思っていないことは知っています。けれどそのただの旧知の者を、見捨てておけないと思ってくださったのでしょう？」

　起き上がり、立ちあがろうとする朱西の肩にしがみつく。声を落として食い下がる。

「教えてください」

「そんな姿でお止やめなさい」

　朱西が赤面した。囁く声で𠮟しつ責せきされるが、この機会を逃のがしたくない。

（朱西様の中にまだ冷れい酷こくに徹しきれないものがあるなら、朱西様の覚かく悟ごを揺すぶって、元の朱西様の場所に引き戻もどせる。取り戻せる）

「昔のよしみ」でも「丈鉄に泣きつかれた」でも、なんでもいい。朱西に微かすかな心の動きがあったからこそ、助けに来たのだと聞きたい。そのわずかな気持ちが朱西に残っていることを確かめられれば、元の彼を取り戻す可能性があると信じられる。

　朱西の決意を悟さとり、敵同士と確かく認にんしあったあのときから、流れは止められないと諦あきらめかけていた。けれど今こうやって来てくれたことで、まだわずかだが流れを止められる可能性を感じるのだ。

　目をそらし朱西は呻うめく。理美はすがりつく。

　甘い香かおりの香こうが焚たかれ朱色の蠟燭の火がゆらめき、どうにもこうにも艶なまめかしい雰囲気だったが、朱西はそれらを拒きよ絶ぜつするように沈ちん黙もくした。

「教えてください。本当の気持ちを」

　訴うつたえながら、朱西にだけ、心をさらけ出せと要求するのは不公平だと感じた。

（わたしも言わなきゃ。わたしも正直に話したい）

　ややこしいことは終わりにしたいと、心が訴えている。

　理美は朱西が青修の実子と知り、心を通わせることで彼を天下の大罪人にすることを恐おそれ、気持ちを隠かくした。しかし朱西は鳳家当主となり、祥飛と敵対する道を選んだのだから、理美が自分の心を偽いつわる必要はもうない。

　心を隠す苦しさを抱かかえている必要はない。朱西の心が理美になくとも、自分はまだ未練がましく朱西を慕したっていると告げても、自分が惨みじめで滑こつ稽けいなだけなのだから。

　自分の心を隠し続けるのは、もううんざりだ。

「わたしも本当の気持ちを言います。だから、教えてください」

「あなたの本当の気持ちなど、聞くにおよびません。知っています」

「いいえ、きっとご存知ないです！　わたしは生しよう涯がい陛下にお仕えして陛下を支え、陛下の良き臣になりたいです。陛下はわたしに居場所をくださった大切なお方です。命に代えてもお守りしたいです。けれど、ただ、恋しいと思ってしまうのは朱西様です」

　どこかに鋭するどい痛みを感じたように、朱西が顔をしかめた。

「およしなさい。聞きたくない」

「恋しいです。今も、最初からずっと」

「俺はあなたの敵です」

「知っています！　それが表向きのことだということも！」

　ぎょっとしたらしく、朱西は理美をふり返った。
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（ずっと、ずっと、言いたかった）

　関朝雲の騒そう動どうが収束した後、珠ちゃんを追って双そう龍りゆう宮きゆうで朱西と会ったあのときに、理美は彼が鳳家当主となった真意がわかったと思ったのだ。しかしそれを押し通そうとする彼の意志があまりにも強いので、もう引き留められないと覚悟していたのだ。

　けれど朱西が優しさを捨てきれないならば、彼の決心を揺るがすことは可能だと思えた。

　だからこそ今、直接問うべきだった。

「朱西様は鳳家当主となって陛下を追い込み、自らが帝てい位いにつくのが目的だと誰だれもが思っています。けれど朱西様は、一度もそれを口にされたことはない。儀山郷でわたしが帝位を望まれるのかと訊きいたときにも、青修の子として望まれることをすると仰おつしやっただけです。そして何よりも、朱西様は珠ちゃんを必要ないと返してくださった。自らの望みは、自らの力でしか叶かなえられないと。それは朱西様が、帝位を望んでいらっしゃらないからでしょう」

　帝位を奪うばうのが目的でなければ、朱西が鳳家当主となった理由は何か。そう考えると、理美の頭ですら簡単に答えが出たのだ。

「朱西様が鳳家当主となった本当の目的は、鳳家を内部から崩くずすことですよね」

　崑国の宮きゆう廷ていは歪ゆがんでいる。その歪みの原因は、唯ゆい一いつの支配者たる皇帝になるべき一族が、龍家と鳳家に分ぶん裂れつしてしまっていることだ。それは見過ごせない歪みで、国の安定に大きな影かげを落とす。国を憂うれう者であれば歪みを正したいと願って当然。そして朱西は国の行く末を憂いているのだと理美は感じる。

「わたしは、朱西様の望みがそれなのだと思いました。陛下のために、あえて鳳家の当主となったのだと。その覚悟は生半可ではないと。だからわたしも朱西様の敵になるのだと、双龍宮では言いました」

　目を見開いて理美を見つめる彼に言い訳を許すまいと、さらに言葉を継つぐ。

「周宰さい相しように全てを握にぎられた人生に、朱西様が虚むなしさを覚え、色々な思いを抱いだかれるのは当然です。それがあったからこそ、朱西様は鳳家当主になることを決意されたんだと思います。朱西様のご決断には、二つの動機があったのではないですか？　周宰相を苦しめるのと同時に、鳳家を崩ほう壊かいさせる、その二つ。その二つが目的であれば、この一件で周宰相を屈くつ服ぷくさせることができれば、朱西様の目的は半分達成されたことになりませんか？　残るのが鳳家の崩壊だけであれば、ここからは陛下の元へ帰って、陛下とともに鳳家を抑おさえこむ方法を考えてくださいませんか。そうすることが陛下にとっても朱西様にとっても、最良の方法ではありませんか!?」

「あなたの推測が当たっていると、本気で思っているのですか？」

　掠かすれた声で朱西が答えた。

「はい」

　迷いなく理美は頷うなずく。

「勘かん違ちがいです。俺は、そんな意図で鳳家当主になったのではない」

「では、どうしてですか」

「敵である人にそんなことを教えますか？」

　朱西の声は苦しそうだった。

「本当に敵であるなら無理です。本当にそうなら、わたしは朱西様の敵のはずです。けれど、わたしはまだ朱西様が恋こいしいです。だからわたしの推測は、わたしの願望の可能性もあります。けれど恋しいから、ただの願望ではないと信じたいんです」

「あなたは、どうして……どうして、俺をそんなに追い詰つめようとする！」

　耐たえきれなくなったように、朱西は理美の肩かたを摑つかんで寝しん台だいに押し倒たおした。彼に似合わない乱暴さに驚おどろき身をすくめたが、見おろす苦しそうな表情を認め、震ふるえる声で答えた。

「朱西様を取り戻したいからです。わたしは、朱西様の敵でいなくてはなりませんか？　朱西様も、わたしの敵でいなくてはなりませんか？　陛下はとてもお心が広いです。未いまだに朱西様のことを憎にくみきれていらっしゃらない。周宰相を苦しめたとしても、周宰相への気持ちはそれでは収まらないのかもしれません。けれど周宰相のことをここで心から追い出してしまえば、目的は半分遂とげられます。半分で気持ちを収めてください。もう半分、鳳家の崩壊は別の方法でも叶うのですから。本心をさらして陛下の元へ帰ると決意してくだされば、以前と同じに戻ることができます」

「それは、あなたの願望だ」

　見つめ合う。互たがいの気持ちに収しゆう拾しゆうがつかなくなっているのは、明らかだ。

「願望なんですか？　わたしの推測は全すべて、間違いですか？」

　痛みを堪こらえるように、朱西は固く目を閉じて眉まゆ根ねを寄せた。何かを考えている───そんなふうに見えた。

「……いいえ。そうです」

　小さく呟つぶやくと、朱西は目を開く。

「その通りと言っておきます」

　ゆっくりと二度ほど深呼吸して、彼は言葉を続けた。

「俺は周考仁に支配された虚しさを埋うめるために、あの人を苦しめたかった。そのために鳳家当主となり、あの人と敵対することを選びました。そして……それは、鳳家を内部から突つき崩すためでもあります。陛下のためでもあります」
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　日が沈しずんでも、呂蓮佳の屋や敷しきから鳳家の馬車が出てくる気配がない。何かあったに違いないと丈鉄は確信した。周囲が暗くなり屋敷内の物音が静まるのを待ち、裏手へ回った。

　先せん端たんに鉤かぎ爪づめをつけた縄なわを塀へいに向かって投げる。鉤爪が引っかかると強度を確かめ、縄を伝って塀を越こえた。

（こりゃ、朱西や理美には越えられないな）

　密みつ探たんの丈鉄ならば越えられるが、縄一本で塀を上り下りするのは素人しろうとには難しい。

　庭院にわの闇やみの濃こい場所を選んで進んでいくと、白粉おしろい花ばなが群れ咲さく近くの室の前に、侍じ女じよの姿があった。閉じた戸に耳を押し当て、中の声を聞こうとしている。見ると、室の前の歩ほ廊ろうの下、土の上に青白い鳳ほう凰おうを刺し繡しゆうした手しゆ巾きんが落ちていた。

（あの室に朱西がいるのは間違いない。しかもあいつが屋敷から出ないのは、理美もここにいるからだ。さて、どうやって二人を連れ出すか）

　考えながらも建物の東側に回り込むと、庭院に面した室に人ひと影かげがあった。室内はひどい散らかりようだったが、調度類の質は上等だ。室の主らしき者は、煙管キセルをふかす細身の優やさ男おとこ。

　しかし呂蓮佳は女のはず。よくよく見ると、骨格が男にしては細い。

（あれが呂蓮佳か。美人だが凜り々りしすぎる。俺の好みじゃないな）

　ざっと屋敷を観察する限り、料理人や廏うまや番ばんまで入れて使用人の数は十五人ほど。腕うでが立ちそうなのは門番を任されている男だけのようだ。朱西と理美を連れ、秘ひ密みつ裏りに脱だつ出しゆつするのは物理的に不可能だ。となると強きよう硬こう手段に出るしかない。

（俺が盗とう賊ぞくのふりをして押し入り呂蓮佳を人ひと質じちに取り、屋敷内の金目の物を持ってこいと使用人たちを走らせるか。その騒さわぎに乗じ、二人に逃にげ出すように指示をするのが手っ取り早い。まずは見張りの侍女をあの場から引っぺがして、二人が自由に行動できるようにしてやらないとな。それから呂蓮佳を人質に取るか）

　二人が逃げ出した後、丈鉄は蓮佳を盾たてにして屋敷から出て、適当なところで蓮佳を解放して姿をくらませれば良い。

　首に巻いていた布を鼻まで引きあげ、裏手に回ろうとして動きかけたそのときだった。門の方が何やら騒がしいことに気がつく。

　馬のいななきが聞こえ、廏番が声こわ高だかに話している。客人らしい。

（日が落ちてから客か？）

　蓮佳の室に、ひょこりと小間使いらしき少年が顔を出す。蓮佳も門前の騒がしさに気がついているらしく、少年が何か言う前に問う。

「客か」

「はい。宰相の周考仁様です」

　蓮佳はにやりとしたが、丈鉄は目をむく。

（周考仁だと!?　よりによって、このときにか）
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　登利範は早足で昇しよう龍りゆう殿でんへ向かっていた。すると「利範」と、背後から景有に呼ばれた。ちらっとふり返り、こちらも早足でやってくる景有のためにわずかに歩調を緩ゆるめ、二人並ぶとまた足を速める。

「遣つかいから伝言は聞いた。本当なのか」

　確かめる利範に、景有は懐ふところからくしゃくしゃの文ふみを取り出し、読めというように利範の胸に押しつけた。

「さっき、わたしの室に投げ込まれた。無視していいものでもないだろう。悪戯いたずらであろうとなかろうと」

　文を手に取り、利範は文面に目を落とす。そこには『雪理美は呂蓮佳の屋敷にいる』と記されていた。利範は文を景有に突き返す。

「呂蓮佳がなぜ、雪理美を自分の屋敷に留とどめている？　どんな思おも惑わくがあってだ」

「さてね。しかし我々が選んだ吏り部ぶ尚しよう書しよ候補が関かかわっているとなれば、まず陛下にご報告しなければならないだろう」

「周宰相は何処どこにおられるのだ、こんなときに。連れん絡らくがつかんとは」

　呻うめく利範に、景有は肩をすくめた。

「仕方ない。事が事だけに、周宰相と連絡がつくまで悠ゆう長ちように待っていられないだろう？　我々がこの情報をすぐに出さなかったとなれば、陛下がその後どれほどお怒いかりになるかわからない」

　二人は無言で昇龍殿へ入った。
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「丈鉄から何か知らせがあったか？　おまえは、理美の行方ゆくえに関して何か摑めたか」

　四し夫ふ人じんからの気き遣づかいの文を受け取った祥飛は、それを持参した伯礼に問う。退室しようとしていた伯礼は足を止め、祥飛の前に戻もどると首を横に振ふる。

「どちらに関しても、何もないとしか申し上げられません。丈鉄はどこまで理美の行方に迫せまっているのかわかりませんが、わたしの方の捜そう索さくは困難を極きわめています。目もく撃げき者が皆かい無むなのですから、怪あやしげな者の当たりをつけて調べていくしかないのですが。その当たりがつきません」

「なぜ丈鉄と協力しない」

「彼が協力を拒こばみました。朱西と関わっているからでしょう」

　涼すずしい夜風が吹ふきこみ、祥飛の睫まつげに触ふれた。

（伯礼は丈鉄の動きを危き惧ぐしているらしいが、余にはさほどの不安はない）

　もし丈鉄と朱西がともに動いているならば、これ以上頼たよりになることはない。二人が理美を捜さがしているとするなら、必ず見つけ出すはず。そんな確信めいたものがある。

（朱西。おまえに直接会って真意を問いたい）

　朱西が鳳家当主となって以降、祥飛は様々な苦痛を突きつけられていた。それでもなお期待してしまうのは、幼い頃ころから傍かたわらにいた男の人間性を良く知っていると思うからだ。これが自分の願望からくる錯さつ覚かくでないと、信じたい。

　そのとき「夜分に失礼いたします」と室の前から声がして、利範と景有が揃そろって現れた。取り次ぎもなく来た二人に驚おどろき、祥飛と伯礼は顔を見合わせた。二人がこんな夜分にやってくるのは珍めずらしい。ひどく慌あわてているのだろう。

「どうした。何か起こったか？　にしては考仁がいないが」

「周宰さい相しようとは現在連絡がつきませんが、連絡が取れるまで待っていられませんでした」

　低く答えたのは利範。二人の尚書は祥飛の前に来ると礼をとり、景有が懐から取り出した文を差し出す。手に取って一読し、祥飛は目を見開く。体に震ふるえが走る。

「理美が呂蓮佳の屋敷にいるだと!?」

　伯礼が「まさか」と呟く。

「これは、どうしたのだ!?　誰だれからの文だ」

「わかりません。先さき程ほど、わたしの室に何者かが投げ込んだものです。そこに書かれていることの真しん偽ぎはともかく、陛下にご報告して判断を仰あおごうと参りました」

　文を握にぎりしめた祥飛の拳こぶしは震えた。

（これを鵜う吞のみにして良いものか。景有の室に投げ込まれた、誰ともわからぬ者からの密告を）

　黙もく殺さつすることもできる。しかし、もしこれが事実なら、動かない自分は間ま抜ぬけだ。

　そこに何もなければ蓮佳に頭を下げれば良い。皇こう帝ていとして臣下に頭を下げるのは望ましくないとわかっているが、それを躊躇ためらっている場合ではないはず。文を握りしめて声を張った。

「許訓記！　いるか！」

「はい」

　隣りん室しつから許訓記が姿を現し、祥飛の前に跪ひざまずく。

「手勢を引き連れて呂蓮佳の屋敷へ向かえ！　抵てい抗こうするようなら余の命令と告げ、押し通ってかまわん。そこに理美がいるかもしれぬ。もしそこに理美がいたらすぐさま保護し、あれを攫さらった犯人とおぼしき者は全すべて宮城へ引っ立てろ」

　訓記は驚いたようだったが、すぐに武人らしく表情を引き締しめ「御ぎよ意い」と答えて立ちあがる。




　　　二




　見つめ合っていると息が苦しくなる。理美は小さくあえぐようにして問う。

「本当に……？」

「ただ俺の虚むなしさは消えていません。だから周考仁に敵対することは止やめませんし、鳳家当主を降りる気もありません。俺の思惑がどうであろうと、陛下の元に戻ることは無理です」

「でも、もし仮に朱西様の虚しさが消えれば、陛下の元へ戻ってくださいますか？　鳳家を崩くずすにしても陛下とともに、陛下の臣として、ともに働いてくださいますか」

　朱西は無言で理美を見つめる。頷うなずきそうになりながらも、何かがそれを阻そ止ししているような奇き妙みような葛かつ藤とうが見えた。

（朱西様？）

　理美の推測の通りだと朱西は答えてくれた。しかしなぜか理美は不可解さを感じる。

　彼の行動や言葉から、理美は自分の推測がほぼ正しいと信じている。しかし違い和わ感かんが拭ぬぐえない。まるで今この瞬しゆん間かんですら、彼に騙だまされているような。

　ことりと戸の外で音がした。理美と朱西、同時にはっと出入り口の方へ目を向けると戸が動く。朱西はすぐさま立ちあがり、寝しん台だいに背を向け距きよ離りをとる。理美は掛かけ布ふを引き寄せた。

　珠ちゃんが慌てて、寝台の下へ潜もぐりこむ。

　戸が開き、襦じゆ裙くん一揃いを捧ささげ持った侍じ女じよが現れた。彼女はその場で膝ひざを折る。

「おくつろぎのところ申し訳ありません。主あるじ、呂蓮佳より、急ぎお二人とも支し度たくして、主の室に参られよと伝言です」

「俺と彼女の二人ともですか？　御ご用ようはなんでしょうか」

「お二人です。御用は室に来ればわかるとだけ、申し伝えよと言われております」

　侍女は襦裙を卓たく子しの上へと置くと、失礼いたしましたと礼をとり、さがる。

「わたしも一いつ緒しよにというのは、いったいなぜでしょうか」

「わかりません。あの人は、見るからに気まぐれだ。しかし従うべきでしょう」

　朱西は険しい顔で、卓子の上の襦裙を寝台まで運ぶ。

「まだ丈鉄とは連絡が取れていませんが、いずれ必ず彼の方からなんらかの動きを見せるはず。それまでは大人しく蓮佳に従いましょう。彼女が何をするつもりかわかりませんが、鳳家当主の俺に対して、無む茶ちやはしないはずです。それにお着き替がえなさい。俺は外へ出ています」

　きびすを返す朱西の袖そでを摑つかむ。

「朱西様、さっきの答えをください。虚しさが消えたら戻ってくださいますか？」

　すこし冷静になったらしい朱西は大きく溜ため息いきをつき、石の床ゆかに視線を落として答えた。

「人として生まれて政まつりごとに関わったからには、こう生きたいと願う野心が俺にもあります。野心というのは厄やつ介かいで、理性で宥なだめがたいものです。だから、全てがあなたの思うように上手うまくはいかないと言っておきます。そして俺の真意はどうあれ、今、あなたは俺の敵です」

「でも朱西様が陛下のために鳳家当主となったのであれば、本当の意味では敵ではありません」

「いいえ。周考仁を苦しめたいと願っている限り、陛下を支える頭脳を貶おとしめる俺は敵です。そして俺の野心が死なない限り、残りの半分も……」

　そこで言葉を切ると、理美の手を振り払はらうようにして外へ出た。

（野心？　どういう意味だろう）

　深しん衣いを脱ぬぎ捨て襦裙を身につけると、寝台の下にいた珠ちゃんが裳もの中へ入り込む。室から出ると、朱西が先に立って歩き出す。

　沈ちん黙もくしたままの朱西の背を見つめて、必死に考える。

（朱西様の決断を促うながした要因の半分を揺ゆすぶることができれば、元の朱西様に戻ってくれる可能性がある。今、わたしに何ができるの？　これほど近くにいる今）

　所々に蠟ろう燭そくが灯ともる歩ほ廊ろうを抜ける間、庭院にわで鳴く虫の声が耳に届く。

　夏が終わる。秋が近い。

　蓮佳の室の戸は開かれていた。もやもやと煙草たばこの煙けむりが回廊へ漂ただよい出ている。出入り口に立った朱西が、礼をとる前に目を見開く。

「これは、なぜ」

　呻うめいた彼の背中越ごしに、室内が視野に入った理美は息を吞のむ。室の中央の卓子に煙管キセルを手にした蓮佳がいるのは当然として、彼女の対面に予想だにしなかった人物がいたのだ。

　黒の深衣を身に纏まとった男。

（周宰相！）

　咄とつ嗟さに理美は朱西の背に隠かくれるように身を縮めたが、既すでに遅おそい。考仁は理美の姿を見ていた。

　考仁も、この場に朱西と理美が現れたことに驚きよう愕がくしていた。椅い子すから腰こしを上げ、瞬まばたきもせずにこちらを見ている。

　蓮佳が煙を吐はき「来たな、二人とも。入って席に着け」と促す。しかし朱西も理美も動けない。考仁が蓮佳の方へ身を乗り出す。

「これは、どういうことだ蓮佳！」

「どうもこうもない。考仁が、わたしの屋敷へ来ると文ふみを寄こしたから、ならば今夜どうぞと返しただけだ。何か不都合が？」

　この遭そう遇ぐうは偶ぐう然ぜんではない。蓮佳が謀はかったのだと知り、朱西が一層身構えた。理美も怯おびえた。

（蓮佳様は、どうしてこんなことを!?　何をなさるつもりで）

　考仁の声はさらに大きくなる。

「この者がここにいるのに、なぜわたしを呼んだと訊きいているのだ。しかもあの娘むすめ！」

「あの娘は、陽老師の屋敷で偶然見つけた娘だ。可か哀わい相そうに鎖くさりで繫つながれていたから保護して、料理人として使っているんだ。この娘が何者か知っているんだな？　考仁。いや、そもそも」

　煙管を煙草盆ぼんにカンと打ちつけ火種を落とすと、蓮佳は凄すごんで考仁を下から覗のぞきこむ。

「十年以上放置され人から忘れ去られてはいるが、あの屋敷は英香のものだ。そして管理しているのは考仁、君だ。この娘をあそこに繫いだのは、君だ」

　断定されたことに歯を食いしばった考仁だが、それは数瞬。すぐに息をつき姿勢を正し、再び腰を下ろす。仮面を被かぶったかのように、すっといつもの落ち着き払った態度になる。

「そうだ。その娘をあの場に繫いだのは、わたしだ。おまえは何も知らずに保護したのだろうが、その娘は天下に災わざわいを成す者だ。引き渡わたしてもらう」

「彼女が災いを成すというのは、周宰相の妄もう言げんです。何かを思い込んでいるあの方にこの人を渡せば、この人の命はないでしょう。引き渡しはさせません」

　そう言うと朱西が一歩前に出る。蓮佳は二人を見比べ、わざとらしく首を傾かしげる。

「ほぉ、二人とも、それぞれ意見が違ちがうらしい。しかしそもそも、この娘が何者か教えてもらわなければね。わたしには彼女は、ただの料理人の娘に見える。さあ考仁。君が天下に災いを成すというこの娘、何者だ」

　考仁は押し黙だまる。

（周宰さい相しようは答えられないはずだわ）

　雪理美という名を蓮佳が聞いたら、皇后候補と気がつく。そうなれば考仁は、皇帝の寵ちよう姫きを天下に災いを成す者として鎖で繫いだのだと、告白することになるのだ。

「どうした考仁。答えないのか？　じゃあ朱西、君は？　君は彼女と知り合いではないと言っていたが、それは噓うそだな。天下に災いを成す娘というのが考仁の妄言だと、断言できる根こん拠きよがあるならな」

　朱西も言葉に詰つまる。彼も迂う闊かつに答えられないのは、この場には考仁がいるからだ。

　祥飛に知られれば身の破は滅めつになるこのとき、考仁が黙っているはずはない。考仁は覚かく悟ごを決め、一か八ばちかで、蓮佳に自らの思おも惑わくを明かして協力を求める可能性がある。二人は旧知。もし二人の思考が似かよっていたら、蓮佳も理美のことを天下に災いを成すとみなすかもしれない。

　二人は同じく陽老師に教育を受けたのだから、その可能性は高いと思える。

　蓮佳が正義感に溢あふれ、皇后候補の理美が政に巻きこまれることを良しとせず、無事に宮城へ送り届けてくれる可能性もある。しかしその可能性を信じるのは、あまりに楽天的。

　敵対する者が向かい合い、さらに思惑が読めない者がいるこの状じよう況きようで、理美の正体を明かすのは考仁にとっても朱西にとっても賭かけとなる。慎しん重ちような二人だからこそ、互たがいに答えに窮きゆうす。

「考仁も朱西も答える気がないのか。まあ、いい。夜は長い。わたしが言ったとおり、楽しい夜になりそうだろう？」

　戸を開け放ち風を入れていたので、室の奥には暗い庭院が見える。それら木々の向こうに鋭するどく光る星へと目を向け、蓮佳が促す。

「二人とも座れ」

　考仁の視線が恐おそろしくてたじろいだ理美の手を、朱西が摑んだ。そのまま中へと入る。卓子の所まで来ると目顔で理美に座れと促す。怯えて見返すと、彼は力強く頷うなずく。正面から、考仁と蓮佳と対たい峙じする覚悟を決めたらしい。

「なぜ、このような馬ば鹿かげた真ま似ねをするのだ、蓮佳」

　静かに考仁が問うと、蓮佳は煙管に新しい煙草の葉を詰めながら事もなげに言う。

「別に馬鹿げたことでもない。ちょっとした心こころ遣づかいってやつだよ。朱西は、わたしに挨あい拶さつに来た。考仁からは、わたしの屋や敷しきを訪ねたいと文をもらった。ちょうど良いと思って二人を呼んでやった。親子だろう？」

「親子ではありません。確かに真相を知るまでは親子だと信じていました。けれど俺は彼が他人と知り、尊敬の念も父への情も消え失うせました」

　朱西が冷めた声で答える。考仁は薄うつすら笑う。

「もとより、わたしはこの者に情など湧わいたことがない」

　冷れい酷こくな答えにも朱西は動じる気配がなく、横目で考仁を見ただけ。

「そうなのか？　随ずい分ぶん、不思議なことがあるものだな。朱西は今、『尊敬の念も父への情も消え失せました』と言ったぞ」

　蓮佳は、からかうように言った。聞き流してしまいそうな冗じよう談だんめかした軽口が、引っかかる。

（不思議と？　蓮佳様は何を不思議と仰おつしやったの？）

　欺あざむかれていたと知った朱西から、尊敬や情が消えるのは不思議でもなんでもない。当然のことだ。ならば蓮佳は何を不思議と言ったのだろうか。

（蓮佳様は間違いなく、朱西様の言葉を不思議と仰った。何処どこが不思議なの？　尊敬の念も父への情も消え失せたという、その言葉の何処が）

　はっとした。

（尊敬の念や父への情!?　そうだわ！　蓮佳様は、それを不思議と仰ったんだ）

　興奮で胸がどきどきしてくる。

　考仁は、朱西に情など湧いたことがないと言ったが、はたして本当だろうか。

　育てている子に、なんの愛情も持ちえなかったとしたら、育てられた子はどうだろうか。

　子どもだからこそ敏びん感かんに、自分が愛されていないことを悟さとる。必死に愛を得ようとするはず。しかし何をしても、どう頑がん張ばっても愛を得られないと知れば、その子は愛を得ることを諦あきらめる。そして相手に対して無関心になる、あるいは憎にくむ。

（尊敬や父への情。それらが朱西様の中に存在していたこと、そのことこそが不思議なんだ。だってそれは矛む盾じゆんするから。周宰相の中には矛盾がある）

　考仁が一ひと欠片かけらの愛情も朱西に持たなかったとしたら、朱西が考仁に尊敬の念と父への情を、わずかでも心の中に育はぐくめたことが不思議で、矛盾するのだ。育めたとしたらそこには、なにかしら、それらを育むための栄養が必要だ。

　何かの影かげが理美の中に浮うかぶ。

　考仁はひどく不ふ愉ゆ快かいな表情になる。

（その矛盾に、ご本人が気がついてない）

　この瞬しゆん間かんそれに気がつき、今まで見えなかったものの輪りん郭かくが一気に現れる。

（青修様が姿を消してから周宰相が変わったとしたら、そのときから、周宰相の中で何かがねじれてしまったはず。なぜ周宰相の気持ちがねじれたのか、青修様に対して憎しみを抱いだいたのかわからない。けれどその憎しみを抱いた相手の子を見殺しにすることなく、実子として立派に育てた。憎んでいたなら殺せばいい。あるいは、もっとひどい境遇に落とせばいいのに）

　この矛盾した行こう為いは、考仁の中に居座り続ける矛盾からくるものだ。

　陽夫人は、考仁に慈いつくしみの心があったと信じている。それはある意味間違いで、ある意味正しいのかもしれない。

（周宰相の中には、親友として慕したっていた青修様への友情と、青修様を憎む気持ちと、二つの気持ちが同時に存在している）

　青修への愛情と憎しみが、考仁の心の中にあるのだ。だから彼の行為には矛盾があり、その矛盾が朱西たちを苦しめたのだ。

　真逆の感情が同時に存在することは、ありえるかもしれない。恐こわいけど、近づきたい。美しさを賛美しながらも、穢けがしてみたい。愛しているが、憎い。時として人の中には、真逆の思いが同居することがある。

（そうだとすると、これはまたとない機会になる）

　発見したものの大きさに、じわじわと興奮が高まってくる。

　朱西の虚むなしさを埋うめる方法は、何も考仁を苦しめるばかりではない。

（朱西様の虚しさを消す方法は、周宰相の実子として育てられた時間を虚しいものではないと思えるようになること。もし朱西様が、周宰相の慈しみを信じられれば……朱西様が鳳家当主となる覚悟を促うながした半分の要因が消える。朱西様を取り戻もどせるかもしれない）

　考仁に、今、自らの矛盾を気づいてもらえれば、朱西は考仁の慈しみを信じられると思えた。そしてそれによって、彼の覚悟をぐらつかせることが可能だと思えた。しかし。

（恐い……）

　考仁の、何もかも見通し先回りして、冷酷に物事を切り落としていくようなその気配が恐い。

　考仁と朱西は沈ちん黙もくしたまま。互いに相手を牽けん制せいするかのように見つめ合っていたが、そこにある緊きん張ちよう感かんに場の空気はぴりぴりと震ふるえる。

（これは千せん載ざい一いち遇ぐうの機会。わたしは、どうすればこの機会を無む駄だにせずに済むの）

　焦あせる理美の耳に、懐なつかしい声が聞こえた。

　──あなたができることなんて、ずっと一つしかないでしょうに。

　懐かしい姉斎さい宮ぐうの声。はっとして、膝ひざの上に置いた両手を握にぎりしめる。

（糸がこんがらがったときは糸の端はしを見つけなきゃ、糸は解けない。思いがこんがらがっているときも同じように、一番初めを見つけないと）

　考仁の思いが複雑になってしまう最初は、青春時代。青修と一いつ緒しよに過ごしていた書生のときだ。

（周宰さい相しようの気持ちがねじれる前。一番初めはそこ。周宰相が確かに青修様との友情を自覚していたとき。その思いがまだご自分の心の中に残っているのだと、周宰相が悟ってくだされば、きっとご自分の矛盾に気がつく）

　蓮佳の横顔を見て思い出す。

（試ためしてみよう、今。この機会に何もせず、恐がって座っているだけじゃ、なんにもならない）

　意を決し声をかける。

「蓮佳様。楽しい夜に相応ふさわしい料理を饗きようしたいのですが、お許しをいただけますか？」

「料理？」

　不ふ審しんげに問い返した蓮佳をはじめ、考仁も朱西も訝いぶかる表情になる。理美は頷く。

「はい。この場に相応しいものを。わたしは料理人ですから」

　真っ直まぐな視線を受けとめ、蓮佳は暫しばらく沈黙した。煙草たばこの煙けむりが取り巻く彼女から、理美は目をそらさなかった。

（蓮佳様が何を思って朱西様と周宰相が出会うように仕組んだのか、わからない）

　しかし彼女は「楽しい夜」と、面おも白しろがるように口にした。彼女が静かな夜を望んでいないことだけは確かで、そうだとすれば、この場がかき乱されることこそ望むだろう。

「楽しい夜を楽しむために。この場に相応しいものをご用意いたします」

　だめ押しするように告げると、蓮佳が答えた。

「そうだね。話が弾はずむ気配はないが、誰だれかが席を立って帰るのも難しそうだ。やりたいなら、するがいい」

　この場を離はなれたら、何がどう転ぶかわからない。そのため考仁も朱西も迂う闊かつに帰れない。蓮佳はそれを見み透すかしているようだ。

「ありがとうございます。ではご用意します」

　立ちあがると一礼し、厨ちゆう房ぼうへ向かう。
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　胸がまだ、どきどきしていた。

（試さなきゃ。幸せだった青春時代、青修様に感じていた友情をはっきりと、周宰相に思い出してもらえるように）

　この機会は無駄にできない。

　厨房の灯あかりは落とされひと気はなかったが、竈かまどには種火が燻くすぶっていた。竈の種火を油皿の芯しんに移し、次々に厨房内の油皿へ火を灯ともして、厨房全体を明るくする。

　必要な調味料があることを確かく認にんしたあと、石いし室むろを覗のぞき野菜籠かごを探さぐり、これはと思う食材を作業台へ集めて竈の火をかき起こす。いつもなら薪まきを入れるが、竈の近くの、菰こも袋ぶくろに入れられた炭を取り出し、掌てのひらの大きさに砕くだいて竈の入り口に並べる。炭に火を移すのだ。

　そこから今度は、調理器具や食器が収められている棚たなへ走る。

　必要なものは一式、すぐに見つかった。土ど鍋なべと、炭をくべて使う土製炭たん炉ろ。土鍋は蓋ふた付つきで取っ手があり、和国で使われるものより丸っこくて深い。土製の炭炉は和国の七輪と似たような作りで、炭をくべる土の胴どう体たいに鉄製の五徳が載のせられている。

「これを使っていたはずよね、きっと」

　裳も裾すそから珠ちゃんが顔を出すと理美の体を駆かけあがり、しゅるしゅると彼女の長い髪かみを体に巻きつけ肩かたに乗る。手元を覗きこみ理美の顔を見上げ、「これで何するの？」と問うような不思議そうな目で見つめた。

「作れるかしら」

　不安が口をついて出るが、その弱気を、心の中の別の自分が𠮟しつ責せきする。

（作るのよ）

　自分の声に励はげまされ、頷うなずく。

（大だい丈じよう夫ぶ。やり方は、だいたいわかってる。あとは想像力を働かせるだけ）

　包丁を手に取り、大蒜にんにくと生しよう姜がを、大だい胆たんすぎるくらいの大きさでざくざく切る。

（作られる環かん境きようや、作り手を想像すればいい。細やかな手順は、ないはず。どちらかというと荒あらっぽいくらいでいい）

　野菜籠から取り出した葱ねぎも青菜も韮にらも大きめにざく切りにし、秋の走りの茸きのこは手でほぐす。赤くつやつやの唐とう辛がら子し数本は、へただけ手で取り除く。

　野菜の他に石室で見つけて持ち出していたのは、細長い乾かん麵めんと鶏とり肉にくだった。

　乾麵はまとめて二つに折り、鶏肉はぶつ切りにした。

　炭炉を土間に置くと、その底に火が入った炭を並べた。赤々と静かに燃える炭が並ぶと、上に土鍋を置く。

　暫く待って土鍋が熱くなると、鍋の底にわずかにたまる程度の油を入れる。さらに砂糖と甘ガン醬ジヤンを加えた。木べらで丹たん念ねんに混ぜると、とろりとした甘辛い香かおりが立つ。そこに大蒜と生姜を入れた。香こうばしさがぱっと立つ。鶏肉を入れる。ぴちぴちと油が弾はじけ、大蒜と生姜の香りに鶏肉が熱せられる香りが加わった。

（良い香り）

　食欲を刺し激げきする強い香りは、理美が想像するものとぴったりだ。その上にざく切りの葱と青菜と韮を入れ、一混ぜする。柄ひ杓しやくでくんだ水を加えた。蒸気が立つ。

　鍋に水が入り熱は落ち着くが、すぐにまた沸ふつ騰とうを始める。そこに辛から味み噌そを溶とかして加え、生の唐辛子を入れた。混ぜ合わせ、小皿に煮に汁じるをとりわけ味を見る。肩に乗った珠ちゃんが、立ちのぼる唐辛子の刺激に、鼻を前足でしきりに搔かく。

（鶏ズイ湯タンや堅けん魚ぎよ堅けんや海うみ布ふを使わなくても、鶏肉と野菜が良い出汁だしになってる。こくがある）

　茸を加え、半分に折った乾麵をそのまま入れる。理美の感覚からすれば、これは乱暴な行こう為いだ。しかし。

（でも、きっと。こんなふうにしたはず）

　そのときのことを想像し、判断した。
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（さあ、見ものだぞ。こんな面白い見み世せ物ものは滅めつ多たにないだろう）

　蓮佳は、ほくそ笑えむ。

　陽老師の屋や敷しき跡あとは陽夫人の所有であり、その管理を任されているのは考仁だ。そのことから蓮佳は照照を発見した当初から、彼女の監かん禁きんに考仁が関かん与よしているだろうと考えていた。

　監禁されていた娘むすめは頑かたくなで、身分を明かそうとしなかった。しかし身なりや、侍じ郎ろうたる蓮佳に対等な口をきく様子から、身分のある者とわかった。

　ただ料理をするので困こん惑わくした。どこぞの姫ひめ君ぎみかと推測していたが、違ちがうのだろうかと。しかし陽夫人の訪問で、蓮佳は彼女が皇こう帝ていに近い場所にいるべき娘だとわかった。かつて食しき学がく博はか士せであり侍中であった朱西を、親しげに「朱西様」と呼ぶからには間違いない。

　そこに朱西が乗りこんできた。間違いなく彼ら二人は知り合い。

　地方を巡めぐっていようとも、蓮佳とて官かん吏りの端くれ。皇后候補が決まったのは知っていたし、西沙国の皇女が麒き之の月づきにやってきたことも知っていた。さらに皇后候補が行方ゆくえ知れずだという話も、耳に入っていた。

　そこでようやく彼女の身元が絞しぼれた。

（彼女は皇后候補の雪理美）

　皇帝の思いを躊ちゆう躇ちよなく踏ふみにじることができ、なんの役にも立たない皇后候補を捕とらえる可能性があるのは、ただ一人。周考仁。それも確信した。

　考仁の思考をよく理解している蓮佳は、彼が理美を密ひそかに捕らえた理由もわかる。西沙国との関係で、彼女が邪じや魔まになったのだろうと。しかし短たん絡らく的すぎるとも思えた。露ろ見けんすれば進退に関かかわる大事だ。常の考仁ならばそんな行動には出ない。よほど感情的になったのかと。

　白粉おしろい花ばなの群れの中で抱だき合う理美と朱西は恋こい人びと同士のようだった。皇后候補と鳳家当主が通じていることは意外であり謎なぞであり、今後の大きな問題になるだろう。しかしそれ以上に蓮佳を驚おどろかせたのは、二人の様子を目まの当たりにしたとき、過去の光景と目の前の光景が重なって見えたことだ。

　青修と燭国後こう裔えいの姫が抱き合っていた光景と、目の前の光景が重なった。

（もし考仁の目にも、朱西と理美があんなふうに見えていたら）

　おそらく考仁の気持ちは、青修が姿を消す直前に引き戻もどされるに違いない。

（そうだとしたら感情的になったかもしれない。感情に流されることを嘲ちよう笑しようしている彼が、感情的になったんだろう）

　ならば、と考えた。いっそもっと乱してやろうか、と。

　そこで蓮佳は、朱西と考仁が鉢はち合あわせるように謀はかった。

　考仁を断罪するつもりも、朱西を助けてやるつもりもない。理美も、状じよう況きよう次し第だいではどうなるかわからないが、かまわない。

　ただ蓮佳は現状が気に入らないのだ。様々なものが絡からみ合い、こんがらがって、陽夫人が泣いているのが気に入らない。

　絡み合って手に負えない物事なら、いっそ壊こわれてしまっても良いのではないか。そのほうがせいせいする。蓮佳はもっと、根本的に大切なものを大切にしたい。そのために、要いらぬものは壊れてしまえばいい。そのほうがすっきりと、大切なものを大切にできる。

　吏部尚しよう書しよ就任の打だ診しんがあってから、蓮佳は自分が、大切なものを守れる立場に立てると思った。だからもし自分が吏部尚書に就任するならば、その前に余計なものは壊しておきたい。

　考仁は青修の行方を知りながら蓮佳にそれを隠かくし、あまつさえ青修の実子を育てながらも我が子と偽いつわり、今は陽夫人を泣かせている。何も知らない蓮佳や陽夫人が、青修の行方を心配するのがさぞ面おも白しろかったろうと思うと、怒いかりが湧わく。朝ちよう廷ていを支える宰さい相しようたる彼を断罪も糾きゆう弾だんもするつもりはないが、彼が困惑し焦あせるのを眺ながめて面白がってやりたい。自じ業ごう自じ得とくだと。

（この面白い見世物に、雪理美はどんなものを添そえようとしている？）

　おかしな皇后候補だ。こんなときに料理をしたいと申し出るとは、何を考えているのか。ただそれでも料理を許したのは、この見世物が、もっと面白くなりそうな予感がしたからだ。
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　考仁は苛いら立だっていた。蓮佳が何を考えているのかわからないし、自分の手を離はなれて予測できない行動に走る朱西を見ていると、むかむかと腹が立つ。

　ただ蓮佳の行動より、朱西への腹立たしさの方が何十倍も大きい。彼と睨にらみ合っていると、つくづく青修に顔が似ている。しかもこの場には蓮佳がいて、散らかり放題の室内はかつて書生として過ごした室を思い起こさせる。その場所に青修そっくりの顔をしている朱西がいるのだから、ともすれば時間が巻き戻ったかのような錯さつ覚かくすら起こさせる。

（しかし、青修はこんな表情をする男ではなかった）

　朱西は、冷え切った目で考仁を見つめている。どんなときでも、青修の目には楽しげな光があった。時にその瞳ひとみが曇くもることがあっても、それは哀かなしげな色だったり、切なげな色だったり。鋼はがねのように動かない朱西の目とはまるで違う。

（雪理美を手に入れて、この場を去らなければ。あの娘むすめ、自ら何者か名乗っていないらしい。それは幸いだったが）

　小娘でも、身分を明かす危険を察していたのは僥ぎよう倖こう。このまま蓮佳を丸めこみ、朱西を出し抜ぬき、理美を連れてこの場を去る方法が必要だ。

（しかし雪理美。あの馬ば鹿か者は、こんなときに何をするつもりだ）

　彼女が、事あるごとに料理を作るのは知っていたが、この状況で何を考えて料理をしようと思えるのか。その思考回路を辿たどるのも馬鹿馬鹿しい。

（どうするべきか。どうやって動くか）

　朱西と蓮佳の双そう方ほうを牽けん制せいしながら動く方法を考えあぐね、考仁は無表情のまま内心焦る。
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　朱西、考仁、蓮佳。沈ちん黙もくした三人の間に張る緊きん張ちようの糸を、丈鉄は庭院にわの暗がりに潜ひそみ見つめていた。

（理美が厨ちゆう房ぼうへ行った。彼女だけ連れて門を突とつ破ぱするか）

　今の隙すきに理美を連れ、廏うまやから馬を奪うばい脱だつ出しゆつするのが最善だろう。そのためには閉じられている門を先に開かなければならないので、門番を襲おそって縛しばり上げる必要がありそうだ。朱西は置き去りだが、彼は鳳家当主。立場をふりかざし上手うまく立ち回るはず。とにかく理美の存在が、考仁と朱西双方の動きを封ふうじているのだから、彼女を連れ去ればなんとでもなる。

　心を決め、音もなく腰こしを浮うかしたとき、遠くに複数の蹄ひづめの音といななきが聞こえた。ここは石山。夜更ふけてから人の往来はない。動きを止めて耳を澄すますと、蹄の音は近づいてくる。

　複数の騎き馬ばが屋敷に向かっているらしい。

（何かが来た）

　丈鉄は素す早ばやくその場を離れ、来らい襲しゆうするものを探さぐろうと暗がりを走った。
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（何を思いついたんだ、理美は）

　朱西は困惑していた。自ら料理を饗きようしたいと申し出るとき、理美は必ず何かを察し、思いついている。ただこの膠こう着ちやく状態の中で、彼女が何を思いついたのかは想像もできない。

（この状態のままでは出口がない）

　互たがいに思おも惑わくがあり牽制しあっている。狭せまい檻おりの中に、穿せん山ざん甲こうと蠍さそりと獅し子しがいるようなものだ。穿山甲は蠍を食うが獅子に食われる。蠍の毒は穿山甲の鱗うろこには歯が立たないが、獅子を一ひと刺さしして倒たおせる。獅子は穿山甲を嚙かみ砕くだくが、蠍の一刺しで倒れる。

（理美は、出口をこじ開けようとしているのだろうか。それとも別の何かか）

　取り戻したいと、切なげに訴うつたえた声が胸に残る。罵ののしられるよりも、蔑さげすまれるよりも、その方が朱西を追い詰つめるのに最適な言葉だった。

　食欲をそそる香かおりが室に流れ込む。車輪の軋きしむ音とともに、理美が手押しの配はい膳ぜん台を押して出入り口に姿を現す。配膳台には炭たん炉ろがあり、土ど鍋なべが載のせられていた。蓮佳は驚いたような顔をしたが、考仁は軽けい蔑べつの表情だ。

　理美は無言で室内に入り卓たく子しに近づき、炭炉を卓子の中央へ移す。それぞれの前に小さな碗わんと匙さじ、箸はしを置く。

（これはなんですか？　理美）

　目顔で問いかけると、彼女は微笑ほほえむ。まるで自分自身を勇気づけようとするように。
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　配膳台を押して室に入ったときから、理美は緊張していた。しかしここに望みがあると信じ、心を落ち着けようとした。今までに感じたことのない不安を覚える。考仁の瞳は、今までに会った誰だれよりも複雑で暗い色をしている。複雑すぎて、その混こん沌とんに何もかも跳はね返されそうだ。

（この機会を無む駄だにしないために。思い出してほしい、昔を）

　祈いのりながら目を閉じた。

　───神の口からすら、おいしいと一言を引き出せるように向き合え。美味うましの宮みやよ。

　ぴりっとした姉斎さい宮ぐうの言葉が耳に蘇よみがえり、

（はい。斎宮様。承知しました）

　心の中で返事して、理美は目を開く。

「この場に相応ふさわしいものを準備いたしました。召めし上がってください」
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　理美の気配の変化に、考仁は眉まゆをひそめた。

（どうした、この娘。今までと顔つきが違ちがう）

　常に不安そうで怯おびえが強く表れていた瞳は、落ち着き払はらって余よ裕ゆうすら見えた。その変化に不安を覚える。だがそれは一いつ瞬しゆん。考仁はゆっくりと息を吐はき、足を組み替かえた。

　誰かが誰かを追い詰めようとするとき、あるいは論破しようとするとき、動どう揺ようした方が負ける。場数を踏ふんだ考仁にはそれがわかっていたので、理美が挑いどんできていると感じ、身構えた。

「この場に相応しいものだと？　これが？」

　鼻で笑った考仁に、理美は微笑みを返し鍋の蓋ふたを取る。香りが一段と強くなり、周囲に漂ただよう。

（煮にこみ？　鍋か）

　彼女は土鍋から碗に適量をとりわけ、三人の前に置く。

「召し上がってください」

　考仁は動かなかった。これが生意気にも理美の挑ちよう戦せんであるなら、まず相手の土俵に乗らないことが肝かん要よう。朱西と蓮佳は箸を手にし、料理を口に運ぶ。

　理美は何もせず、黙だまって傍かたわらに控ひかえているだけ。

（まさかこの料理に意味はないのか？）

　逆に、頑かたくなに口をつけないことで、彼女の土俵に乗るかもしれない。それなら軽く口をつけ、箸を置けば良いこと。考仁は匙を手にし、碗の中に満たされている汁しるを一口すすった。その一口で美味うまいと感じた。好みの味だ。わずかにとろみがあるのは、煮こまれている乾かん麵めんのせいだろう。乾麵は別茹ゆでせずに鍋に入れると、とろみが出る。そのとろみも考仁の好み。

　しかしそれ以上のものは口にせず、匙を置いて顔をあげた。

　蓮佳の横顔と朱西の顔が同時に視界に入り、一瞬、頭の中がぐらりと揺ゆれた。景色が歪ゆがむような感覚は、なんだろうか。

（落ち着け。なんということはない景色だ。蓮佳と青修が一いつ緒しよにいるだけではないか）

　そう思った自分に、ぎょっとした。今自分は、蓮佳と青修がいると思った。

（これは！）

　この料理が何であるか気がついた。

　理美の目的はわからない。だがこの料理は間違いなく考仁か蓮佳、どちらかのための、あるいは、二人のための料理だ。

　卓子の下で考仁は拳こぶしを握にぎる。
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　蓮佳は、懐なつかしそうな表情で静かに箸を動かしていた。朱西も幾いくらか食べたが、これはなんだろうかと不思議そうで、時々理美の方へ視線を向けていた。

　考仁は暫しばらく動かなかったが、ようやく匙を手にして一口汁をすすり、すぐに匙を置く。その直後、彼の表情が一瞬強こわ張ばり青ざめた。

「これは室シー鍋グウオです」

　理美は告げた。

「蓮佳様から伺うかがった、周宰さい相しようと青修様が、書生の頃ころに作って食べていらしたものです」

「懐かしい味だな」

　蓮佳がぽつりと言う。

（思い出してほしい、昔の思いを）

　料理に祈ったのは唯ゆい一いつそのことだった。

　青修と過ごした青春時代、考仁は幸せで、気持ちもねじれていなかったに違いない。考仁と青修の室へ行き鍋を食べていた蓮佳が、微笑んでそのときのことを語れるのは、そこにいた二人が楽しそうで、幸せそうで、居い心ごこ地ちが良かったからだ。そのとき考仁は、一点の曇くもりもなく青修に友情を感じていただろう。

　友情は確かにあり、その後に考仁の心がねじれ複雑になり、変わったとしても。根を張った友情は消しよう滅めつしていないはず。だから考仁の中に矛む盾じゆんが生まれたに違いない。

　考仁の中に青修に対する友情が残っているから、それが朱西に対する情になった。理美にはそう思えた。だから考仁にそれをもう一度、己おのれの心に訊きいてほしかった。

　自分は青修に───ひいては、朱西に。どんな感情を抱いだいているのかと。

「思い出すな、考仁。昔を」

　呟つぶやく蓮佳の声に反応し、考仁がゆっくりと彼女を見やる。

「思い出す？　そうだな。思い出す」

　静かに答えた。

（思い出してくださった!?）

　笑え顔がおになりかけた理美に、考仁が視線をくれた。その暗い瞳ひとみにぎくりとした。

（この目は）

　考仁は特別の感かん慨がいもなさそうな白けた表情で、目の前の鍋を見やる。

「これは青修とわたしで、よく作っていた室鍋だ。蓮佳も食べに来ていた。食材を厨ちゆう房ぼうからくすねるのは常に青修の役割で、わたしは、もっぱらこれを作る役だった。一度、英香に見つかって渋しぶい顔をされたが、あれは陽老師に告げ口はしなかった。蓮佳が誤って鍋なべを蹴け飛とばし、わたしと青修の書を惨さん憺たんたる有様にしたことがある」

　淡たん々たんと考仁は告げる。感情を伴ともなわない語り口に、理美の中にすっと冷たいものが流れ込む。

「久しぶりに思い出した。単純に記き憶おくが蘇ったというだけだが。それで。おまえは何がしたい」

　理美は、未知の生き物が目の前に現れたかのような心持ちで考仁を見つめていた。

（思い出したと仰おつしやった……でも……）

　しかし考仁の心は微み塵じんも動いたようには見えない。

（この方の思い出には感情が伴っていない）

　蓮佳の話を聞く限り、考仁が青修に友情を感じていなかったはずはない。そう信じた。

　それなのに考仁は、喜びや友情の感情を一いつ切さい伴わずに、ただ映像や音の再現として思い出しただけだというのだろうか。

（それとも端はなっから周宰相の中には、青修様への友情はない？　どんなに楽しそうに見えても、どんなに友として過ごしていても、そこに周宰相は一切感情を伴っていなかった？）

　理美は食を饗きようすることで、人の心の何かが動かせると感じていた。そしてその何かを推おし量り饗するからこそ、居場所を得られてきたのだ。

　しかし饗する相手に感情がなければ、心を揺さぶられるはずがない。考仁は感情を持ち合わせていないのだろうか。そうだとしたら、人の心を推し量り、人の心を慰なぐさめ必要なものを饗する美味うましの宮みやは、考仁の前では無力だ。

（なんの感情も伴っていない。そんなことが）

　視界が歪んだ。

（そんなことが、あるの？　そんな人もいるの？）

　目め眩まいに似たものを感じた。考仁が席を立つ。

「蓮佳の茶番に付きあうのは、ここまでだ。わたしは帰る」

「天下に災わざわいを成す娘を、置いて行くのか？」

　背を向けて歩き出した考仁に蓮佳が問うと、彼はふり返りもせず答えた。

「好きにするがいい」

　考仁の姿が消えるのと同時に、足元が突とつ然ぜんさらさらの砂になって、一気に崩くずれて宙に放ほうり出されたような感覚がした。膝ひざが折れその場にへたり込みそうになる前に、理美の異変に気がついた朱西が席を立ち、間かん一いつ髪ぱつで体を支えてくれた。

「危ない！」

　蓮佳は卓たく子しに頰ほお杖づえをつくと、ぐつぐつと煮える室鍋をぼんやり視界に入れている。それは思案に暮れているようにも、つまらなくて、ふて腐くされているようにも見えた。

　どうしようもない無力感で、理美は考仁が去った戸口を見つめる。

「あの方には、わたしは……何もできない？　感情のない方に、どうやって……」

　恐きよう怖ふに近かった。思い出に感情が伴わない者などいるはずはないと思っていた。しかし考仁は過去を思い出したと言いながら、微塵も心が揺れる素そ振ぶりはなかった。あれほど詳しよう細さいに思い出しながら、淡々と、「記憶が蘇よみがえったというだけ」と言ってのけた。

「わたしの饗するものが間ま違ちがっていた？」

　我知らず呟いていた。

　理美は考仁に過去を思い出し、そのときの感情や思いを蘇らせてほしかった。確かに彼は過去を思い出したのだから、饗するものが間違っていたはずはない。しかし彼はその思い出したものに、微塵も感情を動かされなかったのだ。

「それとも、本当に感情がない？」

　心の中で姉斎さい宮ぐうを呼ぶ。

（斎宮様、斎宮様。わたしは間違えましたか!?　それとも心のない方が、この世にいるんですか!?　それとも、それとも、もっと、別の何かが……）

　必死に姉斎宮の声を聞こうとするが、何も聞こえない。それがまた不安で目が泳ぐ。

　気け怠だるそうな蓮佳が、室鍋を見つめながら言う。

「そうだな。考仁には感情がないかもしれない」

　その言葉に、ざわりと背筋に嫌いやな悪お寒かんが走る。心も感情もない者を相手にしては、理美は無力で、それは結局、自分が朱西を取り戻もどすために何もできないということだ。

　静かに、疲つかれたような声で朱西が口を開く。

「いいえ。生き物には必ず感情があります。それは生存するために必要不可欠だからです。危険を察知する本能の発はつ露ろが嫌けん悪お感かんで、安全で心地よい環かん境きようを認にん識しきするのが喜びです。本能に根ざしたものが、失われることはありえません。人の感情は複雑になりすぎて本能と結びついているのを怪あやしむ人がいますが、基本は生きるための機能です。単純な生き物は、単純な感情で生きられます。人は複雑だから複雑な感情で生きているだけです。だから感情が狂くるってしまうことはあっても、なくなりはしません」

　朱西の胸にすがりつき呼吸もままならないほど混乱していた理美の肩かたを、彼は突然乱暴なほどに強く摑つかむと自分から引き離はなした。

「お立ちなさい」

　膝に力が入らない理美を、朱西は真正面から見み据すえた。

「俺はあなたの敵だと言ったはずです。その俺に甘えるのはおよしなさい」

　𠮟しつ責せきの声に、理美はびくりと身を引いて数歩後ろへさがったが、朱西の手を離れた体には力が入らず、くたくたと床ゆかにへたり込む。冷ややかに朱西はそれを見おろす。

「あなたは聖せい餐さんを饗する仙せんなのでしょう。探求する者は思考を止めたら終わりです。考えなさい」

　静かな声に、理美は顔をあげた。

（終わり……。そうなのかしら、わたしは）

　耳に、突然鋭するどい声が聞こえた。

　──それでも美味宮か！

　沸ふつ騰とうした頭の中に、一筋鋭い光が斬きりこんできた。

（斎宮様）

　姉斎宮の声が、朱西が告げた言葉を理美の心の中に浮うかびあがらせた。

『感情が狂ってしまうことはあっても、なくなりはしません』

　朱西はそう口にした。彼の言葉が正しいなら、理美が感じる「感情のない者」に対する恐怖は勘かん違ちがいの恐怖だ。

『考えなさい』

　今、冷ややかに理美を見おろす朱西はそう言った。

『思考を止めたら終わりです』

　とも言った。彼は理美が終わったと言っているわけではなく、思考を止めたら終わりだと言ったのだ。だとしたら、するべきことは一つ。

（考えなきゃ）

　目の焦しよう点てんが徐じよ々じよに定まる。足に力が入らず、まだへたり込んだままだったが、見開いた目は床の一点を見つめた。
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（考えなきゃ、考えなきゃ！）

　考えるためには、何をすれば良いだろうか。まずは現状を理解することだ。

　考仁は過去を思い出した。それに感傷は伴わず、彼の心が動かされた気配はなかった。そして彼はこの場から立ち去った。たったそれだけ。しかし。

（立ち去った？）

　考仁は朱西と蓮佳を前に、理美をどうにか取り戻したかったはず。そうでなければ彼の身の破は滅めつだからだ。にもかかわらず、彼は理美を置いて立ち去った。

（なぜ？）




　　　二




　庭院にわへ向かう薄うす暗ぐらい回かい廊ろうを早足で歩きながら、考仁は額に手を添そえる。

（軽く目眩がする。まさか室シー鍋グウオに、何か混ぜ込んだわけでもあるまい）

　頭の中で、弾はじけたように笑う青修の声が響ひびく。

　その声は、青修が室鍋にこっそり生の唐とう辛がら子しを放りこみ、それを考仁が口に入れて大おお騒さわぎになったときのもの。かんかんに怒おこった考仁が青修に詰つめ寄ったとき、彼が放った笑い声に違いない。彼は「だんまり屋の考仁には、そのくらいが丁度良いぞ」と笑った。

　それから唐辛子を室鍋に放りこむのが慣例になった。青修が誤って口にして「辛い辛い」と騒げば、今度は考仁が笑ってやった。

　青修はよく笑う男だった。いつも明るい顔をしていた。彼らしからぬ切ない表情を初めて見たのは、彼が燭国の姫ひめ君ぎみと抱だき合っている姿を、竹林の向こうに見たときだった。彼は恋こい人びとを抱きしめながら、絶望的に切ない目をしていた。

　ぐるぐると、頭の中を過去の映像が巡めぐる。

　陽英香が、頰ほおを染めて青修の背中を見ていた。考仁は彼女の横顔から目をそらし、足元に咲さく小さな草花を見つめた。その花の白さが鮮せん明めいに蘇る。

　突つき飛ばされて尻しり餅もちをついた利発な少女が、野の良ら猫ねこのような目で相手を睨にらみあげていた。しかし少女は泣くこともなく、全身で相手に対する軽けい蔑べつを表していた。その強さに考仁は驚おどろき足を止めたが、隣となりを歩いていた青修は、躊躇ためらいなく彼女に近づき手をさしだした。少女がそれを叩たたき払はらうと、彼は「頼たのもしい奴やつだな。友だちになってくれ蓮佳」と真しん剣けんな目で言った。

　映像だけが、次々と流れる。

　そのときの気持ちや考えていたことは、全く思い出さない。それでも場面だけが展開していく。

（なんなのだ、これは！）

　足が速まる。

「どうしました。何やら、お腹立ちですか」

　突とつ然ぜんどこからか声がしたので、考仁は足を止めた。前方の柱の暗がりから出てきたのは秦丈鉄。彼の出現にはさほど驚かなかった。朱西が丈鉄と行動をともにしていることを知っていたので、彼がここに乗りこんでいてもおかしくはない。

「雪理美を取り戻し、わたしの所業を陛下に告発し、破滅させるために来たか」

　役に立つ剣として利用していた青年が、朱西と同様に忌いま忌ましい。実の父と知りながら彼は考仁の命令を拒きよ絶ぜつし手を離れ、祥飛に仕えることを選んだ。

「そうしたいのは山々ですがね。残念なことにあなたは宰さい相しようで、あなたと陛下の間に亀き裂れつが入れば、鳳家派の連中が喜ぶ。胸むなくそ悪いが、見み逃のがそうかと思っていたんですよ」

　考仁はほくそ笑えむ。

（そこに考えがおよんだのは褒ほめてやれるか）

　丈鉄は憂ゆう鬱うつげな顔で肩をすくめた。

「ただ俺が見逃しても、どうしようもない事態ってのはあるんでね。ご覚かく悟ごください。こうなったら、どうしようもない。ご自分でどうぞ自助努力を。あなたが取り乱してへまをされても困るので、予告だけはしておこうと思いましてね」

　何が言いたいのかと訝いぶかしんだが、丈鉄は芝しば居いがかった仕草で、庭院へどうぞと促うながすような手ぶりをする。考仁は顔を正面に向けて丈鉄には目もくれず、傍かたわらを通り過ぎた。

　建物を抜ぬけて門へと続く庭院へ出た。

　馬車を準備させようとして篝かがり火びが揺ゆれる庭院を見回すと、閉じた門が激しく打ち鳴らされる。

「門を開け！」

　命令に慣れた張りのある声は武人特有。

「皇こう帝てい陛下の勅ちよく命めいで屋や敷しき内を検あらためる！　勅任武官許訓記だ！」

（許訓記!?　なぜだ。陛下の勅命がなぜ）

　考仁は立ちすくむ。

（これが丈鉄の言った、どうしようもない事態か）

　門番が慌あわてて門を開く。門は外側から大きく押し開かれ、剣の柄つかに手をかけた許訓記を先頭に、衛え士じたちが駆かけ込んできた。彼らは考仁を取り囲み、そこへ訓記が、育ちの良さそうなつるりとした顔に似合わない険しさを張りつけて進み出てくる。

「周宰相、なぜこちらに」

　訓記は呆ぼう然ぜんと問う。それを威い圧あつするように、考仁は𠮟責する声で答えた。

「おまえごときに説明する必要はない。しかもこれはどういうことだ、許訓記。陛下の勅命とはなんだ。ここは吏り部ぶ尚しよう書しよ候補である、呂蓮佳の屋敷だぞ。無礼は許さない」

　驚きのために暫しばし判断が鈍にぶっていたらしい訓記だが、考仁の𠮟責の声に逆に正気づいたように、目に力が戻もどる。

「ここが呂蓮佳の屋敷であることは承知しています。我々は陛下のご命令で屋敷の捜そう索さくに参りました。それが最優先で、いかな周宰相が許さぬと言われても捜索はおこないます」

「目的は!?」

「ここに行方ゆくえ知れずになった雪理美様がいるとの報があったからです！　周宰相、ここに理美様がいるのですか!?」

　考仁は言葉に詰まった。表情を動かさないように努力しながら、奥歯を嚙かみしめた。

（雪理美の居所、朱西と丈鉄の他ほかにも誰だれかが突き止めたのか。いや、突き止める必要はないかもしれない）

　朱西に近い者が彼の行動を注視していれば、その行動から理美の居所を知ることは可能だった。朱西の行動を怪あやしまれずに注視するとなれば、鳳家に近い者に限られる。

（鳳家に近く、なおかつ皇帝に情報を流す者がいる。鳳家のためか皇帝のためか。何者だ）

　理美が保護されれば、彼女は考仁に監かん禁きんされていたことを喋しやべるだろう。そうなれば祥飛も、考仁をただで済ますはずはない。

　考仁の焦あせりを、訓記は敏びん感かんに感じ取ったらしい。険しい表情で警けい戒かいするように告げる。

「ご無礼いたします周宰相。我々とともに、宮城へお帰りください」

　考仁は小さく呻うめく。

「我ながら、なんたる失態だ」
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（なぜ立ち去ったの？）

　一点を見つめたまま理美は考えていた。

　考仁が立ち去ったのは、彼がこの場にいたくなかったからだ。彼の立場からすれば理美を置いて立ち去ってはいけなかったはず。それなのに立ち去ってしまったのは、理性的な判断を誤ったのだ。理性的な判断を誤る原因は、誤解や勘かん違ちがいがない限りは、理性を狂くるわせるほど動どう揺ようしたからに違いない。

（動揺した？　動揺……要するに、周宰相の中で何かが動いた）

　考仁の中で何かが動いたとしたら、理美が饗きようしたものは正しくなかったとしても、間違いではなかったかもしれない。

（そうだとしたら、わたしにはまだ朱西様のためにできることがあるかもしれない）

　ねじれてしまったものを真っ直すぐにして、壊こわれかけているものを修復して、去ろうとする者を引き留めることが、まだできるかもしれないのだ。

　突然、門の辺りが騒がしくなった。理美を見おろしていた朱西は背後をふり返り、顔を強こわ張ばらせた。

「何事だ！」

　と鋭するどく言って蓮佳が席を立つのと同時に、回かい廊ろうを駆ける複数の足音が響ひびく。侍じ女じよが驚き小さく悲鳴をあげるのが聞こえた。回廊に面した出入り口の暗がりに、衛士とおぼしき数人の男たちが現れた。彼らを押しのけるようにして、前に出てきたのは許訓記だった。

　信じられずに、理美は何度か瞬まばたきをした。

「訓記様？」

「理美様！」

　床ゆかにへたり込む理美と、その傍らに立つ朱西。そして卓たく子しの傍らに立つ蓮佳。

　その様子をひと目見た訓記は目をつり上げ肩かたを怒いからせると、剣を抜きつつ室内に踏ふみこみ、理美の側そばに駆けつけ、庇かばうように彼女の前に立った。抜き放った剣の先を朱西へ向ける。

「理美様から離はなれていただこう！　食しき学がく博はか士せ……いや、鳳家ご当主！」

　朱西は数歩後退するが、その目は落ち着いていた。

「なぜあなたまで、ここにいるのですか鳳家ご当主。先さき程ほど、庭院にわで周宰相にも会いました。周宰相と会っていたのですか!?　なぜ!?」

　混乱しているらしかったが、それでも訓記は理美を背後に庇い、剣の切っ先はあげたままその場を牽けん制せいする。

　緊きん張ちようした面おも持もちで蓮佳が問う。

「君は何者だ」

「勅任武官として陛下の護衛を務める、許訓記です」

　ほぉと感心したような声を出すと、蓮佳は値踏みするように、訓記のつるつるした顔を眺ながめる。朱西は訓記に向かって薄うすく微笑ほほえむ。

「何事かと思えば、あなたでしたか。なぜ夜よ更ふけにこちらに押し入るような真ま似ねを？　ここが工こう部ぶ侍郎であり、吏部尚書候補でもある官吏呂蓮佳の屋敷と知っての狼ろう藉ぜきですか」

「もとより承知です。陛下のご命令です。ここに理美様がいるという報があり、陛下は急ぎ僕を遣つかわしました。我々は陛下のご意向で動いています。それよりも、答えてください。なぜここに、周宰相とあなたがいる!?　秘ひ密みつ裏りに会っているその目的は!?」

　そこで言葉を切り、訓記は朱西を睨にらみつける。

「あなたがた二人が、理美様を攫さらったのか」

「違います訓記様！」

　慌てる理美の声に反応し、訓記は視線の方向を変えてさらに鋭く問う。

「では、あなたが犯人か。呂蓮佳」

「それも違います。訓記様、わたしは」

　考仁に連れ去られたと説明しようとしたが、直前で言葉を吞のみこむ。

（もし周宰相がわたしを攫ったと知られれば、陛下は周宰相に腹を立てる）

　祥飛が腹を立て、考仁を罷ひ免めんしてしまったらどうなるだろうか。皇帝を支える頭脳が一つ、すっぽりと抜ぬけ落ちる。罷免しないまでも考仁への不信が大きくなれば、政まつりごとを進める上で不協和音が生じる。様々なことが滞とどこおり、あるいは望ましくない方向に流れる可能性がある。

「誰が理美様を誘ゆう拐かいしたのですか、教えてください。この場で縄なわをかけ、陛下の前に引き出します」

　訓記の問いに焦る。

（どう答えればいいの）

　誰の仕し業わざにもすることができない。

「わたしは……、わたしは、こちらの屋敷にご招待をいただいただけです！」

　咄とつ嗟さに口にした言葉に、訓記が信じられないというようにふり返る。

「ご招待!?　何を言っているのですか」

「本当です。招待されていたんです」

　不ふ審しんも顕あらわに、訓記は蓮佳を睨む。

「理美様が口にされていることは本当ですか。なぜそのような経緯いきさつになりましたか」

「招待ねぇ」

　蓮佳はにやりとした。

「招待と言えば、招待か。わたしが彼女をここへ連れてきたのだから」

「とにかく呂蓮佳。あなたも僕と一いつ緒しよに宮城へ来てください。陛下の前で申し開きをしていただく」

「しかたないね、面めん倒どうだけど。どうすればいい？」

　溜ため息いき交じりに蓮佳が答えると、訓記は衛え士じの二人に目配せする。

「護衛をおつけします。ご自分の馬車で、彼らとともに宮城へお越こしください。くれぐれも、逃にげ出そうなどと考えないようにお願いします。我々は陛下から直々に命を受けております」

「護衛か。気遣い痛み入るね」

　嫌いや味みたらしく言うと、蓮佳は気け怠だるげな足取りで歩き出す。理美の横を通り過ぎざま、笑ってみせる。

「ようやく君の本当の名を呼べるな、雪理美」

（雪理美!?）

　訓記はこの場で『理美様』としか呼んでいない。考えてみれば蓮佳は、皇こう帝ていの護衛である勅ちよく任にん部官が来たのだと聞いても、さして驚おどろいた様子がなかった。

「ご存知だったんですか。わたしの正体」

　蓮佳はただ、にっと笑うと二人の衛士に前後を挟はさまれて悠ゆう然ぜんと歩いて行く。

　それを確かめると、訓記は剣けんの切っ先を朱西に向けた。

「あなたも一緒に来てください、鳳家ご当主」

「俺は行くつもりはありません」

　深しん衣いの裾すそをさらりとさばき、朱西は訓記を避よけて出入り口へ向かうように数歩進む。

「たまたま、ご挨あい拶さつに来ていただけです。あなたたちの騒そう動どうに、付きあう理由はないでしょう」

「犯人とおぼしき者は宮城へ引っ立てろとの陛下のご命令です」

「引っ立てる？　では、やってみますか？　許訓記」

　歩みを止めて目を細める。

「なんの証しよう拠こもなく、鳳家当主の俺を陛下のご命令として引っ立てますか？　あなたの行動は全すべて陛下の責任となるところですよ。証拠もなく俺を引き立て罪人あつかいしたとなれば、俺が無実であった場合は、どれほど鳳家に対しての無礼となるでしょうね。皇帝陛下は傍ぼう若じや無くぶ人じんに、鳳家当主さえ辱はずかしめたとなれば、官かん吏りたちや民たみの、陛下への評価がどう変わるか楽しみなことですね」

　明らかに訓記は怯ひるむ。

「通ります」

　鳳家当主の声と態度で告げる朱西に、訓記は押し黙だまり動かない。衛士たちを、右から左へと威い圧あつするように眺め、低く静かに朱西は言う。

「道をあけていただきます」

　気け圧おされた衛士たちがじりじりと背後に動くのを見て、訓記は諦あきらめたように剣を下ろす。

「さがれ。鳳家ご当主を、お通ししろ」

　悔くやしげな命令に、衛士たちも剣を下ろしてさがる。その前を朱西は悠然と通り過ぎる。

「朱西様」

　その背に向かって小さく呼びかけたが、彼はふり返らなかった。用は済んだとばかりに。歩み去るのは、近ちか頃ごろすっかり見慣れてしまった鳳家当主の背中だ。

　しかし朱西は理美を助けるため、ここまで来てくれた。そして周考仁への鬱うつ屈くつから鳳家当主になったが、目的の半分は鳳家を内部から突つき崩くずすことだとも認めた。

（朱西様の抱いだく虚むなしさを取り去ることができれば、以前の朱西様を取り戻もどせる可能性がある）

　ということは───もう一度理美は、周考仁と向き合う必要がある。

　饗きようするものを間ま違ちがえたのかもしれない。何かが、足りなかったのかもしれない。方法を誤ったのかもしれない。なんにしても、もう一度試みなければ自分の気持ちが収まらない。

「理美様。よくぞご無事で」

　剣を収めた訓記が、涙なみだぐみながら理美の前に跪ひざまずいたので、慌あわてて訓記の前にしゃがむと手を取って立たせた。

「訓記様！　お立ちください」

　つるつるした頰ほおに涙が流れると、幼い雰ふん囲い気きになり少年のように見えた。

「ありがとうございます訓記様。来てくださって」

「陛下が、ずっと心配しておられます。四し夫ふ人じんも、伯礼も丈鉄さんも、皆みな待っています。帰りましょう」

　言われると、祥飛のことをとても懐なつかしく思う。怒おこりっぽくて我が儘ままだが、甘えたい盛さかりの子どものようなところもある若き皇帝が、どれほど理美を心配し、心を痛めているか。四夫人も顔をつきあわせて、毎日のように溜息をついているかもしれない。伯礼はすました顔をしながら時に不安な目をして、丈鉄はきっと理美を捜さがして必死に動いてくれているはず。

　早く帰らなければと思う。そして自分が、帰ろうと思う場所があることが嬉うれしかった。

　あそこは間違いなく理美の居場所だ。だから帰れるのだ。
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　蓮佳の屋や敷しきから馬車を出させると、朱西は背もたれに頭をつけて溜息をついた。開いた窓から夜風が吹ふきこみ、先刻までの混乱で熱くなった頭を冷やしてくれるようだった。

　暫しばらく馬車を走らせていると、背後から蹄ひづめの音が追ってきた。窓から顔を出すと、薄い月明かりのおかげで一いつ騎きの人馬を確かく認にんできた。丈鉄だ。

　馬車の天てん井じようを叩たたいて合図し、止めさせた。丈鉄の馬はすぐに馬車に並んだ。

「残念なことに、苦心は水の泡あわだな、丈鉄。周考仁が理美を誘拐した事実が露ろ見けんするのは、時間の問題だろう」

　告げると、丈鉄は嫌な顔をした。

「陛下がその辺りを突っこまないでくれるなら、まだ、うやむやにできる可能性はあるが。さすがに陛下も、そこまで寛かん容ようじゃないだろうぜ。嬉しいかよ、鳳家当主」

　朱西は首を横に振ふる。

「鳳家としては望ましいかもしれないが、俺は残念だ。ここであの人が罷ひ免めんされたならば、俺の楽しみが消える」

　ちっと丈鉄は舌打ちした。

「誰だれが理美の居所を、俺たちと同時に突き止めやがったんだ」

（同時に？）

　偶ぐう然ぜん、そんなことがあるだろうか。朱西と丈鉄が理美を見つけたからこそ、その誰かも理美を見つけられたのではないだろうか。その誰かは朱西と丈鉄を見張っていたかもしれない。

　密みつ探たんの丈鉄は自在に動き回るので、彼の追つい跡せきは困難だ。となると見張られていたのは朱西。

　朱西が外出するときは、馬車をあれこれ乗り換かえる。どの馬車に朱西が乗っているか特定できなければ、鳳家に出入りする全ての馬車を追跡しない限りは、彼の外出先を特定するのが困難だからだ。

　しかし鳳家内部の者であれば、朱西がその日、どの馬車に乗って外出するか確認できる。

（鳳家の中心にいる誰かが、俺を見張っているのか）

　厄やつ介かいなことだと眉まゆをひそめる。

「しかし、まあ。おまえが協力してくれたことには礼を言うぜ。少しでも周考仁への憂うさ晴らしがしたいなら、宮城に顔を出せよ。これからおそらく、あの人への追つい及きゆうが始まる」

　じゃあなと手をあげ、丈鉄は馬の腹を蹴けって走り去った。

　再び馬車を出発させ、振しん動どうに身を任せながら朱西は長い溜息をつく。

（鳳家内部も安あん泰たいというわけではない。当然か）

　目を閉じる。すると耳に残った理美の切ない声が蘇よみがえる。

『朱西様を取り戻したいからです』

　真しん摯しな言葉だった。

（理美が察していたことは、鋭するどいとも言える。しかし大きく間違っている。俺はその間違いに乗じた。噓うそをついた。我ながら嫌になるほどの噓つきになった）

　今はまだ、彼女に勘かん違ちがいをさせておいた方がいい。

（その噓つきを、彼女は恋こいしいと言ってくれた）

　朱西は理美を突き放しつつも、それを隠かくしきれず無様に抱だきしめるような真ま似ねまでした。対して彼女は真っ直すぐに、恋しいと告げてくれた。恋しいと。その言葉だけで胸が温かく潤うるおう。

（理美。俺もあなたが恋しい。そう言えれば……どれほど幸せだろうか）

　今夜の三日月は、大きく明るかった。
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　晩夏───は、過ぎたのかもしれない。夜風は心ここ地ちよく冷えて、肌はだ寒ざむさすら感じる。

　都である安寧は、夜でもそこそこ賑にぎわっている。灯ひをともして開く店は多く、酔よいに身を任せてそぞろ歩く者、客を引く商売人などが出ていて賑やかだ。妓ぎ楼ろうも茶楼も夜のほうが客が多い。都の東西に振り分けられている盛り場は、遠く石山の頂いただきから見れば、闇やみ夜よに浮うかぶ両りよう翼よくのようだ。

　酔すい客きやくの間を縫ぬうようにして、伯礼は顔を隠して一いつ軒けんの茶楼へ向かっていた。以前、鳳寧孫に呼ばれて訪れたことのある場所だったため、迷うことはなかった。茶楼に着くと、店の主人らしき男を捕つかまえて「蔡という者だが、自分を待っている客がいるはずだ」と尋たずねた。

　店主は事前に言い含ふくめられていたらしく、伯礼を二階の一室へと案内した。

（さて、寧孫はどう反応するか）

　戸の前で伯礼は間をとり、心を静める。

　数日前。伯礼は鳳寧孫あてに文ふみを送った。内容は『以前申し出ていただいた話を、今いま更さらながら考え直した。あなたの意見を聞きたい。話がしたい』といったものだった。黙もく殺さつされる可能性が高いとは思ったが、意外にもすぐに返事が来て、この場所と時間を指定されたのだ。

　反応があったということは、寧孫はまだ、伯礼を使えると踏ふんでいるのだろう。

（うまく取り入ることができれば、鳳家側の正確な情報を得られる）

　祥飛の助けになれることは嬉しかった。伯礼は皇こう帝ていになれないが、皇帝を支えることはできる。それが自分の誇ほこりになるだろうと、近頃は時々思うようになった。

　鳳徳とく妃ひも心から祥飛の治世の安定を望んでいる。彼女の望みにも添そうことになるのだから、行動するのに迷いはなかった。

「蔡伯礼です」

　声を落として戸の向こうへ声をかけると、「入りたまえ」とくぐもった声で返事があった。

　寧孫の声ではない。何者かと訝いぶかしんだが、ある程度の危険は覚かく悟ごしているので中へ踏みこむ。踏みこんだ瞬しゆん間かん、ぎょっとして足を止めた。

　窓を背に立ち、こちらを見ている人物の顔が真っ白だったのだ。その人物は、笑いの形を刻んだ白い仮面をつけていた。身につけている深しん衣いも白。芝しば居いがかった出いで立ちだ。

「はじめまして蔡伯礼。鳳寧孫の代理で来た、熒惑という者です」

（熒惑？）

　災わざわいをもたらす星の名だ。

「なぜ鳳公がいらっしゃらないのですか」

　ふふふと仮面の下で熒惑は笑うと、「まあ、お座りなさい」と言って窓辺の卓たく子しに着く。

　警けい戒かいしながらも、伯礼は彼の前に座った。

「あなたから文が来たと、寧孫から相談を受けたのですよ。朱西が鳳家当主となってから、あの方は隠いん居きよあつかいされてしまって誰も寄りつきませんからね。わたしくらいですよ、彼の元へ顔を出すのは。それで、どうしようかと相談されたので、わたしが代わりに来たのです。老人は情に流されやすいのでね」

「情？　とは」

「朱西は寧孫を隠居あつかいし、鳳家の中ちゆう枢すうから追いやった。いわば乗っ取られたにもかかわらず、寧孫は朱西が憎にくくないらしい。孫だからとね」

「当然では？　それは乗っ取りではなく代だい替がわりでしょう」

「代替わりというのは、子や孫がしかける乗っ取りですよ。権力を欲ほつする者は永久に、死しても、自分の力を保ち続けたいものではないですか」

「どうでしょうか」

　曖あい昧まいに微笑ほほえむ伯礼の方へ、卓子越ごしに熒惑は身を乗り出す。

「あなたは、権力が欲しいのですね」

「権力かどうかは、わかりません。ただ鳳家ご当主が新たに立たれ、陛下と対たい峙じする様を見ると、わたしの中にある何かが疼うずきました」

「わたしは、あなたに権力をさしあげても良いと思う。あなたは不運ゆえに今の立場にいるが、本来なら正しく権力を引き継つぐ者であったはず」

「わたしに権力を？　しかしあなたたち鳳家に与くみする者が望むのは、鳳家当主が権力の中枢に座ることでしょう。あなたは違うんですか」

「無論それを望んでいます。鳳家当主は、なかなか上手うまく事を進めている。彼が中枢に座るのを、わたしも鳳家も望み力を合わせています。しかし」

　そこで声を落とす。

「一いつ旦たん彼がその座に座ったら、その後はなんとでもなります。玉座に座った朱西が不ふ慮りよの事故で死ねば、空位になる。そこにあなたは座れるでしょう。座ってみたくはありませんか？」

　驚おどろきに伯礼は声が出なかった。暫しばらくして声を絞しぼり出す。

「わたしは宦かん官がんです。子をなせません。そのわたしがその座についても、次代は」

「それは適当に見みつ繕くろえばいい。龍家だろうが鳳家だろうが、誰でもいいのでは？　いっそ今きん上じよう陛下を生かしておいて、子どもだけ作らせますか？　そしてあなたの子とすればいい」

　今度こそ声を失う。

　熒惑と名乗るこの男は、寧孫と懇こん意いのようだ。しかしこの男は、鳳家皇帝を望んでいるわけではなく、国の安定を望んでいるわけでもない。鳳家を利用して帝位を簒さん奪だつし、その後に国を自由に弄もてあそぼうとしているのだ。

　背中に嫌いやな悪お寒かんが走る。笑いの形の仮面の奥から、こちらを見つめる瞳ひとみに恐きよう怖ふを覚える。

（聞かされたからには、話に乗らなければ口くち封ふうじされるだろう）

　彼は、鳳家を裏切る算段をしている。その腹づもりを明かした相手が手を組むのを拒こばんだら、思おも惑わくを漏もらさないために相手を殺すしかない。仮面の奥の目は「わかっているだろう」と言うように、面おも白しろそうな笑えみをたたえている。

「どうですか。座ってみたいですか？　伯礼。日の当たる場所の真ん中に」

　熒惑は鳳家にとって獅し子し身しん中ちゆうの虫。祥飛にとっても、獅子の中で獅子を操あやつり襲おそいかかってこようとする厄やつ介かいな敵だ。

（なるほど災い星か。よくぞ名乗ったものだ。たいしたものが引っかかってくれた。この、数ならぬ身に）

　伯礼は魅み惑わく的に微笑む。

「ええ。できるなら」




　　　　[image: ]




　蓮佳と考仁はそれぞれの馬車に乗り、護衛と称しようした監かん視しをつけられて宮城へ入った。二人は正せい文ぶん殿でんに留め置かれることになったらしい。彼らと祥飛が対面して事の真相をただすのは明日になるだろうと、訓記は言っていた。

　理美は、急きゆう遽きよ手配された馬車に乗り、訓記の護衛で宮城に入った。

（陛下に、早く会わなければ）

　気が焦あせった。訓記が蓮佳の屋や敷しきで理美を発見したことは、先さき駆がけの使者から知らされているはず。彼はじりじりして待っているだろう。急がなければ「何をしていたのだ。のろま！」と怒ど鳴なられるかもしれない。

　昇しよう龍りゆう殿でん入り口までは訓記が随ずい行こうしたが、その先はお一人でと促うながされた。再会は二人だけでと、彼なりに気を遣つかってくれたらしい。足早に歩ほ廊ろうを抜ぬけ、真っ直すぐ祥飛の私室に向かった。

　室の前まで来ると礼をとり、帰き還かんの挨あい拶さつをしようと口を開く。

「夜分に失礼いたします陛下。ただいま戻もどりましたので、ご挨拶……」

　と、全すべて言い終わらないうちに、いきなり抱だきすくめられた。

「この馬ば鹿か者が！」

「陛下。ご心配をおかけしました。申し訳ありません」

　祥飛は震ふるえていた。理美を抱きすくめ、彼女の肩かたに顔を伏ふせるようにして何度も呟つぶやく。

「馬鹿者……馬鹿者」

　その背をあやすように、理美はそっと両手で撫なでた。

（帰ってきた。わたしの居場所）

　祥飛のいる場所が理美のいるべき場所で、ここに帰り着けたことが何より嬉うれしかった。

　存在を確かめようとするように、祥飛は理美の首筋に顔を寄せて口づけ、髪かみをすくいあげ口づけ、また強く抱きしめる。くすぐったいし苦しかったが、祥飛の気が済むまで、そうしてもらおうと覚悟して身を任せた。

　終わる気配がなかった抱ほう擁ようだったが、そのうち裳も裾すそから珠ちゃんが顔を出し、祥飛の姿を認めると、遊び友だちを見つけたかのように目をきらきらさせた。ぴょんと彼の腰こしに飛びつき、肩に飛び乗った。さすがに祥飛もそれには気がつき、顔をあげた。

「五ご龍りゆう。おまえも無事に帰ってきてくれたか」

　祥飛の目も輝かがやき、ようやく理美の体を自由にした。

　皇帝と五龍は鼻を突つき合わせて、互たがいの目を見る。珠ちゃんはキュキュッと鳴いて、二、三度ぴょんぴょん肩の上で跳はねると、勢いをつけて理美の頭の上へとひょいと飛び乗る。べたっと頭に珠ちゃんがはりつくと、祥飛は噴ふき出す。

「すみません陛下。珠ちゃんまで一いつ緒しよにいなくなって、ご心配をおかけしました」

「良い。帰ってきたのだから、良いのだ。いったいおまえの身に、何があったのだ」

　手を取ると、祥飛は理美を導いて室の奥にある長なが椅い子すに座らせ、自分も隣となりに腰を下ろす。

「いろいろありました」

「蓮佳の屋敷にいたと、訓記からの報告が先に来ている。その場には考仁と朱西もいたと。そしておまえは、あの場所に招待されたのだと言い張ったとも聞いている」

　そこで祥飛は険しい顔になる。

「しかし誰だれも信じぬぞ、そのようなこと。本当は何があった。誰かを庇かばっているのか」

　どう答えるべきか判断がつかない。ただ誤解を生むようなこと、祥飛の不利になるようなことは口にするべきではないとわかっていた。

「ご招待を受けたのだと、信じてくれませんか？」

「今、言ったぞ。そんな馬鹿な話を誰が信じると」

「それでも信じて、そういうことに、しておいてくださいませんか？」

「できぬ」

　祥飛の目に怒いかりがゆらめく。

「余のものを何者かが奪うばおうとした。許せぬ。おまえがどんな理由で誰を庇っていようとも、見過ごすことはできぬ。我が慢まんならん」

「だめです陛下。それほどお怒りになっては」

　理美は祥飛の袖そでにすがりつく。

　これほど腹を立てている祥飛が、理美を攫さらった犯人が考仁だと知ったならば、たとえ相手が頼たよりにしている宰さい相しようだとしても、ただで済ませるとは思えない。

「事実はどうなのだ、理美。蓮佳の屋敷に、考仁と朱西もいたのだろう。何者かが、おまえをかどわかし、その三人が力を合わせて、おまえを取り戻したのか。それとも、三人が結けつ託たくしておまえをかどわかしたのか」

「どちらでもありません」

「ならばあそこに、なぜあの三人がいた。なぜおまえは、あそこにいた。それを知らなければ、またおまえが何処どこかに連れ去られそうだ！」

　感情が昂たかぶり、祥飛は再び理美を抱きすくめる。

（これほど陛下を不安にさせてしまったのね、わたしは）

　胸が痛む。真実を話したいが、話してはならない。どちらの判断が正しいのか迷う。

「今夜は、ここにいろ」

　呻うめくように祥飛が言う。不安なのだろうと察し即そく答とうした。

「はい。ここにいます。わたしは帰ってきました。何処にも行きません。陛下がご心配なら、そのご心配が消えるまでずっとお側そばにいさせてください」

　今できることは、理美は帰ってきたのだと祥飛に実感させ、安心させることだけだろう。

　暫く、祥飛は理美を抱いたまま動かなかった。

「陛下？」

　どうしたのかと不ふ審しんを感じて呼ぶと、いきなり祥飛は立ちあがった。さらに理美の手を引いて立たせる。理美の頭の上にいた珠ちゃんが慌あわてて飛び下り、梁はりの上へと駆けあがった。

　珠ちゃんはびっくりしたように、青い目をくるくるさせてこちらを覗のぞいている。

　理美の手を持ち上げると、祥飛はその指先に愛いとしげに唇くちびるを寄せる。

「えっ!?」

　口づけた指先を握にぎりしめると、祥飛は理美の手を引いてそのまま寝しん室しつへと向かい、理美を寝台の上へ放ほうるようにした。

「陛下!?」

　祥飛は寝台に上ると、尻しり餅もちをつくように座った理美の腕うでを引っ張り転がした。そして自分もその横に身を投げるようにして横たわった。

「陛下、これは……!?」

　ますます驚おどろいて座ろうとする理美の手を、祥飛は摑つかむ。そして、

「そのままでいろ」

　と、強く命じた。祥飛はこちらを向いて横たわっていた。首を捻ひねって彼の顔を見る。寝室に灯ともされている蠟ろう燭そくの揺ゆらめきの中で、こちらを真しん剣けんに見つめる祥飛は美しかった。睫まつげが頰ほおに濃こい影かげを落として憂うれうように揺れる。

（これは、もしかして）

　宋貴き妃ひから、夜よ儀ぎの準備としてあれこれ聞かされたことが思い出される。

　話に聞くようなことが起こってしまったらと、とても恐こわくなった。

　もし祥飛が行動を起こしたら、どうするべきなのか。従順に従うことが望ましいのだろうが、そうできる自信がなかった。恐さのあまり悲鳴をあげ、祥飛を突き飛ばし、逃にげ出しかねないと思う。しかしそうすることで、祥飛を酷ひどく傷つけるはず。さんざん心配をかけたうえにさらに、傷つける真ま似ねはしたくないが、自分を抑おさえられないかもしれない。

（どうすればいいの……どうすれば……）

　体を強こわ張ばらせていたが───、祥飛が動く気配はない。

（あれ？）

　理美の目に、祥飛の生き真ま面じ目めな表情が映る。彼は理美の手を握り、彼女の横に横たわり、じっとこちらを見ているだけだ。理美の不思議そうな表情に気がついたのか、祥飛が口を開く。

「こうして、今夜はここで眠ねむれ。それだけで良い。心配するな。何もするつもりはない」

　意外すぎる命令に、理美は目をぱちくりさせた。

「え……と？　その……それで良いんですか？　この状じよう況きようで」

「夜儀も済んでいないのだ。その前にがっつくような、はしたない真似はせぬ」

　ふて腐くされたように祥飛は答えた。

「でも。宋貴妃様から聞いたところによると、男性の寝台なんかに入ったらもう、夜儀だの段取りだのは消し飛んで、悲劇は逃のがれようもないとか、なんとか」

「ごちゃごちゃ、うるさい！　襲おそうぞ」

　ひいっと理美は身を縮めた。

「すす、すみません」

「これでいい。おまえは、ぴんぴんして、ここにいる。それだけで、いい」

　祥飛は、握る手に力をこめる。

（お優やさしい）

　思わず笑えみがこぼれる。

　理美をかどわかした一連の事件の犯人が誰なのか、祥飛は必ず探さぐろうとするだろう。考仁の犯行だと知れたら、彼はどうするだろうか。祥飛と考仁の間に決定的な亀き裂れつが生まれたら、皇こう帝てい派は鳳家に対たい抗こうできるほどの結束力を保っていられるだろうか。

　蓮佳も、どうなるのか。吏り部ぶ尚しよう書しよ候補の彼女がこのまま、吏部尚書となるのか。もしなったとしたら、彼女は鳳家と祥飛のどちらに味方するのか。もし彼女が吏部尚書とならないなら、他ほかに誰が候補となるのか。

　不安が山のようにある。

（そして朱西様も）

　どんどん突き進もうとしている朱西を引き留め、元の彼を取り戻もどすためには、理美は考仁ともう一度向かい合う必要がある。考仁の心を揺らすことができれば、朱西の心も揺らぐはず。

（取り戻したい）

[image: ]

　いま祥飛と二人きりでいるこの室に、以前は祥飛と朱西と丈鉄がいた。彼ら三人が、困った顔をしたり笑ったり、難しい話をしていたりする、あのときを取り戻したい。

　祥飛は横になったまま、理美の横顔を見続けている。

「あの？　なんですか」

　祥飛の方を向くと、彼はごく真面目に答えた。

「つくづく、まあまあの顔だな。肌はだは相変わらず美しいが、それだけだな。四し夫ふ人じんと比ひ較かくすると、わりに頑がん丈じようそうだ。儚はかなげでないところが安心する」

「はぁ。なんだか、すみません」

「謝る必要はない。褒ほめている」

　どこが褒め言葉なのか謎なぞだったが、首を捻っているのが痛くなって、体を祥飛の方へ向けた。横になって向かい合う。しみじみと、彼の整った顔を眺ながめる。

「陛下は、お綺き麗れいですね」

「嬉うれしくない。強そうだとか、威い厳げんがあると言われた方が良い」

「えっと……、威厳もあります」

「今いま更さら、遅おそいわ」

　拗すねた声で言う祥飛が愛らしい。理美は、ほわんと笑ってしまう。

　蠟燭の火はゆらゆらと揺れ、いつの間にか燃え尽つき室内は暗くなった。その頃ころには理美も祥飛もぐっすり寝ね込こんでいたが、互たがいに手は握ったままだった。仔こ犬いぬが互いに重なりあって、互いの温ぬくもりと存在に安心して眠る様子に似ていた。

　暗くら闇やみの中、珠ちゃんは梁から降りてきて、眠る祥飛と理美の枕まくら元もとにやってきた。ちょこんと座って二人を見おろし、思案するようにしきりに首をひねる。

　初秋の夜空に星が瞬またたく。黒い山やま際ぎわにひときわ明るく輝かがやく赤い星、それが熒けい惑こく星せい。
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　皆みなさま、こんにちは。三み川かわみりです。

　今回の原げん稿こうを書いているとき、ある登場人物に大変苦しめられました。

　朱しゆ西せいパパ、考こう仁じんです。

　本当に面めん倒どうな人を出してしまいました。

　物語に登場する面倒な登場人物は、嫌きらいじゃないというよりは、むしろ好きな方なのですが。考仁の場合は……面倒すぎた！　その面倒さに巻きこまれ、担当様まで悩なやませてしまい。彼のおかげで物語の登場人物たちも、さぞ迷めい惑わくしているかと。書いていると、「ごめんね……こんな人を出しちゃって」という気分に、何度かなりました。

　登場人物といえば今回も、新しく登場する人物がいます。凪なぎ先生のラフを拝はい見けんして、勿もつ体たいないくらい格かつ好こういいと、うっとりしました。何がどう勿体ないかは、読んでもらえれば察していただけるかと思います。

　そんなこんなで書きあげた今回、楽しんでもらえたら嬉うれしいです。

　担当様。毎回ご迷惑をおかけしていますが、今回はさらに輪をかけて考仁問題で悩ませてしまい、本当に頭が上がりません。担当様がいなければ、自分が何ど処こへ向かっているやらもわからず、大混乱の極きわみだったかと思います。いつも頼たよりにして申し訳ありませんが、これからもこりずに、よろしくお願いいたします。

　イラストを描えがいてくださる、凪かすみ様。前回、とてつもなく愛らしいアーシャを描いていただき、ありがとうございます。可愛かわいくて可愛くて、キュンとしました。今回のあの方も挿さし絵えの中でどんな風に描いてもらえるのか、本当に楽しみです。表紙のラフも拝見し、素す敵てきさにワクワクしています。毎回本当に美しい挿絵を描いていただき有あり難がたいと、しみじみ思います。

　最後になりますが、読者の皆さま。この本を手にとっていただき、ありがとうございます。

　考仁の面倒くささのおかげ（？）で、次巻はもしかしたら、さほど間を置かずに出るかもしれません。あくまで可能性ですが、早めにお目にかかれたら良いなと思います。





三川みり


















電子書籍特典　書き下ろし短編

「甘い実」







　黒くろ塗ぬりの箱に詰まっているものは、まるで宝石のように見えた。

「わぁ、綺き麗れい」

　思わず声に出し、理り美みは箱が置かれている卓たく子しへ身を乗り出す。

　箱は両りよう掌てのひらに載るほどの大きさ。その上品な箱は、つやつやとした赤、黄、緑、紫と、様々な色の小粒の丸い果くだ物もので満たされていた。砂さ糖とう漬づけした上で乾かん燥そうさせてあるらしく、表面にはきらきらと砂糖の結晶が光っている。それらが彩いろどり鮮あざやかに箱の中にぎっしりと詰められ、輝かがやき、これこそ宝箱かと思えるような美しさ。

「素す晴ばらしいであろう」

　わざわざ自分の居室に理美を招まねき寄せて箱を見せた祥しよう飛ひは、誇ほこらしげに胸むねを張る。

　今朝けさ突然、水すい祇し宮きゆうの理美のもとへ、祥飛からの遣つかいが来た。見せたいものがあるから宮きゆう城じように参れという伝言だったので、なにかと思って参上したのだ。すると祥飛は、理美の挨あい拶さつも礼も終わらないうちに「これを見よ」と、嬉うれしそうに卓子の上にある箱を指さしたのだ。

　一緒に宮城に来た珠たまちゃんも卓子の上に座って、理美と同じく興味津しん々しんに箱を見つめている。

　よほどこれを見せたかったらしく、祥飛は声を弾はずませる。

「南小三国から贈られてきたものだ。珍めずらしい果物らしい。幸福の実というめでたい名がつけられていると聞いた。葡萄ぶどうに似ているが色が様々で、深い森林の中でしか採取できぬらしい。爽さわやかに甘く、香りが良いということだ。それを砂糖漬けにしたそうだが、この三倍の量の黄金と同等の価値があるらしい」

「三倍ですか!?　うわぁ……」

　とてもじゃないが食べられないと思った先から、祥飛が命めいじた。

「食べてみよ」

「とんでもない！　無理です」

　三歩ほど卓子から後あと退ずさる。しかし祥飛は、理美が何をそんなに遠えん慮りよするのかわからないと言いたげに首を傾かしげた。

「なにが無理だ。食べ物だ。食べなくてどうする」

　言いながら手を伸ばし、きらきらと光る赤色の実を一つつまみ、事もなげに口へ運ぶ。その様子に理美は目を見開く。

（平然と召めし上がった！）

　黄金の三倍の価値がある果物など、理美にとっては高価すぎて口にするのが恐おそろしい。しかし祥飛はさすがに皇帝、その辺りに頓とん着ちやくがないらしい。不ふ思し議ぎそうな顔をする。

「甘くて美味うまいものだ。なぜ口にせぬ」

「なぜって、陛へい下か。これは黄金の三倍の価値がある食べ物ですよ？」

「黄金より価値があって当然だ。そもそも黄金は食えぬ。黄金、黄金と皆みながありがたがるものだから、勢い高値がついて貴重なもののように思うが。飢き饉きんで麦の一粒でも欲しいときに、かわりに黄金が山とあっても、腹の足しにならぬではないか」

　理美は、目をぱちくりさせた。

（そうよね、確かに）

　宝石や黄金や、そういった財宝は貴重なものだ。しかし崑こん国こく皇帝たる祥飛は、物心ついたときから当然のように宝石を身につけ、黄金の装そう飾しよくを目にして生活している。その彼にとっては、黄金も宝石もさして大切なものと感じられないかもしれない。

（けれど、それは正しい感覚かも）

　誰だれ一人黄金や宝石を欲しがらなければ、黄金は柔やわらかくて、道具に仕立てるには使い勝手の良くない鉱こう物ぶつで、宝石は色のついた石ころだ。それよりも食べ物のほうが、よほど大切。

（陛下はもしかしたら、ものの本質を直感的に見抜けるのかもしれない）

　それは彼が素す直なおだからだろう。

　とはいえやはり、黄金の三倍の価値がある果物に、理美はおいそれと手を出せない。その間に祥飛は、三粒目も手にしている。手が止まらないところを見ると、かなり美味おいしいのだろう。

「どんなお味ですか？」

「葡萄の砂糖漬けのようだが、確かに香りが爽やかで、ほどよく酸さん味みもある。果物の中央は、とろりとしている。舌した触ざわりが良い」

（ああ……美味しそう）

　うっとりする理美に気がつき、祥飛は眉まゆをひそめる。

「そのような恨うらめしい顔をするなら、食べれば良かろう。余は食べよと許したはずだ」

「お許しいただいても、なんというか。贅ぜい沢たくだなぁ、なんて思うと。手が出ないと言いますか」

「面倒なことだな」

　突然、祥飛が一歩理美の方へ踏ふみ出すと、手首を摑つかんで引き寄せる。つんのめった理美の腰こしに腕うでを回し抱だき寄せ、顔を近づける。長い睫まつげと綺麗な瞳ひとみが間近に迫せまり、息を吞のむ。

「へへ、陛下!?」

「口を開けよ」

「え、ええっ!?」

「口を開くのだ」

「開くって、何をなさるおつもり……！」

　と訊きいたその口に、祥飛の指からついと優しく、幸福の実が入れられた。ころりと口の中に転がり込んだ果物から、じわりと甘みと香りが広がった。

「……美味しい」

　抱き寄せられていることも一いつ瞬しゆん忘れ、目を丸くして祥飛を見つめる。

「とても美味しいです。陛下」

「そうであろう」

　幸せそうに祥飛は微笑ほほえむ。

（陛下は、この果物の名は幸福の実だって仰おつしやった）

　名づけられたとおりに、この果物は口にした者を幸福な気分にするほど美味しい。

「もう一つ、食べよ」

　祥飛は箱の方へ手を伸ばし、つまんだ翡ひ翠すい色いろの実を理美の唇くちびるに近づける。あまりの美味しさに誘われ、当然のように口を開いて受け入れようとした。しかし直前にはっとした。

（いやいやいや！　恥はずかしすぎる状況じゃない、これは！）

　慌あわてて口を閉じて顔をそむける。

「ありがとうございます、陛下！　遠慮せずに、いただきます。食べますから、とりあえず、お手を離してください」

「ならぬ」

　祥飛は、にやっとした。

「手間をかけさせた罰ばつに、もう一粒だけ余の手から食べるのだ」

　悪戯いたずらっ子の目で言われて困ってしまう。確かに下手へたな遠慮をした理美が悪いのだが、こんな罰はあるだろうか？　と。しかし祥飛に引く気配がないので、仕方なく口を開く。

「それで良い」

　ゆっくりと優しく、幸福の実が口の中へ転げ込む。それはとても──甘い。
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装幀者／micro fish












本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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